
備 考

機械工学科 － 東京都世田谷区

機械システム工学科 － 同上

電気電子通信工学科 － 同上

医用工学科 － 同上

応用化学科 － 同上

原子力安全工学科 － 同上

自然科学科 － 同上

建築学科 － 同上

都市工学科 － 同上

情報科学科 － 同上

知能情報工学科 － 同上

環境創生学科 － 神奈川県横浜市都筑区

環境経営システム学科 － 同上

社会メディア学科 － 同上

情報システム学科 － 同上

Informatics]

メディア情報学部
[Faculty of Informatics]

4 90 360 学士(社会情報学) 平成25年4月
[Department of [Bachelor of 第1年次

Sociology and Media Studies]  Social Informatics]

4 100 400 学士(情報学) 平成25年4月
[Department of Information Systems] [Bachelor of 第1年次

平成 9年4月

学士(工学)

Engineering]

[Bachelor of 

学士(工学)

Engineering]

Mechanical Engineering]

 [Department of

and Communication Engineering]

[Department of Medical Engineering]

90 360 学士(環境学) 平成25年4月
[Department of Environmental [Bachelor of 第1年次

Management and Sustainability] Environmental Studies]

[Department of Restoration

[Department of Intelligent Systems] [Bachelor of 第1年次
Engineering]

環境学部
[Faculty of Environmental Studies]

4 90 360 学士(環境学) 平成25年4月
[Bachelor of 第1年次

Ecology and Built Environment]

4 120 480 学士(工学) 昭和24年4月
 [Department of

平成 9年4月

第1年次
Mechanical Systems Engineering]

4 150 600 昭和24年4月
 [Department of Electrical, Electronics

平成19年4月

第1年次

4 75 300

[Bachelor of 第1年次
Nuclear Safety Engineering]

4 60 240 令和 2年4月

Urban and Civil Engineering]

第1年次

4

別記様式第２号（その１の１）

新 設 学 部 等 の 目 的

ｶﾞｯｺｳﾎｳｼﾞﾝ ｺﾞﾄｳｲｸｴｲｶｲ

大 学 の 名 称

大学の収容定員に係る学則変更

東京都市大学　（Tokyo City University）

計 画 の 区 分

フ リ ガ ナ

学校法人 五島育英会

（用紙　日本産業規格Ａ４縦型）

基　本　計　画　書

設 置 者

大 学 本 部 の 位 置

本大学は，平成21年に武蔵工業大学から東京都市大学に名称変更し，理工系人
材の育成とともに社会科学系等においても，広く社会に貢献する教育研究を展
開し，有意義な人材輩出の実績をあげてきた。好調な志願者数及び入学者数並
びに就職状況は，本学の教育研究活動が社会の要請に応えているものと自負し
ている。こうした実績を踏まえて，デジタル人材の不足という日本の将来に向
けた大きな不安の解消に向けた貢献の１つとして，デザイン・データ科学部を
新設するため，大学の収容定員の増員を行う。

大 学 の 目 的
本大学は，学校教育法に基づき，豊かな教養を授け，深く専門の学術を教授研
究し，もって文化の向上に寄与するとともに，人類福祉の増進に貢献すること
を目的とする。

基 本 計 画

事 項

フ リ ガ ナ ﾄｳｷｮｳﾄｼﾀﾞｲｶﾞｸ

記 入 欄

東京都世田谷区玉堤一丁目28番1号

　　年　月
第　年次

所　在　地
収容
定員

人年次
人

開設時期及
び開設年次

学位又
は称号

[Bachelor of 

学士(工学)

学士(工学)

Engineering]

Engineering]

[Bachelor of 

45 180 学士(工学) 平成20年4月

年 人

4

第1年次
Engineering]

平成19年4月

新 設 学 部 等 の 名 称

理工学部
[Faculty of Science and Engineering]

4

240

[Bachelor of 

440

[Bachelor of 

400

80 320 平成19年4月

[Department of Natural Sciences]

建築都市デザイン学部
[Faculty of Architecture and Urban Design]

4 120 480

牛久保西三丁目3番1号
Environmental Studies]

4

令和 2年4月

4

修業
年限

入学
定員

編入学
定　員

60

100

100

110

4

4

[Bachelor of 

[Bachelor of Science]

学士(理学)

学士(工学)

Engineering]

[Bachelor of 

学士(工学)

Engineering]

[Department of Applied Chemistry]

玉堤一丁目28番1号第1年次

第1年次

第1年次

第1年次

第1年次

Engineering]

Engineering]

400

[Department of

[Bachelor of 

学士(工学)

[Department of

情報工学部
[Faculty of Information Technology]

[Department of Computer Science]

学士(工学) 令和 2年4月
[Department of Architecture]

新

設

学

部

等

の

概

要

－基本計画書－1－



令和4年4月設置届出予定

デザイン･データ科学科 － 同上

都市生活学科 － 東京都世田谷区

－ 同上

人 人 人 人 人 人 人

新
設
学
部
等
の
概
要

[Department of Urban Life Studies]

人間科学部
[Faculty of Human Life Sciences]

　デザイン・データ科学部

　　デザイン・データ科学科　（100）　(令和4年4月届出予定)

4 100 400 学士(人間科学) 平成21年4月
[Department of Human Life Sciences]

計

400 学士(学術) 令和 5年4月
[Bachelor of 第1年次

Arts and Sciences]

4 160

(0)(0)

4 100

1,750 － 7,000

(1,650) (6,600)

640 平成21年4月

都市生活学部
[Faculty of Urban Life Studies]

デザイン･データ科学部
[Faculty of Design and Data Science]

[Department of

 Design and Data Science]

共通教育部

0

計

1 95

124 91

(0)

28 0

（-）(243)

0 16 0 19

(10)

(0) (94)

(80)

環境経営ｼｽﾃﾑ学科

(5) (1) (0)

106

(6)

170

計

ﾃﾞｻﾞｲﾝ・ﾃﾞｰﾀ科学部　ﾃﾞｻﾞｲﾝ･ﾃﾞｰﾀ科学科
10

機械システム工学科

(10)
理工学部 機械工学科

開設する授業科目の総数

(37)

0 0370

(0)(0) (0)

-

(14)

10

(10)

7 7 1 0 15 0

(124) (91)

―　科目 ―　科目

(17) (0) (95)

(16) (0)

　　人間科学部

児童学科→人間科学科

新

設

分

5 1

―　科目

新設学部等の名称

助教

94

(7)

学　部　等　の　名　称
教授

―

同一設置者内における
変更状況（定員の移行，
名 称 の 変 更 等 ）

Human Life Sciences]

教育
課程

講義

講師

(15)

(0)(1)

専任教員等

(7) (1) (0) (15)

卒業要件単位数

―　単位

兼 任
教 員 等

知能情報工学科
6

計
(1)

243 1

(28)

人間科学科

第1年次

第1年次

[Bachelor of 

[Bachelor of 

玉堤一丁目28番1号

准教授

実験・実習

―　科目

演習

助手

学士(都市生活学)

Urban Life Studies]

0 3 0 9 0 81

(6) (0) (3) (0) (9) (0) (81)

情報工学部 情報科学科
8 4 2 0 14 1 80

(8) (4) (2) (0) (14) (1)

0 0 11 0 129

(7) (4) (0) (0) (11) (0) (129)

環境学部 環境創生学科
5 5 0 0 10 0 128

(5) (5) (0) (0) (10) (0) (128)

7 4

1 0 10 0 120

(8) (1) (1) (0) (10) (0) (120)

メディア情報学部　　社会メディア学科
7 4 0 0 11 0 123

(7) (4) (0) (0) (11) (0) (123)

医用工学科
5 2 1 0 8 0 87

(5) (2) (1) (0) (8) (0) (87)

電気電子通信工学科
10 5 6 0 21 0 92

(10) (5) (6) (0) (21) (0) (92)

原子力安全工学科
6 3 0 0 9 0 82

(6) (3) (0) (0) (9) (0) (82)

応用化学科
4 6 1 0 11 0 87

(4) (6) (1) (0) (11) (0) (87)

建築都市ﾃﾞｻﾞｲﾝ学部　建築学科
8 4 4 0 16 0 126

(8) (4) (4) (0) (16) (0) (126)

自然科学科
6 7 5 0 18 0 89

(6) (7) (5) (0) (18) (0) (89)

9 8 2 0 19 0 95

(9) (8) (2) (0) (19) (0) (95)

都市工学科
6 7 0 0 13 0 95

(6) (7) (0) (0) (13) (0) (95)

情報システム学科
8 1

0 1 0 0

(0) (0) (1) (0) (1) (0) (0)

人間科学部 人間科学科
6 9 0 0 15 0 81

(6) (9) (0) (0) (15) (0) (81)

(13)

13 14

ものつくり支援センター
0 0

総合研究所
3 1 2 0 6 0 0

(3) (1) (2) (0) (6) (0) (0)

1

都市生活学部 都市生活学科

令和4年4月名称変更届出予定

既

設

分

教

員

組

織

の

概

要

　令和5年4月名称変更予定

－基本計画書－2－



人 人 人

大学全体

－ －

－ －

－ －

－ －

－ 千円

1,476千円 1,476千円 1,476千円 － 千円 － 千円

1,290千円 1,290千円 1,290千円 － 千円 － 千円

1,290千円 1,290千円 1,290千円

学生納付金以外の維持方法の概要

1,376千円

既

設

分

教
員
組
織
の
概
要

－ 千円 － 千円

1,176千円 1,176千円 1,176千円 － 千円 － 千円

－ 千円 － 千円

－ 千円

学
生
１
人
当
り
納
付
金

学部等の名称

理工学部

建築都市ﾃﾞｻﾞｲﾝ学部

情報工学部

環境学部

ﾒﾃﾞｨｱ情報学部

ﾃﾞｻﾞｲﾝ･ﾃﾞｰﾀ科学部

都市生活学部

人間科学部

1,490千円

1,490千円

1,394千円

1,476千円 1,476千円 － 千円

1,194千円 1,194千円 1,194千円

1,290千円 1,290千円 1,290千円 － 千円

1,476千円1,676千円

1,676千円

1,490千円

1,676千円

第１年次

大学全体

大学全体

教育開発機構
5 0 2 0 7 0 0

(5) (0) (2) (0) (7) (0) (0)

国際センター
1 0 1 0 2 0 0

(1) (2) (0) (0)(0) (1) (0)

(97,234.98 ㎡)

学術雑誌

(97,234.98 ㎡)

83 室

演習室

〔うち外国書〕〔うち外国書〕

92,04219,289〔16,534〕

専 任 教 員 研 究 室

図
書
・
設
備

17,463〔15,897〕

（補助職員6人）

職 種

第３年次

体育館以外のスポーツ施設の概要

第２年次

体育館 バスケットコート 2面
フットサルコート 1面

面積

3,867.93 ㎡

1,476千円 － 千円

経
費
の
見
積
り
及
び
維
持
方
法
の
概
要

0 -

(0)

296

計
(22)

専　　任 兼　　任

(15) (16) (0)

(296) (1)

(53)

206

38,240

0 53 0 -1622 15

35

（-）

0.00 ㎡

(73)

共　　用

点

(249)

31,023.80 ㎡

8

(8)

0

76

（補助職員0人）

標本

218,901.27 ㎡

81,393.26 ㎡

(206)

106,484.21 ㎡

（-）

1

5

35

44

(35)

(0)

249

112,417.06 ㎡

計

区 分

教
員
以
外
の
職
員
の
概
要

(44)(106)

(0)

0

(146) (0)

(133)

(35) (0)

(3)

0

(5)

3

0

73

そ の 他 の 職 員

技 術 職 員

事 務 職 員

合 計
106146

計

図 書 館 専 門 職 員

(0)

133

173

(173) (76)

小 計

そ の 他 106,484.21 ㎡

0.00 ㎡0.00 ㎡

0.00 ㎡

教室等

校

地

等

校 舎 敷 地

運 動 場 用 地

221 室

0.00 ㎡

0.00 ㎡

0.00 ㎡112,417.06 ㎡

218,901.27 ㎡

0.00 ㎡81,393.26 ㎡

合 計

99,550.48 ㎡

専　　用

66 室

講義室

(0.00 ㎡)

専　　用

0.00 ㎡

31,023.80 ㎡

（19,289〔16,534〕）

876 席

校 舎 0.00 ㎡

機械・器具視聴覚資料

共用する他の
学校等の専用

0.00 ㎡

室

室 数

99,550.48 ㎡

4 室

点

電子ジャーナル

語学学習施設

共　　用

実験実習室

大学全体

新設学部等の名称

296

情報処理学習施設

計

計

0.00 ㎡

共用する他の
学校等の専用

14 室

(1,862)

(1,862) (38,240)

千円 千円

面積

6,781.14 ㎡

2,042

閲覧座席数 収 納 可 能 冊 数

9

(9)

38,240

（17,463〔15,897〕） (38,240)

(9)

区　分 第５年次 第６年次経
費
の
見
積
り

開設前年度 第１年次

設 備 購 入 費

第３年次

大学全体

（368,140〔67,754〕）

371,542〔68,528〕

（368,140〔67,754〕）

17,463〔15,897〕

（17,463〔15,897〕）

19,289〔16,534〕

第６年次

1,476千円

第２年次

1,476千円

第４年次 第５年次

冊 種

270,444 冊

新設学部等の名称

〔うち外国書〕

図書館

（19,289〔16,534〕）
計

371,542〔68,528〕

図書

手数料、寄付金、補助金、資産運用収入及びその他の収入

－ 千円

教員１人当り研究費等

共 同 研 究 費 等

図 書 購 入 費

トレーニングルーム 2面
テニスコート 6面

第４年次

図書費には電子ジャーナル・
データベースの整備費(運用コ
スト含む)を含む｡

500千円 500千円 500千円 500千円

107,000千円 107,000千円 107,000千円 107,000千円

14,643千円 14,643千円 14,643千円 14,643千円

378,508千円 378,508千円 378,508千円 378,508千円

千円 千円

千円 千円

千円 千円

14,643千円

378,508千円

点

(0.00 ㎡)

－基本計画書－3－



理工学部

　機械工学科

　機械システム工学科

　電気電子通信工学科

　医用工学科

　応用化学科

　原子力安全工学科

　自然科学科

　建築学科 令和2年度より学生募集停止

　都市工学科 令和2年度より学生募集停止

建築都市デザイン学部

　建築学科

　都市工学科

情報工学部

　情報科学科

　知能情報工学科

　情報通信工学科 平成31年度より学生募集停止

　自然科学科 令和2年度より学生募集停止

環境学部

　環境創生学科

　環境経営システム学科 令和3年度入学定員増(20人)

メディア情報学部

社会メディア学科

情報システム学科 令和3年度入学定員増(10人)

都市生活学部

　都市生活学科

人間科学部

　児童学科

大学院総合理工学研究科

平成30年度より学生募集停止

平成30年度より学生募集停止

平成30年度より学生募集停止

既

設

大

学

等

の

状

況

年次
人

人

所　在　地

大 学 の 名 称

収容
定員

修業
年限

編入学
定　員

学位又
は称号

入学
定員

開設
年度

定　員
超過率

学 部 等 の 名 称

東京都市大学

倍年 人

110 － 440 学士(工学)

昭和24年度

4

学士(工学)

－

平成 9年度

4 150 － 600 学士(工学) 昭和24年度

4 60 － 240 学士(工学) 平成19年度

1.01 東京都
世田谷区玉堤
一丁目28番1号

4 120 － 480 学士(工学)

4

－ 学士(工学) － 昭和32年度

4 75 － 300 学士(工学) 平成 9年度

4 45 － 180 学士(工学) 平成20年度

4 100 － 400 学士(工学) 平成19年度

4 －

4 80 － 320 学士(工学) 平成19年度

4 － － － 学士(工学) － 昭和32年度

東京都
世田谷区玉堤
一丁目28番1号

4 120 － 360 学士(工学) 令和 2年度

4 100 － 300 令和 2年度

0.99

1.00

0.99

1.10

1.05

1.05

4 90 － 360 学士(環境学) 平成25年度

4 90 － 320 学士(環境学) 平成25年度

4 － － － 学士(工学) － 平成19年度

4 － － － 学士(工学) － 平成21年度

1.02

1.01

1.02

4 160 － 640 学士(都市生活学) 平成21年度

東京都
世田谷区玉堤
一丁目28番1号

4 100 － 400 学士(児童学) 平成21年度

神奈川県横浜市
都筑区牛久保西
三丁目3番1号

4 90 － 360 学士(社会情報学) 平成25年度

4 100 － 380 学士(情報学) 平成25年度

1.08

1.03

1.13

1.05

　共同原子力専攻
(博士前期課程)

2 15 － 30 修士(工学)

修士(理学)

平成22年度

　自然科学専攻
(博士前期課程)

2 15 － 30 修士(理学) 令和 2年度

東京都
世田谷区玉堤
一丁目28番1号

　機械専攻
(博士前期課程)

2 60 － 120 修士(工学) 昭和41年度

　電気・化学専攻
　(博士前期課程)

2 66 － 132 修士(工学) 平成21年度1.23

1.09

0.46

　機械専攻
　(博士後期課程)

3 8 － 24 博士(工学) 昭和43年度

　電気・化学専攻
　(博士後期課程)

3 8 － 24 博士(工学) 平成21年度

　建築・都市専攻
　(博士前期課程)

2 54 － 108 修士(工学) 昭和41年度

　情報専攻
　(博士前期課程)

2 66 － 132 修士(工学) 平成21年度

0.79

1.09

3 8 － 24 博士(工学) 昭和43年度

　情報専攻
　(博士後期課程)

3 8 － 24 博士(工学) 平成21年度

　共同原子力専攻
　(博士後期課程)

3 4 － 12 博士(工学)

博士(理学)

平成22年度

　自然科学専攻
(博士後期課程)

3 2 － 6 博士(理学) 令和 2年度

　都市生活学専攻
　(博士後期課程)

　環境情報学専攻
　(博士前期課程)

修士(環境情報学) 平成13年度

3.00

　生体医工学専攻
　(博士後期課程)

3 － － － 博士(工学) － 平成21年度

　都市工学専攻
　(博士後期課程)

3 － － － 博士(工学) －

平成18年度

大学院環境情報学研究科

1.20

1.24

3 2 － 4 博士(都市生活学) 令和 3年度

昭和56年度

　環境情報学専攻
　(博士後期課程)

3 2 － 6 博士(環境情報学) 平成17年度

システム情報工学専攻
　(博士後期課程)

3 － － － 博士(工学) －

環境情報学専攻
　神奈川県横浜市
　都筑区牛久保西
　三丁目3番1号

都市生活学専攻
　東京都
　世田谷区玉堤
　一丁目28番1号

　都市生活学専攻
　(博士前期課程)

2 6 － 12 修士(都市生活学) 平成25年度

0.20

0.49

0.33

0.50

0.74

0.41

0.98

1.02

3.83

2 20 － 40

1.04

1.04

1.01

　建築・都市専攻
　(博士後期課程)

1.05

東京都
世田谷区玉堤
一丁目28番1号

東京都
世田谷区玉堤
一丁目28番1号

神奈川県横浜市
都筑区牛久保西
三丁目3番1号

60 － 180 学士(理学) 令和 2年度

0.98

1.05

1.02

1.06

1.00
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６　空欄には，「－」又は「該当なし」と記入すること。

　「図書・設備」，「図書館」，「体育館」及び「経費の見積もり及び維持方法の概要」の欄に記入せず，斜線を引くこと。

１　共同学科等の認可の申請及び届出の場合，「計画の区分」，「新設学部等の目的」，「新設学部等の概要」，「教育課程」及び「教員組

２　「教員組織の概要」の「既設分」については，共同学科等に係る数を除いたものとすること。

４　大学等の廃止の認可の申請又は届出を行おうとする場合は，「教育課程」，「校地等」，「校舎」，「教室等」，「専任教員研究室」，

５　「教育課程」の欄の「実験・実習」には，実技も含むこと。

附属施設の概要

　織の概要」の「新設分」の欄に記入せず，斜線を引くこと。

　は，「教育課程」，「教室等」，「専任教員研究室」，「図書・設備」，「図書館」及び「体育館」の欄に記入せず，斜線を引くこと。

（注）

３　私立の大学の学部若しくは大学院の研究科又は短期大学の学科又は高等専門学校の収容定員に係る学則の変更の届出を行おうとする場合

　総合研究所
　目的　特色ある研究の推進・支援
　住所　東京都世田谷区

等々力八丁目15番1号
　設置　平成16年4月
　規模　土地  3,659.00㎡

建物  4,212.89㎡

　原子力研究所
　目的　原子力の研究
　住所　神奈川県川崎市麻生区

王禅寺971番地
　設置　昭和35年4月
　規模　土地 84,234.00㎡

建物  2,715.77㎡

情報基盤センター(横浜キャンパス)
目的　情報施設設備の管理運営
住所　神奈川県横浜市都筑区

牛久保西三丁目3番1号
設置　平成9年4月
規模　建物  4,881.60㎡
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令和４年度
入学
定員

編入学
定　員

収容
定員

令和５年度
入学
定員

編入学
定　員

収容
定員

変更の事由

東京都市大学 東京都市大学

理工学部 理工学部
機械工学科 120 － 480 機械工学科 120 － 480
機械システム工学科 110 － 440 機械システム工学科 110 － 440
電気電子通信工学科 150 － 600 電気電子通信工学科 150 － 600
医用工学科 60 － 240 医用工学科 60 － 240
応用化学科 75 － 300 応用化学科 75 － 300
原子力安全工学科 45 － 180 原子力安全工学科 45 － 180
自然科学科 60 － 240 自然科学科 60 － 240

建築都市デザイン学部 建築都市デザイン学部
建築学科 120 － 480 建築学科 120 － 480
都市工学科 100 － 400 都市工学科 100 － 400

情報工学部 情報工学部
情報科学科 100 － 400 情報科学科 100 － 400
知能情報工学科 80 － 320 知能情報工学科 80 － 320

環境学部 環境学部
環境創生学科 90 － 360 環境創生学科 90 － 360
環境経営システム学科 90 － 360 環境経営システム学科 90 － 360

メディア情報学部 メディア情報学部
社会メディア学科 90 － 360 社会メディア学科 90 － 360
情報システム学科 100 － 400 情報システム学科 100 － 400

デザイン・データ科学部 学部の設置(届出)
デザイン・データ科学科 100 － 400

都市生活学部 都市生活学部
都市生活学科 160 － 640 都市生活学科 160 － 640

人間科学部 人間科学部
児童学科 100 － 400 人間科学科 100 － 400 名称変更

計 1,650 － 6,600 計 1,750 － 7,000

東京都市大学大学院 東京都市大学大学院

総合理工学研究科 総合理工学研究科
機械専攻(Ｍ) 60 － 120 機械専攻(Ｍ) 60 － 120
電気・化学専攻(Ｍ) 66 － 132 電気・化学専攻(Ｍ) 66 － 132
共同原子力専攻(Ｍ) 15 － 30 共同原子力専攻(Ｍ) 15 － 30
自然科学専攻(Ｍ) 15 － 30 自然科学専攻(Ｍ) 15 － 30
建築・都市専攻(Ｍ) 54 － 108 建築・都市専攻(Ｍ) 54 － 108
情報専攻(Ｍ) 66 － 132 情報専攻(Ｍ) 66 － 132
機械専攻(Ｄ) 8 － 24 機械専攻(Ｄ) 8 － 24
電気・化学専攻(Ｄ) 8 － 24 電気・化学専攻(Ｄ) 8 － 24
共同原子力専攻(Ｄ) 4 － 12 共同原子力専攻(Ｄ) 4 － 12
自然科学専攻(Ｄ) 2 － 6 自然科学専攻(Ｄ) 2 － 6
建築・都市専攻(Ｄ) 8 － 24 建築・都市専攻(Ｄ) 8 － 24
情報専攻(Ｄ) 8 － 24 情報専攻(Ｄ) 8 － 24

環境情報学研究科 環境情報学研究科
環境情報学専攻(Ｍ) 20 － 40 環境情報学専攻(Ｍ) 20 － 40
都市生活学専攻(Ｍ) 6 － 12 都市生活学専攻(Ｍ) 6 － 12
環境情報学専攻(Ｄ) 2 － 6 環境情報学専攻(Ｄ) 2 － 6
都市生活学専攻(Ｄ) 2 － 6 都市生活学専攻(Ｄ) 2 － 6

計 344 － 730 計 344 － 730

学校法人 五島育英会　設置認可等に関わる組織の移行表　
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校地校舎等の図面 

都道府県内における位置関係の図面 

キャンパス間の移動に要する距離・時間・交通手段

世田谷・横浜キャンパス間

距 離   約 15.0km

交通手段・時間 

[バス]SC↔YC 間 約 30 分 

[電車]尾山台駅↔中川駅  約 30 分 

－図面－1－



■ 所在地 〒224-8551    最寄り駅からの図面 

神奈川県横浜市都筑区牛久保西３－３－１ 

■ 設置学部 環境学部／メディア情報学部／ 

デザイン・データ科学部／ 

大学院環境情報学研究科 環境情報学専攻 

■ 校地面積（㎡） 64,687.96 ㎡（キャンパス全体） 

■ 校舎面積（㎡） 18,078.07 ㎡（キャンパス全体） 

■ 最寄り駅からの距離 0.5 ｋｍ 

キャンパスの校舎・運動場等の配置図

校地面積算入部分 

デザイン・データ科学部が使用する校舎 
※当該学部はすべての建物を使用(他学部と共用)

横浜キャンパス 

－図面－2－



東京都市大学学則 

令和５年４月 

第１章 総則 

（目的） 

第１条 本大学は，学校教育法に基づき，豊かな教養を授け，深く専門の学術を教授研究し，もって文化の向上に寄与す

るとともに，人類福祉の増進に貢献することを目的とする。 

（自己点検及び評価） 

第１条の２ 本大学は，教育研究水準の向上を図り，前条の目的及び社会的使命を達成するため，教育研究活動等の状況

について自ら点検及び評価を行い，その結果を公表するものとする。 

２ 前項の点検及び評価に関する事項は，別に定める。 

（名称） 

第２条 本大学は，東京都市大学と称する。 

（位置） 

第３条 本大学は，東京都世田谷区玉堤１丁目２８番１号に置く。 

第２章 組織 

（学部，学科及び収容定員） 

第４条 本大学に，理工学部，建築都市デザイン学部，情報工学部，環境学部，メディア情報学部，デザイン・データ科

学部，都市生活学部及び人間科学部を置く。 

２ 各学部に設ける学科及び収容定員は，次のとおりとする。 

学  部 学 科 入学定員 収容定員 

理工学部 

機械工学科 １２０ ４８０ 

機械システム工学科 １１０ ４４０ 

電気電子通信工学科 １５０ ６００ 

医用工学科 ６０ ２４０ 

応用化学科 ７５ ３００ 

原子力安全工学科 ４５ １８０ 

自然科学科 ６０ ２４０ 

計 ６２０ ２,４８０ 

建築都市デザイン学部 

建築学科 １２０ ４８０ 

都市工学科 １００ ４００ 

計 ２２０ ８８０ 

情報工学部 

情報科学科 １００ ４００ 

知能情報工学科 ８０ ３２０ 

計 １８０ ７２０ 

環境学部 

環境創生学科 ９０ ３６０ 

環境経営システム学科 ９０ ３６０ 

計 １８０ ７２０ 

メディア情報学部

社会メディア学科 ９０ ３６０ 

情報システム学科 １００ ４００ 

計 １９０ ７６０ 

デザイン･データ科学部 デザイン･データ科学科 １００ ４００ 

都市生活学部 都市生活学科 １６０ ６４０ 

人間科学部 人間科学科 １００ ４００ 

合  計 １,７５０ ７，０００ 

－学則－1－



 

東京都市大学学則 
 

（人材の養成及び教育研究上の目的） 

第４条の２ 第１条を実現するため，各学部と学科における人材の養成及び教育研究上の目的を別表６に定める。 

 

（共通教育部） 

第４条の３ 本大学に，共通教育部を置く。 

２ 共通教育部に関する規程は，別に定める。 

 

（大学院） 

第５条 本大学に，大学院を置く。 

２ 大学院の学則は，別に定める。 

 

（図書館） 

第６条 本大学に，図書館を置く。 

２ 図書館に関する規程は，別に定める。 

 

（学生部） 

第７条 本大学に，学生部を置く。 

２ 学生部に関する規程は，別に定める。 

 

（付属施設） 

第８条 本大学に，以下の付属施設を置く。 

(1) 総合研究所 

(2) 情報基盤センター 

２ 理工学部に，原子力研究所を置く。 

３ 付属施設に関する規程は，別に定める。 

 

（付属学校） 

第９条 本大学に，次の付属学校を置く。 

(1) 付属高等学校 

(2) 付属中学校 

(3) 等々力高等学校 

(4) 等々力中学校 

(5) 塩尻高等学校 

(6) 付属小学校 

(7) 二子幼稚園 

２ 付属学校の学則は，別に定める。 

 

第３章 職員 

 

（職員組織） 

第１０条 本大学に，学長，教授，准教授，講師，助教，助手，技術職員及び事務職員を置く。 

２ 前項のほか，副学長を置くことができる。 

３ 学長及び副学長に関する規程は，別に定める。 

４ 各学部に，学部長を置く。 

５ 学部長に関する規程は，別に定める。 

 

（教員資格） 

第１１条 各学科の主要な学科目は，各専門分野につき資格を有する専任の教授，准教授，講師又は助教が担当する。 

２ 各学科の学科目を担当する教員の資格基準及び資格審査に関し必要な規程は，別に定める。 
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第４章 大学協議会及び教授会 

 

（大学協議会） 

第１２条 本大学に，大学協議会を置き，学長の求めに応じ，本大学の運営に関する重要事項を審議する。 

２ 大学協議会に関する規程は，別に定める。 

 

（教授会） 

第１３条 各学部に，教授会を置く。 

２ 学部長は，教授会を招集し，その議長となる。 

３ 教授会は，学長が次に掲げる事項について決定を行うに当たり審議し，意見を述べる。 

(1) 当該学部における学生の入学，卒業及び学位授与に関すること。 

(2) 当該学部における教育研究に関する重要な事項で，学長が教授会の意見を聴くことが必要であると認めるもの。 

４ 教授会は，前項に規定するもののほか，当該学部の教育研究に関する事項について審議し，学長及び学部長の求めに

応じ，意見を述べることができる。 

５ 教授会には，准教授その他の職員を加えることができる。 

６ 教授会の運営に関する規程は，別に定める。 

 

第５章 教育課程及び履修方法 

 

（授業科目の区分） 

第１４条 理工学部にあっては，授業科目を教養科目，体育科目，外国語科目，PBL科目，理工学基礎科目，専門科目並

びに教科及び教職に関する科目に区分する。 

２ 建築都市デザイン学部にあっては，授業科目を教養科目，体育科目，外国語科目，PBL科目，学部基盤科目，専門科

目に区分する。 

３ 情報工学部にあっては，授業科目を教養科目，体育科目，外国語科目，PBL科目，情報工学基盤科目，専門科目並び

に教科及び教職に関する科目に区分する。 

４ 環境学部にあっては，授業科目を基礎科目(体育科目・外国語科目・教養科目)，PBL科目，専門基礎科目，専門科目(学

科基盤科目・学科専門科目)に区分する。 

５ メディア情報学部にあっては，授業科目を基礎科目(体育科目・外国語科目・教養科目)，PBL科目，専門基礎科目，

専門科目(学科基盤科目・学科専門科目)，並びに教科及び教職に関する科目に区分する。 

６ デザイン・データ科学部にあっては，授業科目を教養科目，外国語科目，専門基礎科目，専門応用科目に区分する。 

７ 都市生活学部にあっては，授業科目を教養科目，外国語科目，体育科目，PBL科目，専門基礎科目，専門科目に区分

する。 

８ 人間科学部にあっては，授業科目を教養科目，外国語科目，体育科目，PBL科目，専門科目並びに教科及び教職に関

する科目に区分する。 

 

（履修単位及び年限） 

第１５条 学生は，４年以上在学し，次の区分に従って所定の単位数以上を修得しなければならない。 

理工学部 

区  分 卒 業 要 件 

教養科目 １０単位 

体育科目 １単位 

外国語科目 ８単位 

PBL科目 ３単位 

理工学基礎科目 ３０単位 

専門科目 ６０単位 

小  計 １１２単位 

自由選択    ※ １２単位 

合  計 １２４単位 

※自由選択として，各区分の卒業要件を越える分を合算して１２単位以上修得しなければならない。  
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建築都市デザイン学部 建築学科 

区  分 卒 業 要 件 

教養科目 １０単位 

体育科目 １単位 

外国語科目 ８単位 

PBL科目 ３単位 

学部基盤科目 ３０単位 

専門科目 ６８単位 

小  計 １２０単位 

自由選択    ※ ４単位 

合  計 １２４単位 

※自由選択として，各区分の卒業要件を越える分を合算して４単位以上修得しなければならない。 

建築都市デザイン学部 都市工学科 

区  分 卒 業 要 件 

教養科目 １０単位 

体育科目 １単位 

外国語科目 ８単位 

PBL科目 ３単位 

学部基盤科目 ３０単位 

専門科目 ６０単位 

小  計 １１２単位 

自由選択    ※ １２単位 

合  計 １２４単位 

※自由選択として，各区分の卒業要件を越える分を合算して１２単位以上修得しなければならない。 

情報工学部 一般コース 

区  分 卒 業 要 件 

教養科目 １０単位 

体育科目 １単位 

外国語科目 ８単位 

PBL科目 ３単位 

情報工学基盤科目 ３０単位 

専門科目 ６０単位 

小  計 １１２単位 

自由選択    ※ １２単位 

合  計 １２４単位 

※自由選択として，各区分の卒業要件を越える分を合算して１２単位以上修得しなければならない。 

情報工学部 国際コース 

区  分 卒 業 要 件 

教養科目 １０単位 

体育科目 １単位 

外国語科目 １２単位 

PBL科目 ３単位 

情報工学基盤科目 ３０単位 

専門科目 ６０単位 

小  計 １１６単位 

自由選択    ※ ８単位 

合  計 １２４単位 

※自由選択として，各区分の卒業要件を越える分を合算して８単位以上修得しなければならない。 
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環境学部 

区  分 卒 業 要 件 

基礎科目 

外国語科目 ８単位 

体育科目 １単位 

教養科目 １０単位 

PBL科目 ４単位 

小  計 ２３単位 

専門基礎科目 ３０単位 

小  計 ３０単位 

専門科目 
学科基盤科目 

６０単位 
学科専門科目 

小  計 ６０単位 

自由選択科目  ※ １１単位 

合  計 １２４単位 

※自由選択として，各区分の卒業要件を越える分を合算して１１単位以上修得しなければならない。 

メディア情報学部 

区  分 卒 業 要 件 

基礎科目 

外国語科目 ８単位 

体育科目 １単位 

教養科目 １０単位 

PBL科目 ３単位 

小  計 ２２単位 

専門基礎科目 ３０単位 

小  計 ３０単位 

専門科目 
学科基盤科目 

６０単位 
学科専門科目 

小  計 ６０単位 

自由選択科目  ※ １２単位 

合  計 １２４単位 

※自由選択として，各区分の卒業要件を越える分を合算して１２単位以上修得しなければならない。 

デザイン・データ科学部 

区  分 卒 業 要 件 

教養科目 １２単位 

外国語科目 １４単位 

専門基礎科目 ５０単位 

専門応用科目 ４０単位 

小  計 １１６単位 

自由選択 ※ ８単位 

合  計 １２４単位 

※自由選択として，各区分の卒業要件を越える分を合算して８単位以上修得しなければならない。 

都市生活学部 

区  分 卒 業 要 件 

教養科目 １０単位 

外国語科目 ８単位 

体育科目 １単位 

PBL科目 ３単位 

専門基礎科目 ３７単位 

専門科目 ５３単位 

小  計 １１２単位 

自由選択 ※ １２単位 

合  計 １２４単位 

※自由選択として，各区分の卒業要件を越える分を合算して１２単位以上修得しなければならない。  
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人間科学部 

区  分 卒 業 要 件 

教養科目 

２０単位 外国語科目 

体育科目 

専門科目 ９０単位 

小  計 １１０単位 

自由選択 ※ １４単位 

合  計 １２４単位 

※自由選択として，各区分の卒業要件を越える分を合算して１４単位以上修得しなければならない。 

 

２ 学部の定めるところにより，他学部，他学科で開設する指定授業科目を履修したときは，当該授業科目の単位を卒業

に必要な単位として認めることができる。 

３ 理工学部，建築都市デザイン学部及び情報工学部の学生は，６０単位以上を修得しなければ３年次に進級することが

できない。 

４ 環境学部の学生は，２年以上在学し，６６単位以上を修得しなければ事例研究（１）に着手することができない。 

５ メディア情報学部の学生は，２年以上在学し，６６単位以上を修得しなければ３年次に進級することができない。 

６ デザイン・データ科学部の学生は，２年以上在学し，５０単位以上を修得しなければ３年次に進級することができな

い。 

７ 理工学部，建築都市デザイン学部及び情報工学部の学生は，３年以上在学し，１００単位以上を修得しなければ４年

次に進級することができない。 

８ 都市生活学部及び人間科学部の学生は，３年以上在学し，１００単位以上を修得しなければ卒業研究に着手すること

ができない。 

９ 環境学部の学生は，３年以上在学し，事例研究（１）及び事例研究（２）を含む１００単位以上を修得しなければ卒

業研究に着手することができない。 

１０ メディア情報学部の学生は，３年以上在学し，事例研究を含む１００単位以上を修得しなければ卒業研究に着手す

ることができない。 

１１ デザイン・データ科学部の学生は，３年半以上在学し，１１０単位以上を修得しなければキャップストーンプロジ

ェクトに着手することができない。 

 

（在学年数及び在学年限） 

第１６条 本大学及び前条における在学年数とは，本大学入学後の年数とする。 

２ 編入学又は転入学した者の在学年数は，前項の在学年数に以下の年数を加えたものとする。 

(1) ２年次入学の場合は１年 

(2) ３年次入学の場合は２年 

３ 転学部又は転学科した者の在学年数は，転学部又は転学科の学年次にかかわりなく，第１項による。 

４ 再入学した者の在学年数は，第１項の在学年数に再入学する前の在学年数を加えたものとする。 

５ 休学期間は，在学年数に含めない。 

６ 在学年数は，８年を超えることができない。 

７ 理工学部，建築都市デザイン学部，情報工学部，メディア情報学部及びデザイン・データ科学部については，２年次

までの在学年数は，４年を超えることができない。 

 

（科目の履修届出） 

第１７条 学生は，履修しようとする科目について，所定の届出をしなければならない。 
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（教育課程，単位の計算方法及び授業の方法） 

第１８条 各学部各学科の教育課程，授業科目の単位数及び授業時間数は，別表１のとおりとし，履修の順序，その他履

修方法は，別に定める。 

２ 本条に規定する各授業科目の単位数は，１単位の履修時間を教室内及び教室外を合わせ４５時間とし，次の標準によ

り計算するものとする。 

(1) 講義及び演習は，１５時間の授業をもって１単位とする。ただし，別に定める授業科目については，３０時間の授

業をもって１単位とする。 

(2) 実験，実習，製図及び実技は，３０時間の授業をもって１単位とする。ただし，別に定める授業科目については，

４５時間の授業をもって１単位とする。 

(3) 卒業研究は，３０時間をもって１単位とするが，内容を考慮して定める。 

３ 本条に規定する各授業科目の授業を，文部科学大臣が別に定めるところにより, 多様なメディアを高度に利用して，

当該授業を行う教室等以外の場所で履修させることができる。なお，この授業において修得する単位数は，６０単位を

超えないものとする。 

 

（各授業科目の授業期間） 

第１８条の２ 各授業科目の授業は，１０週又は１５週にわたる期間を単位として行うものとする。ただし，教育上必要

があり，かつ，十分な教育効果をあげることができると認められる場合は，この限りでない。 

 

（編入学者等の既修得単位の認定） 

第１９条 学生が本大学の学部に編入学又は転入学する前に，大学，短期大学，高等専門学校又は専修学校の専門課程に

おいて履修した授業科目について修得した単位を，本大学における授業科目の履修により修得したものとみなすことが

できる。 

２ 学生が転学部又は転学科する前に所属した学部・学科において履修した授業科目について修得した単位を，転学部又

は転学科後の学部・学科における授業科目の履修により修得したものとみなすことができる。 

３ 前２項の単位認定は当該学部教授会の議を経て行うものとする。 
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（教育職員の免許状） 

第２０条 教育職員免許状の資格を得ようとする者は，卒業に必要な単位を修得するほか，教育職員免許法及び同法施行

規則に定められている所定の単位を修得しなければならない。 

２ 前項に定める免許状の種類及び免許教科は次のとおりとする。 

学  部 学    科 免許状の種類    （教科） 

理工学部 

機械工学科 
高等学校教諭一種免許状 （数学，工業） 

中学校教諭一種免許状  （数学，技術） 

機械システム工学科 
高等学校教諭一種免許状 （数学，工業） 

中学校教諭一種免許状  （数学，技術） 

電気電子通信工学科 
高等学校教諭一種免許状 （数学，理科，工業） 

中学校教諭一種免許状  （数学，理科，技術） 

医用工学科 
高等学校教諭一種免許状 （数学，理科） 

中学校教諭一種免許状  （数学，理科） 

応用化学科 
高等学校教諭一種免許状 （理科，工業） 

中学校教諭一種免許状  （理科，技術） 

原子力安全工学科 
高等学校教諭一種免許状 （理科，工業） 

中学校教諭一種免許状  （理科，技術） 

自然科学科 
高等学校教諭一種免許状 （数学，理科） 

中学校教諭一種免許状  （数学，理科） 

情報工学部 

情報科学科 
高等学校教諭一種免許状 （数学，情報） 

中学校教諭一種免許状  （数学） 

知能情報工学科 
高等学校教諭一種免許状 （数学，情報） 

中学校教諭一種免許状  （数学） 

メディア情報学部 
社会メディア学科 高等学校教諭一種免許状 （情報） 

情報システム学科 高等学校教諭一種免許状 （情報） 

人間科学部 人間科学科 幼稚園教諭一種免許状 

３ 教科及び教職に関する科目の単位数及び授業時間数は，別表２のとおりとし，履修の順序，その他履修方法は，別に

定める。 

 

（学芸員の資格） 

第２０条の２ 学芸員の資格を得ようとする者は，卒業に必要な単位を修得するほか，博物館法及び同施行規則に定めら

れている博物館に関する科目の単位を修得しなければならない。 

２ 前項の博物館に関する科目の単位を修得するために開講する科目及びその単位数は，別表１の理工学部自然科学科の

専門科目教育課程表に定める。 

３ 第２項の科目の履修に関する規定は別に定める。 

 

（保育士の資格） 

第２０条の３ 人間科学部人間科学科の学生で保育士の資格を得ようとする者は，卒業に必要な単位を修得するほか，児

童福祉法及び同法施行規則に定められている所定の単位を修得しなければならない。 

２ 保育士養成課程の単位数，授業時間数，履修の順序，その他履修方法は，別に定める。 

 

第６章 学年及び休業 

 

（学年） 

第２１条 学年は，毎年４月１日に始まり，翌年３月３１日に終る。 
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（学期・クォーター） 

第２２条 学年を次の２学期に分ける。 

前学期  ４月１日から９月２０日まで 

後学期  ９月２１日から翌年３月３１日まで 

２ 前項に規定する各学期を２つの期間（以下「クォーター」という。）に分けることができる。 

３ 各クォーターの始期及び終期については，別に定める。 

（休業日） 

第２３条 休業日は，次のとおりとする。 

(1) 日曜日

(2) 国民の祝日に関する法律に規定する休日

(3) 創立記念日  １０月１７日 

(4) 夏期休業日  ７月２６日から９月２０日まで 

(5) 冬期休業日  １２月１５日から翌年１月１０日まで 

２ 学長は，必要に応じ当該学部教授会の議を経て，臨時に前項に定める休業日を変更し，又は別に休業日を定めること

ができる。 

第７章 入学，休学，退学及び賞罰 

（入学の時期） 

第２４条 入学の時期は，学年の始めとする。 

（入学資格） 

第２５条 本大学１年次に入学できる者は，次の各号の一に該当する者とする。 

(1) 高等学校又は中等教育学校を卒業した者

(2) 通常の課程による１２年の学校教育を修了した者

(3) 外国において学校教育における１２年の課程を修了した者又はこれに準ずる者で文部科学大臣の指定したもの

(4) 文部科学大臣が高等学校の課程と同等の課程を有するものとして認定した在外教育施設の当該課程を修了した者

(5) 専修学校の高等課程(修業年限が３年以上であることその他の文部科学大臣が定める基準を満たすものに限る。)で

文部科学大臣が別に指定するものを文部科学大臣が定める日以後に修了した者

(6) 文部科学大臣の指定した者

(7) 高等学校卒業程度認定試験規則による高等学校卒業程度認定試験に合格した者（旧規程による大学入学資格検定に

合格した者を含む。）

(8) その他本大学において，相当の年齢に達し，高等学校を卒業した者と同等以上の学力があると認めた者

（入学志願の手続） 

第２６条 入学志願者は，指定の期間内に，入学検定料を添えて，所定の書類を提出しなければならない。 

２ 入学志願の手続きに関し，必要な事項は別に定める。 

（入学者の選考） 

第２７条 入学志願者に対しては，学力，健康その他について選考の上，入学者を定める。入学者の選考に関し，必要な

事項は別に定める。 

（入学手続） 

第２８条 入学試験に合格した者は，所定の期日までに，本大学の定める入学手続きをしなければならない。 

２ 学長は，前項の入学手続きを完了した者に，入学を許可する。 

３ 入学手続きに関し，必要な事項は別に定める。 
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（編入学及び転入学） 

第２９条 次の各号の一に該当する者が編入学又は転入学を願い出たときは，定員を考慮し，選考の上，入学を許可する

ことがある。 

(1) 大学（外国の大学を含む。）を卒業した者 

(2) 大学改革支援・学位授与機構により学士の学位を授与された者 

(3) 短期大学（外国の短期大学を含む。）を卒業した者 

(4) 我が国において，外国の短期大学相当として指定した外国の学校の課程を修了した者（第２５条に定める入学資格

を有する者に限る。） 

(5) 高等専門学校を卒業した者 

(6) 専修学校の専門課程（修業年限が２年以上であることその他の文部科学大臣の定める基準を満たすものに限る。）を

修了した者（第２５条に定める入学資格を有する者に限る。） 

(7) 我が国において，外国の大学相当として指定した外国の学校の課程に在学した者（第２５条に定める入学資格を有

する者に限る。） 

２ 他の大学（外国の大学を含む。）の在学生が，本大学への転入学を願い出たときは，定員を考慮し，選考の上，入学を

許可することがある。 

 

（再入学） 

第３０条 やむをえない事情で本大学を退学した者が再入学を願い出たときは，定員を考慮し，選考の上，入学を許可す

ることがある。ただし，懲戒による退学者の再入学は許可しない。 

 

（転学部又は転学科） 

第３１条 本大学の学生が，本大学の他学部への転学部又は同一学部内の他学科への転学科を願い出たときは，定員を考

慮し，選考の上，これを許可することがある。 

 

（休学） 

第３２条 やむを得ない理由により長期にわたって修学することができない者は，その理由を休学願に詳記の上，各学期

の始めまでに願い出て休学の許可を得なければならない。 

２ 休学の期間は，原則として１学期または１学年を区分とし，当該年度限りとする。ただし，既に許可を得ている休学

期間の延長を希望するときは引き続き許可するが，通算して３年を超えることはできない。 

３ 前２項にかかわらず，不慮の傷病等特別な事情により，連続して２ヶ月以上修学できなくなった場合，学期途中であ

っても証明書類を添付して休学を願い出ることができる。 

 

（退学） 

第３３条 病気その他やむをえない事情のため，学業を続ける見込みがない者は，その理由を退学願に詳記の上，願い出

て退学することができる。 

２ 授業料を納入せずに退学しようとするときは，前学期は４月３０日，後学期は１０月２０日までに願い出なければな

らない。 

３ 前項により退学した者の在籍期間は，第４６条に定める授業料等を納入した学期の末日までとする。 

 

（除籍） 

第３４条 次の各号の一に該当する学生があるときは，学長は当該学部教授会の議を経て，除籍する。 

(1) 所定の期日までに授業料等を納入しない者 

(2) 第１６条第６項に定める在学年限に及んでなお卒業できない者 

(3) 第１６条第７項に定める在学年限に及んでなお 3年次に進級できない者 

２ 前項第１号により除籍となった者の在籍期間は，第４６条に定める授業料等を納入した学期の末日までとする。 

 

（授賞） 

第３５条 学生で，人物及び学業が優秀な者には授賞することがある。 
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（懲戒） 

第３６条 学生で，本大学の規則に違反し，又は学生の本分に反する行為があったときは，学長は当該学部教授会の議を

経てこれを懲戒する。 

２ 懲戒は，譴責，停学及び退学とする。 

３ 懲戒に関し必要な規程は，別に定める。 

 

第８章 試験及び卒業 

 

（試験の種類） 

第３７条 試験を分けて，科目試験及び卒業試験とする。 

 

（試験の方法） 

第３８条 科目試験は，所定の期間内に行う。ただし，平常の成績によって考査することがある。 

 

（卒業試験） 

第３９条 卒業試験は，論文，設計又は実験報告等につき，その作成経過を加味して行う。 

 

（受験資格） 

第４０条 学生は，本学則及びこれに基づいて定められる規程に従って履修した科目についてのみ受験することができる。 

 

（成績の評価） 

第４１条 試験の成績は，原則として秀，優，良，可及び不可の５級に分け，秀，優，良及び可を合格とし，不可を不合

格とする。 

 

（単位の授与） 

第４２条 科目試験に合格した者には，第１８条に掲げる単位を与える。 

 

（他の大学又は短期大学における授業科目の履修等） 

第４３条 本大学は，教育上有益と認めるときは，協議により他の大学又は短期大学において履修した授業科目について

修得した単位を，６０単位を超えない範囲で，当該学部教授会の議を経て，本大学における授業科目の履修により修得

したものとみなすことができる。 

２ 前項の規定は，学生が外国の大学又は短期大学に留学する場合に準用する。 

 

（大学以外の教育施設等における学修） 

第４４条 本大学は，教育上有益と認めるときは，学生が行う短期大学又は高等専門学校の専攻科における学修その他文

部科学大臣が別に定める学修を，当該学部教授会の議を経て，本大学における授業科目の履修とみなし，単位を与える

ことができる。 

２ 前項により与えることのできる単位数は，前条により修得したものとみなす単位数と合わせて６０単位を超えないも 

のとする。 
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（卒業及び学位） 

第４５条 本大学に４年以上在学し，第１５条に定める単位を修得し，かつ，卒業試験に合格した者には，当該学部教授

会の議を経て，卒業証書を授与する。 

２ 本大学を卒業した者には，本大学学位規程の定めるところにより以下の学位を授与する。 

学部（学科） 学位 

理工学部 

（機械工学科，機械システム工学科，電気電子通信工学科， 

医用工学科，応用化学科，原子力安全工学科） 

 

学士（工学） 

理工学部（自然科学科） 学士（理学） 

建築都市デザイン学部 学士（工学） 

情報工学部 学士（工学） 

環境学部 学士（環境学） 

メディア情報学部（社会メディア学科） 学士（社会情報学） 

メディア情報学部（情報システム学科） 学士（情報学） 

デザイン・データ科学部 学士（学術） 

都市生活学部 学士（都市生活学） 

人間科学部 学士（人間科学） 

３ 第１項の在学年数については，第１６条を準用する。 

 

第９章 入学検定料，入学金及び授業料 

 

（授業料等） 

第４６条 入学検定料，入学金及び授業料の額は，別表３に定める。 

２ 授業料は，所定の期日までに納入しなければならない。 

３ 一旦納入した入学検定料，入学金及び授業料は返還しない。ただし，入学手続時の授業料については，所定の期日ま

でに入学辞退の届け出があった場合は返還することがある。 

４ 休学中の授業料等は，別に定める東京都市大学授業料等納入規程によるものとする。 

 

第１０章 研究生，科目等履修生，外国人留学生，特別研究生及び特別聴講学生 

 

（研究生） 

第４７条 本大学において研究を志望する者は，許可を得て，研究生として入学することができる。研究生は，本大学の

指定する教授等の指導を受けるものとする。 

 

（研究生の資格） 

第４８条 研究生は，本大学を卒業した者又はこれと同等以上の学力を有する者に限る。 

 

（研究生の在学期間） 

第４９条 研究生の在学期間は，半年又は１カ年とする。ただし，事情によっては期間の延長を認めることがある。 

 

（研究生の授業料等） 

第５０条 研究生は，別表４に定める入学金及び授業料を納入しなければならない。 

 

（研究生の証明書） 

第５１条 研究生で，研究について相当の成果を収めた者に対しては，研究証明書を授与することがある。 

 

（科目等履修生） 

第５２条 本大学の授業科目中，特定の科目の履修を希望する者があるときは，科目等履修生として入学を許可すること

がある。  
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（科目等履修生の資格） 

第５３条 科目等履修生は，履修科目を学修し得る能力のある者に限る。 

 

（科目等履修生の在学期間） 

第５４条 科目等履修生の在学期間は，１年以内とする。ただし，事情によっては，期間の延長を認めることがある。 

 

（履修料） 

第５５条 科目等履修生は，別表５に定める入学検定料，入学金及び履修料を納入しなければならない。 

 

（科目等履修生の証明書） 

第５６条 科目等履修生で，履修科目の試験に合格した者に対しては，第４２条に定める規定を準用し，単位修得証明書

を授与する。 

 

（外国人留学生） 

第５７条 第２５条に定める入学資格を有する外国人で，本大学に入学を志願する者があるときは，選考の上，外国人留

学生として入学を許可することができる。 

２ 外国人留学生に関して必要な事項については，別に定める。 

 

（特別研究生） 

第５７条の２ 本大学において，他の大学又は短期大学（外国の大学又は短期大学を含む。）との協議により，当該大学等

の学生に特別研究生として本大学の指定する教授等の指導を受けさせることがある。 

２ 特別研究生に関して必要な事項については，別に定める。 

 

（特別聴講学生） 

第５８条 本大学において，他の大学又は短期大学（外国の大学又は短期大学を含む。）との協議により，当該大学等の学

生に特別聴講学生として本大学の授業科目を履修させることがある。 

２ 特別聴講学生に関して必要な事項については，別に定める。 

 

（規定の準用） 

第５９条 研究生及び特別研究生については，本章に規定する場合のほか，第１５条，第１６条，第２０条，第４２条，

第４３条，第４４条及び第４５条を除き，一般学生の規定を準用する。 

２ 科目等履修生及び特別聴講学生については，本章に規定する場合のほか，第１５条，第１６条及び第４５条を除き，

一般学生の規定を準用する。 

３ 外国人留学生については，第５７条に規定するもののほかは一般学生の規定を準用する。 

 

第１１章 学生寮 

 

（学生寮） 

第６０条 本大学に，学生寮を置く。 

２ 学生寮に関する規程は，別に定める。 
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   付 則（令和２年３月１３日） 

１ この学則は，令和３年４月１日から施行する。ただし，令和２年度以前に入学した者については，従前どおりとする

（一部変更（第４条，第２０条，第４５条，第１８条別表１，第４条の２別表６））。 

２ 環境学部及びメディア情報学部の収容定員は，第４条の規定にかかわらず，令和３年度から令和５年度までの間は，

次のとおりとする。 

学  部 学    科 令和３年度 令和４年度 令和５年度 

環境学部 

環境創生学科 ３６０ ３６０ ３６０ 

環境経営システム学科 ３００ ３２０ ３４０ 

計 ６６０ ６８０ ７００ 

メディア情報学部 

社会メディア学科 ３６０ ３６０ ３６０ 

情報システム学科 ３７０ ３８０ ３９０ 

計 ７３０ ７４０ ７５０ 

 

   付 則（令和２年５月２８日） 

この学則は，令和３年４月１日から施行する。ただし，令和２年度以前に入学した者については，従前どおりとする（一

部変更（第４６条別表３））。 

 

付 則（令和３年２月１６日） 

この学則は，令和３年４月１日から施行する。ただし，令和２年度以前に入学した者については，第３２条，第３３条

及び第３４条の変更を除き従前どおりとする（一部変更（第１５条，第１６条，第３２条，第３３条，第３４条，第１８

条別表１，第２０条別表２））。 

 

付 則（令和４年２月１５日） 

この学則は，令和４年４月１日から施行する。ただし，令和３年度以前に入学した者については，従前どおりとする（一

部変更（第１５条，第１８条別表１，第２０条別表２，第４条の２別表６））。 

 

付 則（令和４年３月２３日） 

１ この学則は，令和５年４月１日から施行する。ただし，令和４年度以前に入学した者については，従前どおりとする

（一部変更（第４条，第１４条，第１５条，第１６条，第２０条，第２０条の３，第４５条，第１８条別表１，第２０

条別表２，第４６条別表３，第４条の２別表６））。 

２ デザイン・データ科学部デザイン・データ科学科の収容定員は，第４条の規定にかかわらず，令和５年度は１００名，

令和６年度は２００名，令和７年度は３００名とする。 
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別表１　教育課程，授業科目の単位数及び授業時間数（学則第18条）

１－１

1-1①

教養科目・体育科目・外国語科目・PBL科目 教育課程表

1-1②

1-1③

1-1④

1-1⑤

1-1⑥

1-1⑦

1-1⑧

1-1⑨

１－２

1-2①

1-2②

１－３

1-3①

1-3②

１－４

1-4①

1-4②

1-4③

１－５

1-5①

1-5②

1-5③

１－６

１－７

１－８

理工学部　教育課程表

理工学部・建築都市デザイン学部・情報工学部

理工学部　機械工学科　理工学基礎科目・専門科目　教育課程表

理工学部　機械システム工学科　理工学基礎科目・専門科目　教育課程表

理工学部　原子力安全工学科　理工学基礎科目・専門科目　教育課程表

理工学部　医用工学科　理工学基礎科目・専門科目　教育課程表

理工学部　電気電子通信工学科　理工学基礎科目・専門科目　教育課程表

理工学部　応用化学科　理工学基礎科目・専門科目　教育課程表

建築都市デザイン学部　建築学科　学部基盤科目・専門科目　教育課程表

理工学部　自然科学科　自然コース　理工学基礎科目・専門科目　教育課程表

建築都市デザイン学部　教育課程表

建築都市デザイン学部　都市工学科　学部基盤科目・専門科目　教育課程表

理工学部　自然科学科　数理コース　理工学基礎科目・専門科目　教育課程表

環境学部　環境経営システム学科　専門基礎科目・専門科目　教育課程表

都市生活学部　教育課程表

都市生活学部　都市生活学科

教養科目・外国語科目・体育科目・PBL科目・専門基礎科目・専門科目 教育課程表

デザイン・データ科学部　教育課程表

デザイン・データ科学部　デザイン・データ科学科

教養科目・外国語科目・専門基礎科目・専門応用科目 教育課程表

環境学部　環境創生学科　専門基礎科目・専門科目　教育課程表

情報工学部　教育課程表

情報工学部　情報科学科　情報工学基盤科目・専門科目　教育課程表

情報工学部　知能情報工学科　情報工学基盤科目・専門科目　教育課程表

環境学部　教育課程表

環境学部　学部共通科目　基礎科目・PBL科目　教育課程表

人間科学部　人間科学科 教育課程表

メディア情報学部　教育課程表

メディア情報学部　学部共通科目　基礎科目・PBL科目　教育課程表

メディア情報学部　社会メディア学科　専門基礎科目・専門科目　教育課程表

メディア情報学部　情報システム学科　専門基礎科目・専門科目　教育課程表

人間科学部　教育課程表
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1-1①　理工学部・建築都市デザイン学部・情報工学部
1-1①　教養科目・体育科目・外国語科目・PBL科目 教育課程表

○印必修科目　△印選択必修科目

前 後 前 後 前 後 前 後

哲学(1) 2 2

哲学(2) 2 2

倫理学(1) 2 2

倫理学(2) 2 2

倫理学(a) 1 1

倫理学(b) 1 1

文化人類学 2 2

視覚芸術史(1) 2 2

視覚芸術史(2) 2 2

デザイン概論(1) 2 2

デザイン概論(2) 2 2

日本文学 2 2

日本史(1) 2 2

日本史(2) 2 2

西洋史(1) 2 2

西洋史(2) 2 2

民俗学(a) 1 1

民俗学(b) 1 1

宗教学 2 2

社会学(1a) 1 1

社会学(1b) 1 1

社会学(2a) 1 1

社会学(2b) 1 1

社会学入門(a) 1 1

社会学入門(b) 1 1

経済学(1a) 1 1

経済学(1b) 1 1

経済学(2a) 1 1

経済学(2b) 1 1

日本経済論(a) 1 1

日本経済論(b) 1 1

政治学(1a) 1 1

政治学(1b) 1 1

政治学(2a) 1 1

政治学(2b) 1 1

日本の政治(a) 1 1

日本の政治(b) 1 1

国際関係論(1a) 1 1

国際関係論(1b) 1 1

国際関係論(2a) 1 1

国際関係論(2b) 1 1

日本国憲法 2 2 (2)

法学 2 2 　

民法 2 2

西洋経済史 2 (2) 2

人文地理学(a) 1 1

人文地理学(b) 1 1

現代中国論 2 2

教育学(1a) 1 1

教育学(1b) 1 1

教育学(2a) 1 1

教育学(2b) 1 1

スポーツ・健康論 2 2 (2)

心理学(1a) 1 1

心理学(1b) 1 1

心理学(2a) 1 1

心理学(2b) 1 1

心理学入門 2 2

授業科目

必
選
の
別

単
位
数

備考

週時間数

1年 2年 3年 4年

人
文
学
系

区　分
科目群
系　統

社
会
科
学
系

人
間
科
学
系

教
養
科
目
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○印必修科目　△印選択必修科目

前 後 前 後 前 後 前 後

授業科目

必
選
の
別

単
位
数

備考

週時間数

1年 2年 3年 4年
区　分
科目群
系　統

社会とジェンダー(a) 1 1

社会とジェンダー(b) 1 1

国際化と異文化理解(a) 1 1

国際化と異文化理解(b) 1 1

日本文化の伝承(a) 1 1

日本文化の伝承(b) 1 1

データサイエンスリテラシー(1) 1 2 (2) ※DS

データサイエンスリテラシー(2) 1 (2) 2 ※DS

論理学(1a) 1 1

論理学(1b) 1 1

論理学(2a) 1 1

論理学(2b) 1 1

ボランティア(1) 1

ボランティア(2) 1

教養ゼミナール(1) 2 2 (2)

教養ゼミナール(2) 2 2 (2)

教養特別講義(1) 2 2 (2)

教養特別講義(2) 2 2 (2)

教養特別講義(3) 2 2 (2)

基礎体育(1a) △ 0.5 1

基礎体育(1b) △ 0.5 1

基礎体育(2a) △ 0.5 1

基礎体育(2b) △ 0.5 1

応用体育(1) 1 2 (2) 集中授業あり

応用体育(2) 1 2 (2) 集中授業あり

Communication Skills(1) ○ 1 2

Communication Skills(2) ○ 1 2

Reading and Writing(1a) ○ 0.5 1

Reading and Writing(1b) ○ 0.5 1

Reading and Writing(2a) ○ 0.5 1

Reading and Writing(2b) ○ 0.5 1

Basic English Training(a) 1 1 (1)

Basic English Training(b) 1 1 (1)

Grammar(1a) 1 1 (1)

Grammar(1b) 1 1 (1)

Grammar(2a) 1 1 (1)

Grammar(2b) 1 1 (1)

Test Taking Skills(1a) 1 1 (1)

Test Taking Skills(1b) 1 1 (1)

Test Taking Skills(2a) 1 1 (1)

Test Taking Skills(2b) 1 1 (1)

Test Taking Skills(3a) 1 1 (1) *

Test Taking Skills(3b) 1 1 (1) *

Critical Reading(1a) 1 1 (1)

Critical Reading(1b) 1 1 (1)

Critical Reading(2a) 1 1 (1) *

Critical Reading(2b) 1 1 (1) *

Critical Reading(3a) 1 1 (1) *

Critical Reading(3b) 1 1 (1) *

Critical Listening(1a) 1 1 (1)

Critical Listening(1b) 1 1 (1)

Critical Listening(2a) 1 1 (1) *

Critical Listening(2b) 1 1 (1) *

Critical Listening(3a) 1 1 (1) *

Critical Listening(3b) 1 1 (1) *

Communication Strategies(1a) 1 1 (1)

Communication Strategies(1b) 1 1 (1)

Communication Strategies(2a) 1 1 (1) *

Communication Strategies(2b) 1 1 (1) *

Communication Strategies(3a) 1 1 (1) *

Communication Strategies(3b) 1 1 (1) *

Academic English(1a) 1 1 (1)

Academic English(1b) 1 1 (1)

Academic English(2a) 1 1 (1) *

Academic English(2b) 1 1 (1) *

Academic English(3a) 1 1 (1) *

Academic English(3b) 1 1 (1) *

そ
の
他

自
然
・

情
報
科
学
系

人
間
科
学
系

教
養
科
目

体
育
科
目

英
語
科
目
（

ス
キ
ル
）

外
国
語
科
目
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○印必修科目　△印選択必修科目

前 後 前 後 前 後 前 後

授業科目

必
選
の
別

単
位
数

備考

週時間数

1年 2年 3年 4年
区　分
科目群
系　統

Literature in English(1a) 1 1 (1)

Literature in English(1b) 1 1 (1)

Literature in English(2a) 1 1 (1)

Literature in English(2b) 1 1 (1)

Global Culture(1a) 1 1 (1)

Global Culture(1b) 1 1 (1)

Global Culture(2a) 1 1 (1) *

Global Culture(2b) 1 1 (1) *

Language Sciences(1a) 1 1 (1)

Language Sciences(1b) 1 1 (1)

Language Sciences(2a) 1 1 (1) *

Language Sciences(2b) 1 1 (1) *

Global Society(1a) 1 1 (1)

Global Society(1b) 1 1 (1)

Global Society(2a) 1 1 (1)

Global Society(2b) 1 1 (1)

海外・特別選抜セミナー 2 2 (2)

外国語特別講義(1a) 1 1 (1)

外国語特別講義(1b) 1 1 (1)

外国語特別講義(2a) 1 1 (1)

外国語特別講義(2b) 1 1 (1)

ドイツ語(1a) 1 1 (1)

ドイツ語(1b) 1 1 (1)

ドイツ語(2a) 1 1 (1)

ドイツ語(2b) 1 1 (1)

フランス語(1a) 1 1 (1)

フランス語(1b) 1 1 (1)

フランス語(2a) 1 1 (1)

フランス語(2b) 1 1 (1)

スペイン語(1a) 1 1 (1)

スペイン語(1b) 1 1 (1)

スペイン語(2a) 1 1 (1)

スペイン語(2b) 1 1 (1)

イタリア語(1a) 1 1 (1)

イタリア語(1b) 1 1 (1)

イタリア語(2a) 1 1 (1)

イタリア語(2b) 1 1 (1)

中国語(1a) 1 1 (1)

中国語(1b) 1 1 (1)

中国語(2a) 1 1 (1)

中国語(2b) 1 1 (1)

アラビア語(1a) 1 1 (1)

アラビア語(1b) 1 1 (1)

アラビア語(2a) 1 1 (1)

アラビア語(2b) 1 1 (1)

韓国語(1a) 1 1 (1)

韓国語(1b) 1 1 (1)

韓国語(2a) 1 1 (1)

韓国語(2b) 1 1 (1)

日本語表現(a) 1 1 (1)

日本語表現(b) 1 1 (1)

SD PBL(1) ○ 1 2

SD PBL(2) ○ 1 2

SD PBL(3) ○ 1 2

PBL科目

英
語
以
外
の
外
国
語
科
目

英
語
科
目
（

教
養
）

共
通

外
国
語
科
目

教養科目　  １０単位

体育科目　  １単位

外国語科目　  ８単位※

PBL科目　       ３単位

卒業要件

右記を含むこと　△選択必修科目１単位

右記を含むこと　○必修科目４単位

※情報工学部国際コースは、１２単位とする。○必修科目４単位と

「英語科目（教養）」・「英語科目（スキル）」科目群の＊印の選択科目から８単位を含むこと。

右記を含むこと　○必修科目３単位
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1-1②　理工学部 機械工学科 理工学基礎科目・専門科目 教育課程表

○印必修科目　△印選択必修科目

前 後 前 後 前 後 前 後

微分積分学(1a) ○ 1 1
* (1) ※MS

微分積分学(1b) ○ 1 1
* (1) *週時間数2とする場合がある｡ ※MS

微分積分学(2a) ○ 1 1 (1) ※MS

微分積分学(2b) ○ 1 1 (1) ※MS

線形代数学(1a) ○ 1 1 (1) ※MS

線形代数学(1b) ○ 1 1 (1) ※MS

線形代数学(2a) ○ 1 1 (1) ※MS

線形代数学(2b) ○ 1 1 (1) ※MS

微分方程式論 △1 2 2

ベクトル解析学 △1 2 2

フーリエ解析学 △1 2 2

数理統計学(a) △1 1 1 ※MS

数理統計学(b) △1 1 1 ※MS

代数学 2 2

物理学及び演習(1) △2 3 4 (4)

物理学及び演習(2) △2 3 4 (4)

物理学(3) △2 2 2

物理学(4) △2 2 2

電磁気学基礎 △2 2 2

上級力学 △2 2 2

物理学実験(a) ○ 1 2 (2)

物理学実験(b) ○ 1 2 (2)

化学(1) 2 2

化学(2) 2 2

化学実験 2 (4) 4

生物学(1) 2 2

生物学(2) 2 2

生物学実験(a) 1 2 (2)

生物学実験(b) 1 2 (2)

地学(1) 2 2

地学(2) 2 2

地学実験(a) 1 2 (2)

地学実験(b) 1 2 (2)

情報リテラシー演習(a) ○ 0.5 1

情報リテラシー演習(b) ○ 0.5 1

コンピュータ概論(a) 1 1

コンピュータ概論(b) 1 1

プログラミング基礎(a) 1 1

プログラミング基礎(b) 1 1

数値解析 2 2

AI・ビッグデータ基礎 1 2

AI・ビッグデータ応用 1 2

技術者倫理 ○ 2 2

インターンシップ(1) 1

インターンシップ(2) 1

海外体験実習(1) 2

海外体験実習(2) 2

金属加工（製図・実習含） 2 2

電気工学概論（実習含） 2 2

ことづくり(1) 2 2

ことづくり(2) 2 2

ことづくり(3) 2 2

ことづくり(4) 2 2

ことづくり(5) 1 1

数
学
系

自
然
科
学
系

情
報
系

理
工
学
教
養
系

週時間数

１年 ２年 ３年 ４年 備考

こ
と
づ
く
り

理
工
学
基
礎
科
目

授業科目

必
選
の
別

単
位
数

区　分
科目群
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○印必修科目　△印選択必修科目

前 後 前 後 前 後 前 後

週時間数

１年 ２年 ３年 ４年 備考授業科目

必
選
の
別

単
位
数

区　分
科目群

理工学と生活 2 2

工業概論 2 2

原子力汎論 2 2

量子力学入門 2 2

相対論入門 2 2

論理的な問題解決の進め方 2 2

電気電子通信計測応用 2 2

電気化学(a) 1 1

電気化学(b) 1 1

Direct Current Electrical
Circuit Analysis

2 2

ひらめきづくり(1) 2 2

ひらめきづくり(2) 2 2

ひらめきづくり(3) 2 2

ひらめきづくり(4) 2 2

ひらめきづくり(5) 2 2

Next PBL 1 2

機械設計製図(a) ○ 1 2 (2)

機械設計製図(b) ○ 1 2 (2)

機械工作実習(a) ○ 1 (2) 2

機械工作実習(b) ○ 1 (2) 2

創成設計演習 ○ 2 4

知的財産 2

特別講義(1) 2

特別講義(2) 2

特別講義(3) 2

機械力学(1)及び演習・実験 ○ 3 4

機械力学(2) 2 2

制御工学(1) 2 2

制御工学(2) 2 2

材料力学 ○ 2 2

応力解析学及びFEM演習 3 4

流れ学及び演習・実験 ○ 3 4

流体力学 2 2

流体工学 2 2

熱力学及び演習・実験 ○ 3 4

伝熱工学 2 2

内燃機関 2 2

トライボロジー 2 2

機械材料学及び演習・実験 ○ 3 4

材料評価 2 2

材料強度学 2 2

機械工作概論 2 2

機械要素設計及び演習 ○ 3 4

材料加工学 2 2

事例研究 ○ 2 (4) 4

卒業研究(1) ○ 3 (6) 6

卒業研究(2) ○ 3 (6) 6

専
門
科
目

専
門
教
養

学

部

共

通

ひ
ら
め
き
。

こ
と
づ
く
り

学
科
共
通

機
械
力
学

卒

業

研

究

関

連

科

目

材料力学

流

体

力

学

熱
力
学

材
料
学

加
工
学

理工学基礎科目 30単位 専門科目 60単位
数理･ﾃﾞｰﾀｻｲｴﾝｽﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ

（※DS及び※MS）
4単位

以下を含むこと 以下を含むこと 以下を含むこと

○ 必修科目 13単位 ○ 必修科目 31単位 ※DS 1単位

△1 選択必修科目 4単位

△2 選択必修科目 2単位

卒

業

要

件
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1-1③　理工学部 機械システム工学科 理工学基礎科目・専門科目 教育課程表

○印必修科目　△印選択必修科目

前 後 前 後 前 後 前 後

微分積分学(1a) ○ 1 1
* (1) ※MS

微分積分学(1b) ○ 1 1
* (1) *週時間数2とする場合がある｡ ※MS

微分積分学(2a) ○ 1 1 (1) ※MS

微分積分学(2b) ○ 1 1 (1) ※MS

線形代数学(1a) ○ 1 1 (1) ※MS

線形代数学(1b) ○ 1 1 (1) ※MS

線形代数学(2a) ○ 1 1 (1) ※MS

線形代数学(2b) ○ 1 1 (1) ※MS

微分方程式論 △ 2 2

ベクトル解析学 △ 2 2

フーリエ解析学 △ 2 2

数理統計学(a) △ 1 1 ※MS

数理統計学(b) △ 1 1 ※MS

代数学 2 2

物理学及び演習(1) 3 4 (4)

物理学及び演習(2) ○ 3 4 (4)

物理学(3) 2 2

物理学(4) 2 2

電磁気学基礎 2 2

上級力学 2 2

物理学実験(a) ○ 1 2 (2)

物理学実験(b) ○ 1 2 (2)

化学(1) 2 2

化学(2) 2 2

化学実験 2 (4) 4

生物学(1) 2 2

生物学(2) 2 2

生物学実験(a) 1 2 (2)

生物学実験(b) 1 2 (2)

地学(1) 2 2

地学(2) 2 2

地学実験(a) 1 2 (2)

地学実験(b) 1 2 (2)

情報リテラシー演習(a) ○ 0.5 1

情報リテラシー演習(b) ○ 0.5 1

コンピュータ概論(a) 1 1

コンピュータ概論(b) 1 1

プログラミング基礎(a) △ 1 1

プログラミング基礎(b) △ 1 1

数値解析 2 2

AI・ビッグデータ基礎 △ 1 2

AI・ビッグデータ応用 △ 1 2

技術者倫理 ○ 2 2

インターンシップ(1) 1

インターンシップ(2) 1

海外体験実習(1) 2

海外体験実習(2) 2

金属加工（製図・実習含） 2 2

電気工学概論（実習含） 2 2

ことづくり(1) 2 2

ことづくり(2) 2 2

ことづくり(3) 2 2

ことづくり(4) 2 2

ことづくり(5) 1 1

理
工
学
基
礎
科
目

区　分
科目群

授業科目

必
選
の
別

数
学
系

自
然
科
学
系

情
報
系

理
工
学
教
養
系

備考

単
位
数

週時間数

１年 ２年 ３年 ４年

こ
と
づ
く
り

－学則－21－



○印必修科目　△印選択必修科目

前 後 前 後 前 後 前 後

区　分
科目群

授業科目

必
選
の
別

備考

単
位
数

週時間数

１年 ２年 ３年 ４年

理工学と生活 2 2

工業概論 2 2

原子力汎論 2 2

量子力学入門 2 2

相対論入門 2 2

論理的な問題解決の進め方 2 2

電気電子通信計測応用 2 2

電気化学(a) 1 1

電気化学(b) 1 1

Direct Current Electrical
Circuit Analysis

2 2

ひらめきづくり(1) 2 2

ひらめきづくり(2) 2 2

ひらめきづくり(3) 2 2

ひらめきづくり(4) 2 2

ひらめきづくり(5) 2 2

Next PBL 1 2

機械工作概論及び実習(a) ○ 1.5 2 (2)

機械工作概論及び実習(b) ○ 1.5 2 (2)

機械材料 △1 2 2

工業力学及び演習 ○ 1.5 2

電気物理及び演習(a) ○ 1.5 2

電気物理及び演習(b) ○ 1.5 2

機械システム △1 2 2

機械要素 △1 2 2

振動工学 △1 2 2

材料力学(1)及び演習 ○ 1.5 2

材料力学(2) △1 2 2

強度解析学 2 2

熱力学(1)及び演習 ○ 1.5 2

熱力学(2) △1 2 2

流れ学(1)及び演習 ○ 1.5 2

流れ学(2) △1 2 2

伝熱工学 △1 2 2

熱流体システム 2 2

電気電子回路及び演習(a) ○ 1.5 2

電気電子回路及び演習(b) △2 1.5 2

計測工学 △1 2 2

電気機器 2 2

ｼｽﾃﾑﾀﾞｲﾅﾐｯｸｽ及び演習(a) ○ 1.5 2

ｼｽﾃﾑﾀﾞｲﾅﾐｯｸｽ及び演習(b) △2 1.5 2

制御システム設計 △1 2 2

制御理論 2 2

ロボット工学 2 2

ロボット工学応用 2 2

航空宇宙工学概論 2 2

宇宙システム学 2 2

知的財産 2

特別講義(1) 2

特別講義(2) 2

特別講義(3) 2

プログラミング及び演習(a) ○ 1.5 2

プログラミング及び演習(b) △2 1.5 2

数値シミュレーション △1 2 2

ロボット制御ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ △1 2 2

基礎設計製図 ○ 2 4 (4)

機械システム基礎実験 ○ 2 4

電気基礎実験 ○ 2 4

機械システム設計演習(1) ○ 2 4

機械システム設計演習(2) ○ 2 4

事例研究 ○ 2 (4) 4

卒業研究(1) ○ 3 (6) 6

卒業研究(2) ○ 3 (6) 6

専
門
科
目

電

気

電

子

工

学

制
御
工
学

ロボッ
ト工学

宇宙工学

応

用

分

野

科

目

ひ
ら
め
き
。

こ
と
づ
く
り

ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ

関連科目

実
験
実
習
科
目

卒

業

研

究

関

連

科

目

学
科
共
通

材

料

力

学

熱
流
体
工
学

学

部

共

通

専
門
教
養

理工学基礎科目 30単位 専門科目 60単位
数理･ﾃﾞｰﾀｻｲｴﾝｽﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ

（※DS及び※MS）
4単位

以下を含むこと 以下を含むこと 以下を含むこと

○ 必修科目 16単位 ○ 必修科目 34.5単位 ※DS 1単位

△ 選択必修科目 7単位 △1 選択必修科目 10単位

△2 選択必修科目 1.5単位

卒

業

要

件
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1-1④　理工学部 電気電子通信工学科 理工学基礎科目・専門科目 教育課程表

○印必修科目　△印選択必修科目

前 後 前 後 前 後 前 後

微分積分学(1a) ○ 1 1
* (1) ※MS

微分積分学(1b) ○ 1 1
* (1) *週時間数2とする場合がある｡ ※MS

微分積分学(2a) △1 1 1 (1) ※MS

微分積分学(2b) △1 1 1 (1) ※MS

線形代数学(1a) ○ 1 1 (1) ※MS

線形代数学(1b) ○ 1 1 (1) ※MS

線形代数学(2a) △1 1 1 (1) ※MS

線形代数学(2b) △1 1 1 (1) ※MS

微分方程式論 △1 2 2

ベクトル解析学 △1 2 2

フーリエ解析学 △1 2 2

数理統計学(a) △1 1 1 ※MS

数理統計学(b) △1 1 1 ※MS

代数学 2 2

物理学及び演習(1) △2 3 4 (4)

物理学及び演習(2) △2 3 4 (4)

物理学(3) △2 2 2

物理学(4) △2 2 2

電磁気学基礎 ○ 2 2

上級力学 △2 2 2

物理学実験(a) ○ 1 2 (2)

物理学実験(b) ○ 1 2 (2)

化学(1) 2 2

化学(2) 2 2

化学実験 2 (4) 4

生物学(1) 2 2

生物学(2) 2 2

生物学実験(a) 1 2 (2)

生物学実験(b) 1 2 (2)

地学(1) 2 2

地学(2) 2 2

地学実験(a) 1 2 (2)

地学実験(b) 1 2 (2)

情報リテラシー演習(a) ○ 0.5 1

情報リテラシー演習(b) ○ 0.5 1

コンピュータ概論(a) 1 1

コンピュータ概論(b) 1 1

プログラミング基礎(a) ○ 1 1

プログラミング基礎(b) ○ 1 1

数値解析 2 2

AI・ビッグデータ基礎 △1 1 2

AI・ビッグデータ応用 △1 1 2

技術者倫理 ○ 2 2

インターンシップ(1) 1

インターンシップ(2) 1

海外体験実習(1) 2

海外体験実習(2) 2

金属加工（製図・実習含） 2 2

電気工学概論（実習含） 2 2

ことづくり(1) 2 2

ことづくり(2) 2 2

ことづくり(3) 2 2

ことづくり(4) 2 2

ことづくり(5) 1 1

理工学と生活 2 2

工業概論 2 2

原子力汎論 2 2

量子力学入門 2 2

相対論入門 2 2

論理的な問題解決の進め方 2 2

電気電子通信計測応用 △1 2 2

電気化学(a) 1 1

電気化学(b) 1 1

Direct Current Electrical
Circuit Analysis

2 2

週時間数

１年 ２年 ３年 ４年

理
工
学
基
礎
科
目

情
報
系

理
工
学
教
養
系

学

部

共

通

専
門
科
目

単
位
数

区　分
科目群

授業科目

必
選
の
別

数
学
系

専
門
教
養

自
然
科
学
系

備考

こ
と
づ
く
り
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○印必修科目　△印選択必修科目

前 後 前 後 前 後 前 後

週時間数

１年 ２年 ３年 ４年

単
位
数

区　分
科目群

授業科目

必
選
の
別

備考

ひらめきづくり(1) 2 2

ひらめきづくり(2) 2 2

ひらめきづくり(3) 2 2

ひらめきづくり(4) 2 2

ひらめきづくり(5) 2 2

Next PBL 1 2

電気数学(1) ○ 2 2

電気数学(2) ○ 2 2

電気電子通信基礎実験(a) ○ 1 2

電気電子通信基礎実験(b) ○ 1 2

電気電子通信工学実験(a) ○ 1 2

電気電子通信工学実験(b) ○ 1 2

電気電子通信応用実験(a) ○ 1 2

電気電子通信応用実験(b) ○ 1 2

電気回路概論 ○ 2 2

電気回路基礎及び演習 ○ 3 4

電気回路応用 △2 2 2

電磁気学概論 ○ 2 2

電磁気学基礎演習 ○ 1 2

電磁気学応用 △2 2 2

電気電子通信計測 ○ 2 2

電気電子材料 2 2

論理回路 2 2

電子回路 ○ 2 2

応用電子回路 2 2

デジタル工学 2 2

通信工学 2 2

符号理論 2 2

伝送回路 2 2

通信信頼性工学 2 2

電気電子通信技術英語(1) 2 2

電気電子通信技術英語(2) 2 2

音響工学 2 2

電気製図(a) 1 2

電気製図(b) 1 2

電気法規及び施設管理 2 2

プログラミング応用 2 2

ディジタル信号処理 2 2

知的財産 2 2

サイバーフィジカルDX 2 2

特別講義(1) 2

特別講義(2) 2

特別講義(3) 2

電子物理基礎 △1 2 2

半導体デバイス △1 2 2

エレクトロニクス工学 △1 2 2

光エレクトロニクス △1 2 2

電気機器工学 △1 2 2

パワーエレクトロニクス △1 2 2

システム解析 △1 2 2

システム制御工学 △1 2 2

発変電工学 △1 2 2

高電圧工学 △1 2 2

配電工学 △1 2 2

送電工学 △1 2 2

デジタル通信方式 △1 2 2

通信システム △1 2 2

集積回路システム工学 △1 2 2

電磁波工学 △1 2 2

先端工学 ○ 2 2

事例研究 ○ 2 (4) 4

卒業研究(1) ○ 3 (6) 6

卒業研究(2) ○ 3 (6) 6

ひ
ら
め
き
。

こ
と
づ
く
り

専
門
科
目

次世代
ドライブ
システム

超ｽﾏｰﾄ
ｴﾈﾙｷﾞｰ
社会

卒
業
研
究

関
連
科
目

学
科
共
通

ｸﾞﾘｰﾝ
ｴﾚｸﾄﾛﾆｸｽ

情報通信

ﾌﾟﾗｯﾄﾌｫｰﾑ

理工学基礎科目 30単位 専門科目 60単位
数理･ﾃﾞｰﾀｻｲｴﾝｽﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ

（※DS及び※MS）
4単位

以下を含むこと 以下を含むこと 以下を含むこと

○ 必修科目 13単位 ○ 必修科目 32単位 ※DS 1単位

△1 選択必修科目 4単位 △1 選択必修科目 10単位

△2 選択必修科目 2単位 △2 選択必修科目 2単位

卒

業

要

件
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1-1⑤　理工学部 医用工学科 理工学基礎科目・専門科目 教育課程表

○印必修科目　△印選択必修科目

前 後 前 後 前 後 前 後

微分積分学(1a) ○ 1 1
* (1) ※MS

微分積分学(1b) ○ 1 1
* (1) *週時間数2とする場合がある｡ ※MS

微分積分学(2a) ○ 1 1 (1) ※MS

微分積分学(2b) ○ 1 1 (1) ※MS

線形代数学(1a) ○ 1 1 (1) ※MS

線形代数学(1b) ○ 1 1 (1) ※MS

線形代数学(2a) ○ 1 1 (1) ※MS

線形代数学(2b) ○ 1 1 (1) ※MS

微分方程式論 2 2

ベクトル解析学 2 2

フーリエ解析学 2 2

数理統計学(a) 1 1 ※MS

数理統計学(b) 1 1 ※MS

代数学 2 2

物理学及び演習(1) △ 3 4 (4)

物理学及び演習(2) △ 3 4 (4)

物理学(3) 2 2

物理学(4) 2 2

電磁気学基礎 2 2

上級力学 2 2

物理学実験(a) △ 1 2 (2)

物理学実験(b) △ 1 2 (2)

化学(1) △ 2 2

化学(2) △ 2 2

化学実験 2 (4) 4

生物学(1) △ 2 2

生物学(2) △ 2 2

生物学実験(a) 1 2 (2)

生物学実験(b) 1 2 (2)

地学(1) 2 2

地学(2) 2 2

地学実験(a) 1 2 (2)

地学実験(b) 1 2 (2)

情報リテラシー演習(a) ○ 0.5 1

情報リテラシー演習(b) ○ 0.5 1

コンピュータ概論(a) 1 1

コンピュータ概論(b) 1 1

プログラミング基礎(a) ○ 1 1

プログラミング基礎(b) ○ 1 1

数値解析 2 2

技術者倫理 ○ 2 2

インターンシップ(1) 1

インターンシップ(2) 1

海外体験実習(1) 2

海外体験実習(2) 2

金属加工（製図・実習含） 2 2

電気工学概論（実習含） 2 2

理
工
学
教
養
系

備考１年 ２年 ３年 ４年

週時間数

区　分
科目群

授業科目

必
選
の
別

単
位
数

理
工
学
基
礎
科
目

数
学
系

自
然
科
学
系

情
報
系
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○印必修科目　△印選択必修科目

前 後 前 後 前 後 前 後

備考１年 ２年 ３年 ４年

週時間数

区　分
科目群

授業科目

必
選
の
別

単
位
数

理工学と生活 2 2

工業概論 2 2

原子力汎論 2 2

量子力学入門 2 2

相対論入門 2 2

論理的な問題解決の進め方 2 2

電気電子通信計測応用 2 2

電気化学(a) 1 1

電気化学(b) 1 1

Direct Current Electrical
Circuit Analysis

2 2

生理学(1) ○ 2 2

生理学(2) △ 2 2

解剖・外科学 ○ 2 2

解剖・生理学 △ 2 2

内科・診断学 △ 2 2

生化学 2 2

臨床医学総論 2 2

公衆衛生学 2 2

基礎医学総論 2 2

医用工学リテラシー ○ 2 2

福祉ロボット工学及び実習(a) ○ 1.5 2

福祉ロボット工学及び実習(b) ○ 1.5 2

生理学及び実習(a) ○ 1.5 2

生理学及び実習(b) ○ 1.5 2

医用機械工学応用(1) △ 2 2

医用機械工学応用(2) 2 2

臨床機器学及び実習(a) ○ 1.5 2

臨床機器学及び実習(b) ○ 1.5 2

医用計測工学 △ 2 2

医用機器 △ 2 2

医用安全工学 △ 2 2

総合実習(a) ○ 1 2

総合実習(b) ○ 1 2

音響工学 2 2

医用機械工学実習(1a) ○ 1 2 (2)

医用機械工学実習(1b) ○ 1 2 (2)

医用機械工学実習(2a) ○ 1 (2) 2

医用機械工学実習(2b) ○ 1 (2) 2

医用機械工学基礎(1) △ 2 2

医用機械工学基礎(2) △ 2 2

医用電磁気学及び演習(a) ○ 1.5 2

医用電磁気学及び演習(b) ○ 1.5 2

医用電気回路 ○ 2 2

医用電子回路 ○ 2 2

プログラミング応用 △ 2 2

ディジタル信号処理 2 2

ディジタル回路 △ 2 2

計測工学 △ 2 2

特別講義(BME-1) 2

特別講義(BME-2) 2

特別講義(BME-3) 2

事例研究(1) ○ 2 2 (2)

事例研究(2) ○ 2 (2) 2

卒業研究(1) ○ 3 (6) 6

卒業研究(2) ○ 3 (6) 6

学

部

共

通

卒
業
研
究

関
連
科
目

専
門
教
養

専
門
科
目

医
学
系

医
用
工
学
系

機
械
系

電
気
・
電
子
・
情
報
系

学

科

共

通

理工学基礎科目 30単位 専門科目 60単位
数理･ﾃﾞｰﾀｻｲｴﾝｽﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ

（※DS及び※MS）
4単位

以下を含むこと 以下を含むこと 以下を含むこと

○ 必修科目 13単位 ○ 必修科目 38単位 ※DS 1単位

△ 選択必修科目 8単位 △ 選択必修科目 14単位

卒

業

要

件
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1-1⑥　理工学部 応用化学科 理工学基礎科目・専門科目 教育課程表

○印必修科目　△印選択必修科目

前 後 前 後 前 後 前 後

微分積分学(1a) ○ 1 1
* (1) ※MS

微分積分学(1b) ○ 1 1
* (1) *週時間数2とする場合がある｡ ※MS

微分積分学(2a) ○ 1 1 (1) ※MS

微分積分学(2b) ○ 1 1 (1) ※MS

線形代数学(1a) ○ 1 1 (1) ※MS

線形代数学(1b) ○ 1 1 (1) ※MS

線形代数学(2a) ○ 1 1 (1) ※MS

線形代数学(2b) ○ 1 1 (1) ※MS

微分方程式論 △1 2 2

ベクトル解析学 △1 2 2

フーリエ解析学 △1 2 2

数理統計学(a) △1 1 1 ※MS

数理統計学(b) △1 1 1 ※MS

代数学 2 2

物理学及び演習(1) △2 3 4 (4)

物理学及び演習(2) △2 3 4 (4)

物理学(3) △2 2 2

物理学(4) △2 2 2

電磁気学基礎 △2 2 2

上級力学 △2 2 2

物理学実験(a) ○ 1 2 (2)

物理学実験(b) ○ 1 2 (2)

化学(1) ○ 2 2

化学(2) ○ 2 2

化学実験 ○ 2 (4) 4

生物学(1) 2 2

生物学(2) 2 2

生物学実験(a) 1 2 (2)

生物学実験(b) 1 2 (2)

地学(1) 2 2

地学(2) 2 2

地学実験(a) 1 2 (2)

地学実験(b) 1 2 (2)

情報リテラシー演習(a) ○ 0.5 1

情報リテラシー演習(b) ○ 0.5 1

コンピュータ概論(a) 1 1

コンピュータ概論(b) 1 1

プログラミング基礎(a) 1 1

プログラミング基礎(b) 1 1

数値解析 2 2

技術者倫理 ○ 2 2

インターンシップ(1) 1

インターンシップ(2) 1

海外体験実習(1) 2

海外体験実習(2) 2

金属加工（製図・実習含） 2 2

電気工学概論（実習含） 2 2

理
工
学
基
礎
科
目

数
学
系

自
然
科
学
系

情
報
系

理
工
学
教
養
系

備考
区　分
科目群

授業科目

必
選
の
別

単
位
数

週時間数

１年 ２年 ３年 ４年
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○印必修科目　△印選択必修科目

前 後 前 後 前 後 前 後

備考
区　分
科目群

授業科目

必
選
の
別

単
位
数

週時間数

１年 ２年 ３年 ４年

理工学と生活 2 2

工業概論 2 2

原子力汎論 2 2

量子力学入門 2 2

相対論入門 2 2

論理的な問題解決の進め方 2 2

電気電子通信計測応用 2 2

電気化学(a) 1 1

電気化学(b) 1 1

Direct Current Electrical
Circuit Analysis

2 2

応用化学総合演習(a) ○ 0.5 1

応用化学総合演習(b) ○ 0.5 1

物理化学演習(a) ○ 0.5 1

物理化学演習(b) ○ 0.5 1

量子化学 ○ 2 2

化学熱力学(1) ○ 2 2

化学熱力学(2a) 1 1

化学熱力学(2b) 1 1

物理化学(1) ○ 2 2

物理化学(2) ○ 2 2

物理化学(3) 2 2

分析化学(1) 2 2

有機化学(1a) ○ 1 1

有機化学(1b) ○ 1 1

有機化学(2) 2 2

無機化学(a) ○ 1 1

無機化学(b) ○ 1 1

グリーンケミストリー(a) 1 1

グリーンケミストリー(b) 1 1

分子構造論 ○ 2 2

特別講義(1) 2

特別講義(2) 2

特別講義(3) 2

応用化学実験基礎(1a) ○ 1 2

応用化学実験基礎(1b) ○ 1 2

応用化学実験基礎(2a) ○ 1 2

応用化学実験基礎(2b) ○ 1 2

応用化学実験発展(a) ○ 1 2

応用化学実験発展(b) ○ 1 2

高分子化学 2 2

生物化学 2 2

バイオプロセス化学 2 2

有機材料化学 2 2

構造化学 2 2

界面化学 2 2

光機能性化学 2 2

応用電気化学 2 2

化学工学 2 2

反応工学 2 2

エネルギー変換工学 2 2

固体化学 2 2

無機物質化学(a) 1 1

無機物質化学(b) 1 1

固体物性(a) 1 1

固体物性(b) 1 1

無機材料化学 2 2

分析化学(2a) 1 1

分析化学(2b) 1 1

事例研究 ○ 2 (4) 4

卒業研究(1) ○ 3 (6) 6

卒業研究(2) ○ 3 (6) 6

実
験
・
実
習
系

有

機

・

生

物

化

学

物
理
化
学
・

　
化
学
工
学

無
機
・
分
析
化
学

専
門
教
養

専
門
科
目

卒

業

研

究

関

連

科

目

学
科
共
通

学

部

共

通

理工学基礎科目 30単位 専門科目 60単位 4単位

以下を含むこと 以下を含むこと 以下を含むこと

○ 必修科目 19単位 ○ 必修科目 30単位 ※DS 1単位

△1 選択必修科目 2単位

△2 選択必修科目 4単位

数理･ﾃﾞｰﾀｻｲｴﾝｽﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ

（※DS及び※MS）
卒

業

要

件
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1-1⑦　理工学部 原子力安全工学科 理工学基礎科目・専門科目 教育課程表

○印必修科目　△印選択必修科目

前 後 前 後 前 後 前 後

微分積分学(1a) ○ 1 1
* (1) ※MS

微分積分学(1b) ○ 1 1
* (1) *週時間数2とする場合がある｡ ※MS

微分積分学(2a) ○ 1 1 (1) ※MS

微分積分学(2b) ○ 1 1 (1) ※MS

線形代数学(1a) ○ 1 1 (1) ※MS

線形代数学(1b) ○ 1 1 (1) ※MS

線形代数学(2a) ○ 1 1 (1) ※MS

線形代数学(2b) ○ 1 1 (1) ※MS

微分方程式論 △1 2 2

ベクトル解析学 △1 2 2

フーリエ解析学 △1 2 2

数理統計学(a) △1 1 1 ※MS

数理統計学(b) △1 1 1 ※MS

代数学 2 2

物理学及び演習(1) ○ 3 4 (4)

物理学及び演習(2) ○ 3 4 (4)

物理学(3) 2 2

物理学(4) 2 2

電磁気学基礎 2 2

上級力学 2 2

物理学実験(a) △2 1 2 (2)

物理学実験(b) △2 1 2 (2)

化学(1) ○ 2 2

化学(2) 2 2

化学実験 △2 2 (4) 4

生物学(1) 2 2

生物学(2) 2 2

生物学実験(a) 1 2 (2)

生物学実験(b) 1 2 (2)

地学(1) 2 2

地学(2) 2 2

地学実験(a) 1 2 (2)

地学実験(b) 1 2 (2)

情報リテラシー演習(a) ○ 0.5 1

情報リテラシー演習(b) ○ 0.5 1

コンピュータ概論(a) 1 1

コンピュータ概論(b) 1 1

プログラミング基礎(a) 1 1

プログラミング基礎(b) 1 1

数値解析 2 2

技術者倫理 ○ 2 2

インターンシップ(1) 1

インターンシップ(2) 1

海外体験実習(1) 2

海外体験実習(2) 2

金属加工（製図・実習含） 2 2

電気工学概論（実習含） 2 2

授業科目

必
選
の
別

単
位
数

週時間数

１年 ２年 ３年 ４年 備考
区　分
科目群

理
工
学
基
礎
科
目

数
学
系

自
然
科
学
系

情
報
系

理
工
学
教
養
系
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○印必修科目　△印選択必修科目

前 後 前 後 前 後 前 後

授業科目

必
選
の
別

単
位
数

週時間数

１年 ２年 ３年 ４年 備考
区　分
科目群

理工学と生活 2 2

工業概論 2 2

原子力汎論 ○ 2 2

量子力学入門 2 2

相対論入門 2 2

論理的な問題解決の進め方 2 2

電気電子通信計測応用 2 2

電気化学(a) 1 1

電気化学(b) 1 1

Direct Current Electrical
Circuit Analysis

2 2

放射線概論 ○ 2 2

原子力構造工学基礎 ○ 2 2

基礎設計製図(a) 1 2 (2)

基礎設計製図(b) 1 2 (2)

放射線・電気工学基礎 △1 2 2

地球環境科学 2 2

原子力機械工学基礎 △1 2 2

核反応工学基礎 △1 2 2

原子力技術法規 2 2

プログラミング応用 2 2

ディジタル信号処理 2 2

核燃料・放射化学基礎 △1 2 2

原子力安全工学基礎 △1 2 2

信号処理と数値計算 2 2

都市防災論 2 2

耐震工学 2 2

特別講義(1) 2

特別講義(2) 2

特別講義(3) 2

機械工作実習(a) ○ 1 (2) 2

機械工作実習(b) ○ 1 (2) 2

原子力設計製図(a) 0.5 1

原子力設計製図(b) 0.5 1

電気機械・放射線実験(1a) ○ 1 2

電気機械・放射線実験(1b) ○ 1 2

電気機械・放射線実験(2a) ○ 1 2

電気機械・放射線実験(2b) ○ 1 2

原子力実験実習(a) ○ 1 2

原子力実験実習(b) ○ 1 2

原子炉運転実習 2 4

原子力技能訓練 2 4

原子炉物理学 △2 2 2

原子炉設計工学 2 2

核燃料材料・サイクル化学工学 △2 2 2

バックエンド工学 2 2

原子力耐震工学 △2 2 2

原子力メンテナンス工学 2 2

原子炉熱流動・リスク工学 △2 2 2

原子力安全工学 2 2

放射線計測工学 △2 2 2

放射線利用工学 2 2

事例研究 ○ 2 (2) 2

卒業研究(1) ○ 3 (6) 6

卒業研究(2) ○ 3 (6) 6

専
門
教
養

専
門
科
目

学

部

共

通

学
科
共
通

実
験
実
習
科
目

原子炉
工学

核燃料

ｻｲｸﾙ工学

原子力

構造設計

工学

原子力

安全工学

放射線
工学

卒

業

研

究

関

連

科

目

理工学基礎科目 30単位 専門科目 60単位
数理･ﾃﾞｰﾀｻｲｴﾝｽﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ

（※DS及び※MS）
4単位

以下を含むこと 以下を含むこと 以下を含むこと

○ 必修科目 19単位 ○ 必修科目 22単位 ※DS 1単位

△1 選択必修科目 2単位 △1 選択必修科目 8単位

△2 選択必修科目 2単位 △2 選択必修科目 4単位

卒

業

要

件
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1-1⑧　理工学部 自然科学科 自然コース 理工学基礎科目・専門科目 教育課程表

前 後 前 後 前 後 前 後

微分積分学(1a) ○ 1 1
* (1) ※MS

微分積分学(1b) ○ 1 1
* (1) *週時間数2とする場合がある｡ ※MS

微分積分学(2a) 1 1 (1) ※MS

微分積分学(2b) 1 1 (1) ※MS

線形代数学(1a) ○ 1 1 (1) ※MS

線形代数学(1b) ○ 1 1 (1) ※MS

線形代数学(2a) 1 1 (1) ※MS

線形代数学(2b) 1 1 (1) ※MS

微分方程式論 2 2

ベクトル解析学 2 2

フーリエ解析学 2 2

数理統計学(a) 1 1 ※MS

数理統計学(b) 1 1 ※MS

物理学及び演習(1) 3 4 (4)

物理学及び演習(2) 3 4 (4)

物理学(3) 2 2

物理学(4) 2 2

電磁気学基礎 2 2

上級力学 2 2

物理学実験(a) ○ 1 2 (2)

物理学実験(b) ○ 1 2 (2)

化学(1) △ 2 2

化学(2) △ 2 2

化学実験 ○ 2 (4) 4

生物学(1) △ 2 2

生物学(2) △ 2 2

生物学実験(a) ○ 1 2 (2)

生物学実験(b) ○ 1 2 (2)

地学(1) △ 2 2

地学(2) △ 2 2

地学実験(a) ○ 1 2 (2)

地学実験(b) ○ 1 2 (2)

情報リテラシー演習(a) ○ 0.5 1

情報リテラシー演習(b) ○ 0.5 1

コンピュータ概論(a) 1 1

コンピュータ概論(b) 1 1

プログラミング基礎(a) 1 1

プログラミング基礎(b) 1 1

数値解析 2 2

技術者倫理 ○ 2 2

インターンシップ(1) 1

インターンシップ(2) 1

海外体験実習(1) 2

海外体験実習(2) 2

金属加工（製図・実習含） 2 2

電気工学概論（実習含） 2 2

理工学と生活 2 2

工業概論 2 2

原子力汎論 2 2

量子力学入門 2 2

相対論入門 △ 2 2

論理的な問題解決の進め方 2 2

電気電子通信計測応用 2 2

電気化学(a) 1 1

電気化学(b) 1 1

Direct Current Electrical
Circuit Analysis

2 2

２年 ３年 ４年

○印必修科目　△印選択必修科目　◇博物館に関する科目

区　分
科目群

授業科目

必
選
の
別

単
位
数

週時間数

備考

数
学
系

自
然
科
学
系

情
報
系

理
工
学
基
礎
科
目

１年

理
工
学
教
養
系

専
門
教
養専

門
科
目

学

部

共

通
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前 後 前 後 前 後 前 後

２年 ３年 ４年

○印必修科目　△印選択必修科目　◇博物館に関する科目

区　分
科目群

授業科目

必
選
の
別

単
位
数

週時間数

備考１年

自然科学科実験及び演習 ○ 2 4

野外調査法及び実習(1) ○ 3 4

野外調査法及び実習(2) 3 4

自然と数理 ○ 2 2

現代科学論 ○ 2 2

生涯学習概論 2 2 ◇

博物館教育論 2 2 ◇

博物館学(1) ○ 2 2 ◇

博物館学(2) 2 2 ◇

博物館学(3) 2 2 ◇

映像表現論 ○ 2 2 ◇

博物館資料保存論 2 2 ◇

博物館展示論 2 2 ◇

博物館学実習(1) 1 2 ◇

博物館学実習(2) 2 4 ◇

特別講義（NS-1） 2

特別講義（NS-2） 2

特別講義（NS-3） 2

力学 ○ 2 2

力学演習 1 2

波動・熱力学 △ 2 2

電磁気学 △ 2 2

分子構造論 ○ 2 2

生命の化学 ○ 2 2

分子物性論 ○ 2 2

分子の運動 △ 2 2

進化論 ○ 2 2

動物学 △ 2 2

植物学 △ 2 2

生命と物質 ○ 2 2

微生物学 △ 2 2

地球変動論 ○ 2 2

プレート・テクトニクス △ 2 2

宇宙科学 ○ 2 2

惑星科学 △ 2 2

古生物学 △ 2 2

地理学 △ 2 2

数学演習(1a) 0.5 1

数学演習(1b) 0.5 1

数学演習(2a) 0.5 1

数学演習(2b) 0.5 1

基礎論理回路 2 2

離散数学 2 2

集合と論理 2 2

極限と位相 2 2

基礎確率統計 2 2

関数論 2 2

代数学(1) 2 2

代数学(2) 2 2

代数学(3) 2 2

幾何学(1) 2 2

幾何学(2) 2 2

幾何学(3) 2 2

ルベーグ積分論 2 2

関数解析学 2 2

現代代数学 2 2

計算物理学 2 2

事例研究(1) ○ 4 4 (4)

事例研究(2) ○ 2 (2) 2

卒業研究(1) ○ 3 (6) 6

卒業研究(2) ○ 3 (6) 6

学
科
共
通

専
門
科
目

自
然

卒
業
研
究

関
連
科
目

数
理

理工学基礎科目 30単位 専門科目 60単位
数理･ﾃﾞｰﾀｻｲｴﾝｽﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ

（※DS及び※MS）
4単位

以下を含むこと 以下を含むこと 以下を含むこと

○ 必修科目 15単位 ○ 必修科目 41単位 ※DS 1単位

△ 選択必修科目 6単位 △ 選択必修科目 14単位

卒

業

要

件
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1-1⑨　理工学部 自然科学科 数理コース 理工学基礎科目・専門科目 教育課程表

前 後 前 後 前 後 前 後

微分積分学(1a) ○ 1 1
* (1) ※MS

微分積分学(1b) ○ 1 1
* (1) *週時間数2とする場合がある｡ ※MS

微分積分学(2a) ○ 1 1 (1) ※MS

微分積分学(2b) ○ 1 1 (1) ※MS

線形代数学(1a) ○ 1 1 (1) ※MS

線形代数学(1b) ○ 1 1 (1) ※MS

線形代数学(2a) ○ 1 1 (1) ※MS

線形代数学(2b) ○ 1 1 (1) ※MS

微分方程式論 ○ 2 2

ベクトル解析学 ○ 2 2

フーリエ解析学 ○ 2 2

数理統計学(a) 1 1 ※MS

数理統計学(b) 1 1 ※MS

物理学及び演習(1) 3 4 (4)

物理学及び演習(2) 3 4 (4)

物理学(3) 2 2

物理学(4) 2 2

電磁気学基礎 2 2

上級力学 2 2

物理学実験(a) △ 1 2 (2)

物理学実験(b) △ 1 2 (2)

化学(1) 2 2

化学(2) 2 2

化学実験 △ 2 (4) 4

生物学(1) 2 2

生物学(2) 2 2

生物学実験(a) △ 1 2 (2)

生物学実験(b) △ 1 2 (2)

地学(1) 2 2

地学(2) 2 2

地学実験(a) △ 1 2 (2)

地学実験(b) △ 1 2 (2)

情報リテラシー演習(a) ○ 0.5 1

情報リテラシー演習(b) ○ 0.5 1

コンピュータ概論(a) 1 1

コンピュータ概論(b) 1 1

プログラミング基礎(a) 1 1

プログラミング基礎(b) 1 1

数値解析 2 2

技術者倫理 ○ 2 2

インターンシップ(1) 1

インターンシップ(2) 1

海外体験実習(1) 2

海外体験実習(2) 2

金属加工（製図・実習含） 2 2

電気工学概論（実習含） 2 2

理工学と生活 2 2

工業概論 2 2

原子力汎論 2 2

量子力学入門 2 2

相対論入門 2 2

論理的な問題解決の進め方 2 2

電気電子通信計測応用 2 2

電気化学(a) 1 1

電気化学(b) 1 1

Direct Current Electrical
Circuit Analysis

2 2

○印必修科目　△印選択必修科目　◇博物館に関する科目

備考

理
工
学
基
礎
科
目

数
学
系

自
然
科
学
系

情
報
系

理
工
学
教
養
系

区　分
科目群

授業科目

必
選
の
別

単
位
数

週時間数

１年 ２年 ３年 ４年

専
門
教
養

学

部

共

通

専
門
科
目
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前 後 前 後 前 後 前 後

○印必修科目　△印選択必修科目　◇博物館に関する科目

備考
区　分
科目群

授業科目

必
選
の
別

単
位
数

週時間数

１年 ２年 ３年 ４年

自然科学科実験及び演習 ○ 2 4

野外調査法及び実習(1) 3 4

野外調査法及び実習(2) 3 4

自然と数理 ○ 2 2

現代科学論 ○ 2 2

生涯学習概論 2 2 ◇

博物館教育論 2 2 ◇

博物館学(1) 2 2 ◇

博物館学(2) 2 2 ◇

博物館学(3) 2 2 ◇

映像表現論 2 2 ◇

博物館資料保存論 2 2 ◇

博物館展示論 2 2 ◇

博物館学実習(1) 1 2 ◇

博物館学実習(2) 2 4 ◇

特別講義（NS-1） 2

特別講義（NS-2） 2

特別講義（NS-3） 2

力学 2 2

力学演習 1 2

波動・熱力学 2 2

電磁気学 2 2

分子構造論 2 2

生命の化学 2 2

分子物性論 2 2

分子の運動 2 2

進化論 2 2

動物学 2 2

植物学 2 2

生命と物質 2 2

微生物学 2 2

地球変動論 2 2

プレート・テクトニクス 2 2

宇宙科学 2 2

惑星科学 2 2

古生物学 2 2

地理学 2 2

数学演習(1a) △ 0.5 1

数学演習(1b) △ 0.5 1

数学演習(2a) △ 0.5 1

数学演習(2b) △ 0.5 1

基礎論理回路 △ 2 2

離散数学 △ 2 2

集合と論理 ○ 2 2

極限と位相 △ 2 2

基礎確率統計 △ 2 2

関数論 ○ 2 2

代数学(1) ○ 2 2

代数学(2) △ 2 2

代数学(3) △ 2 2

幾何学(1) ○ 2 2

幾何学(2) △ 2 2

幾何学(3) △ 2 2

ルベーグ積分論 △ 2 2

関数解析学 ○ 2 2

現代代数学 ○ 2 2

計算物理学 ○ 2 2

事例研究(1) ○ 4 4 (4)

事例研究(2) ○ 2 (2) 2

卒業研究(1) ○ 3 (6) 6

卒業研究(2) ○ 3 (6) 6

数
理

卒
業
研
究

関
連
科
目

自
然

学
科
共
通

専
門
科
目

理工学基礎科目 30単位 専門科目 60単位
数理･ﾃﾞｰﾀｻｲｴﾝｽﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ

（※DS及び※MS）
4単位

以下を含むこと 以下を含むこと 以下を含むこと

○ 必修科目 17単位 ○ 必修科目 32単位 ※DS 1単位

△ 選択必修科目 2単位 △ 選択必修科目 14単位

卒

業

要

件
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1-2①　建築都市デザイン学部 建築学科 学部基盤科目・専門科目 教育課程表

○印必修科目　　△印選択必修科目

前 後 前 後 前 後 前 後

微分積分学(1a) ○ 1 1
* (1) ※MS

微分積分学(1b) ○ 1 1
* (1) *週時間数2とする場合がある｡※MS

微分積分学(2a) 1 1 (1) ※MS

微分積分学(2b) 1 1 (1) ※MS

線形代数学(1a) ○ 1 1 (1) ※MS

線形代数学(1b) ○ 1 1 (1) ※MS

線形代数学(2a) 1 1 (1) ※MS

線形代数学(2b) 1 1 (1) ※MS

微分方程式論 △ 2 2

ベクトル解析学 △ 2 2

フーリエ解析学 △ 2 2

数理統計学 △ 2 2 ※MS

物理学及び演習(1) ○ 3 4 (4)

物理学及び演習(2) ○ 3 4 (4)

物理学(3) 2 2

物理学(4) 2 2

電磁気学基礎 2 2

物理学実験(a) ○ 1 2 (2)

物理学実験(b) ○ 1 2 (2)

化学(1) 2 2

化学(2) 2 2

化学実験 2 (4) 4

生物学 2 2

地学 2 2

情報リテラシー演習(a) ○ 0.5 1

情報リテラシー演習(b) ○ 0.5 1

プログラミング基礎(a) 1 1

プログラミング基礎(b) 1 1

数値解析 2 2

技術者倫理 ○ 2 2

インターンシップ(1) 1

インターンシップ(2) 1

海外体験実習(1) 2

海外体験実習(2) 2

専門教養 都市のインフラストラクチャー 2 2

都市計画(1) 2 2

都市計画(2) △1 2 2

都市デザイン △4 2 2

ランドスケープデザイン △4 1 1

インフラデザイン 2 2

都市防災論 2 2

都市交通計画 2 2

都市・地域分析 2 2

建築CAD演習(1) △4 1 2

建築CAD演習(2) △4 1 2

建築製図演習(1) △4 1 2

建築製図演習(2) △4 1 2

建築実験 △4 2 4

キャリア開発 ○ 1 2

特別講義(1) 2

特別講義(2) 2

特別講義(3) 2

図学 ○ 1 2

設計基礎(1) ○ 1 2

設計基礎(2) ○ 1.5 3

設計基礎(3) ○ 1.5 3

設計(1) ○ 2 4

設計(2) ○ 2 4

設計(3) ○ 2 4

設計(4) ○ 2 4

総
合
系

数
学
系

自
然
科
学
系

情
報
系

学
部
基
盤
科
目

専
門
科
目

建
築
基
礎

学
部
共
通

学
科
共
通

備考１年 ２年 ３年 ４年
区　分
科目群

授業科目

必
選
の
別

単
位
数

週時間数

－学則－35－



○印必修科目　　△印選択必修科目

前 後 前 後 前 後 前 後

備考１年 ２年 ３年 ４年
区　分
科目群

授業科目

必
選
の
別

単
位
数

週時間数

建築計画(1) ○ 2 2

建築材料(1) ○ 2 2

建築構法(1) ○ 2 2

建築構造力学基礎(1) ○ 1 1

建築構造力学基礎(2) ○ 1 1

建築構造力学基礎(3) ○ 1 1

建築構造力学基礎(4) ○ 1 1

建築環境工学(1) ○ 2 2

建築設備学基礎(1) ○ 1 1

建築設備学基礎(2) ○ 1 1

建築総合演習 ○ 1 2

建築計画(2) △1 2 2

西洋建築史 △1 2 2

日本建築史 △1 2 2

建築意匠論 △1 2 2

設計(5) △4 2 4

設計(6) △4 2 4

設計スタジオ(1) △4 2 4

設計スタジオ(2) △4 2 4

設計スタジオ(3) △4 2 4

設計スタジオ(4) △4 2 4

空間デザイン演習 △4 1.5 2

建築生産 △3 2 2

建築施工法 △3 2 2

建築材料(2) △4 2 2

建築防災計画 △4 2 2

建築構法(2) △2 1 1

木質構造 △2 1 1

建築構造力学(1) △4 1 1

建築構造力学(2) △4 1 1

建築構造力学(3) △4 1 1

建築構造力学(4) △4 1 1

建築構造力学(5) △4 1 1

建築構造力学(6) △4 1 1

鉄筋コンクリート構造 △2 2 2

鉄骨構造 △2 2 2

建築構造計画 △2 2 2

地盤と基礎 △4 2 2

耐震・耐風構造 △4 2 2

建築構造設計 △2 2 2

建築環境工学(2) △4 2 2

建築環境工学(3) △4 2 2

建築設備学 △4 2 2

建築設備学応用 △4 2 2

建築音響学 △4 1 1

建築工学モデリング(1) △4 1 1

建築工学モデリング(2) △4 1 1

事例研究 ○ 2 (2) 2

卒業研究(1) ○ 3 (6) 6

卒業研究(2) ○ 3 (6) 6

卒

業

研

究

関

連

科

目

専
門
科
目

建
築
工
学

建
築
基
礎

建
築
計
画
・
設
計

学部基盤科目 30単位 専門科目 68単位
数理･ﾃﾞｰﾀｻｲｴﾝｽﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ

（※DS及び※MS）
4単位

以下を含むこと 以下を含むこと 以下を含むこと

○ 必修科目 15単位 ○ 必修科目 37単位 ※DS 1単位

△ 選択必修科目 2単位 △ 選択必修科目 ※△1～4の合計で31単位

　内訳 △1　選択必修科目　6単位

△2　選択必修科目　2単位

△3　選択必修科目　2単位

△4　選択必修科目　※

卒

業

要

件

－学則－36－



1-2②　建築都市デザイン学部 都市工学科 学部基盤科目・専門科目 教育課程表

○印必修科目　　△印選択必修科目

前 後 前 後 前 後 前 後

微分積分学(1a) ○ 1 1
* (1) ※MS

微分積分学(1b) ○ 1 1
* (1) *週時間数2とする場合がある｡※MS

微分積分学(2a) 1 1 (1) ※MS

微分積分学(2b) 1 1 (1) ※MS

線形代数学(1a) ○ 1 1 (1) ※MS

線形代数学(1b) ○ 1 1 (1) ※MS

線形代数学(2a) 1 1 (1) ※MS

線形代数学(2b) 1 1 (1) ※MS

微分方程式論 △ 2 2

ベクトル解析学 △ 2 2

フーリエ解析学 △ 2 2

数理統計学 △ 2 2 ※MS

物理学及び演習(1) ○ 3 4 (4)

物理学及び演習(2) ○ 3 4 (4)

物理学(3) 2 2

物理学(4) 2 2

電磁気学基礎 2 2

物理学実験(a) ○ 1 2 (2)

物理学実験(b) ○ 1 2 (2)

化学(1) 2 2

化学(2) 2 2

化学実験 2 (4) 4

生物学 2 2

地学 2 2

情報リテラシー演習(a) ○ 0.5 1

情報リテラシー演習(b) ○ 0.5 1

プログラミング基礎(a) 1 1

プログラミング基礎(b) 1 1

数値解析 2 2

技術者倫理 ○ 2 2

インターンシップ(1) 1

インターンシップ(2) 1

海外体験実習(1) 2

海外体験実習(2) 2

専門教養 都市のインフラストラクチャー △4 2 2

都市デザイン 2 2

ランドスケープデザイン 1 1

インフラデザイン 2 2

都市防災論 2 2

都市計画(1) △2 2 2

都市計画(2) 2 2

都市交通計画 △2 2 2

都市・地域分析 △2 2 2

都市工学概論 〇 1 2

設計基礎 ○ 1 2

測量学 ○ 2 2

測量学実習 ○ 1 2

都市構造物設計 △1 2 2

都市工学設計製図 ○ 1 2

都市工学実験演習(1) ○ 1 2

都市工学実験演習(2) ○ 1 2

総合演習ゼミナール ○ 1 2

キャリア開発 ○ 1 2

特別講義(1) 2

特別講義(2) 2

特別講義(3) 2

授業科目

必
選
の
別

単
位
数

週時間数

備考１年 ２年 ３年 ４年

学
部
基
盤
科
目

数
学
系

自
然
科
学
系

情
報
系

区　分
科目群

総
合
系

学
部
共
通

学
科
共
通

専
門
科
目

－学則－37－



○印必修科目　　△印選択必修科目

前 後 前 後 前 後 前 後

授業科目

必
選
の
別

単
位
数

週時間数

備考１年 ２年 ３年 ４年
区　分
科目群

水理学及び演習(1) ○ 3 4

水理学及び演習(2) △1 3 4

構造力学及び演習(1) ○ 3 4

構造力学及び演習(2) ○ 3 4

構造力学及び演習(3) △1 3 4

地盤工学及び演習(1) △1 3 4

地盤工学及び演習(2) △1 3 4

コンクリート工学及び演習 △1 3 4

鋼構造 △1 2 2

建設施工マネジメント △2 2 2

インフラマネジメント △2 2 2

水圏環境工学 △3 2 2

地圏環境工学 △3 2 2

上下水道工学 △3 2 2

水文河川工学 △3 2 2

海岸・港湾工学 △3 2 2

メインテナンス工学 △4 2 2

交通施設工学 2 2

エネルギー施設工学 △4 2 2

耐震工学 △4 2 2

事例研究 ○ 2 (2) 2

卒業研究(1) 〇 3 (6) 6

卒業研究(2) ○ 3 (6) 6

専
門
科
目

都
市
防
災

ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ

力
学
・
材
料

都
市
環
境

卒

業

研

究

関

連

科

目

学部基盤科目 30単位 専門科目 60単位
数理･ﾃﾞｰﾀｻｲｴﾝｽﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ
（※DS及び※MS）

4単位

以下を含むこと 以下を含むこと 以下を含むこと

○ 必修科目 15単位 ○ 必修科目 27単位 ※DS 1単位

△ 選択必修科目 2単位 △1 選択必修科目 10単位 △3 選択必修科目

△2 選択必修科目  4単位 △4 選択必修科目

卒
業
要
件

4単位

4単位

－学則－38－



1-3①　情報工学部 情報科学科 情報工学基盤科目・専門科目 教育課程表

①：一般コース　②：国際コース ○印必修科目　△印選択必修科目

① ② 前 後 前 後 前 後 前 後

数学演習(1a) 0.5 1

数学演習(1b) 0.5 1

数学演習(2a) 0.5 1

数学演習(2b) 0.5 1

微分積分学(1a) ○ ○ 1 1 ※MS

微分積分学(1b) ○ ○ 1 1 ※MS

微分積分学(2a) ○ ○ 1 1 ※MS

微分積分学(2b) ○ ○ 1 1 ※MS

線形代数学(1a) ○ ○ 1 1 ※MS

線形代数学(1b) ○ ○ 1 1 ※MS

線形代数学(2a) ○ ○ 1 1 ※MS

線形代数学(2b) ○ ○ 1 1 ※MS

基礎確率統計 ○ ○ 2 2 ※MS

微分方程式論 2 2

ベクトル解析学 2 2

フーリエ解析学 2 2

代数学 2 2

物理学(1) △1 ○ 2 2

物理学(1)演習 1 2

物理学(2) △1 △1 2 2

物理学実験(a) △2 △2 1 2 (2)

物理学実験(b) △2 △2 1 2 (2)

化学(1) △1 △1 2 2

化学(2) △1 △1 2 2

化学実験 △2 △2 2 (4) 4

生物学(1) △1 △1 2 2

生物学(2) △1 △1 2 2

生物学実験(a) △2 △2 1 2 (2)

生物学実験(b) △2 △2 1 2 (2)

地学(1) 2 2

地学(2) 2 2

地学実験(a) △2 △2 1 2 (2)

地学実験(b) △2 △2 1 2 (2)

情報リテラシー ○ ○ 2 2

コンピュータ概論 ○ ○ 2 2

数値解析 ○ ○ 2 2

技術者倫理 ○ ○ 1 1

情報社会と職業(a) 1 1

情報社会と職業(b) 1 1

情報と特許 ○ ○ 2 2

キャリアデザイン ○ ○ 1 2

専門キャリアデザイン 1 2

インターンシップ(1) 1

インターンシップ(2) 1

インターンシップ(3) 1

インターンシップ(4) 1

海外体験実習(1) 1

海外体験実習(2) 1

海外体験実習(3) 1

海外体験実習(4) 1

特別講義（IT-1） 2

特別講義（IT-2） 2

備考

週時間数

１年 ２年 ３年 ４年
必選の別区　分

科目群

情
報
工
学
基
盤
科
目

数
学
系

自
然
科
学
系

情
報
基
盤
系

授業科目

単
位
数

－学則－39－



①：一般コース　②：国際コース ○印必修科目　△印選択必修科目

① ② 前 後 前 後 前 後 前 後

備考

週時間数

１年 ２年 ３年 ４年
必選の別区　分

科目群
授業科目

単
位
数

プログラミング(1) ○ ○ 1 2

プログラミング(2) ○ ○ 1 2

プログラミング(3) ○ ○ 2 4

プログラミング(4) ○ ○ 2 4

基礎論理回路 ○ ○ 2 2

情報科学実験(a) ○ ○ 1.5 3

情報科学実験(b) ○ ○ 1.5 3

情報科学演習 ○ ○ 3 6

離散数学 ○ ○ 2 2

コンピュータシステム ○ ○ 2 2

オペレーティングシステム ○ ○ 2 2

アルゴリズムとデータ構造 ○ ○ 2 2

ソフトウェア工学 ○ ○ 2 2

デジタル信号処理 ○ ○ 2 2

情報理論 ○ ○ 2 2

情報セキュリティ 1 1

英語論文読解 ○ 2 2

特別講義（CS-1） 2

特別講義（CS-2） 2

特別講義（CS-3） 2

ハードウェア記述言語 2 2

コンピュータアーキテクチャ 2 2

組込みシステム 2 2

コンピュータネットワーク 2 2

ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄ指向ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ(1) 1 2

ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄ指向ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ(2) 1 2

プログラミング言語処理 2 2

並列分散処理 1 1

画像処理 2 2

パターン認識 △ △ 2 2 ※DS

コンピュータグラフィックス 2 2

音声情報処理 2 2

インタラクティブ・メディア 2 2

自然言語処理 2 2

データベースシステム 2 2

古典制御理論 2 2

システム解析 2 2

現代制御理論 2 2

人工知能 △ △ 2 2 ※DS

符号理論 2 2

計算論 2 2

情報数学 2 2

事例研究 ○ ○ 2 (2) 2

卒業研究(1) ○ ○ 3 (6) 6

卒業研究(2) ○ ○ 3 (6) 6

専
門
科
目

メ
デ
ィ

ア
工
学

学
科
共
通

計
算
機
工
学

情
報
数
理

卒業研究

関連科目

情報工学基盤科目 30単位 専門科目 60単位 数理･ﾃﾞｰﾀｻｲｴﾝｽﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ

①：一般コース ②：国際コース ①：一般コース ②：国際コース （※DS及び※MS）

以下を含むこと 以下を含むこと 以下を含むこと 以下を含むこと

○ 必修科目 20単位 ○ 必修科目 22単位 ○ 必修科目 36単位 ○ 必修科目 38単位

△1 選択必修科目 4単位 △1 選択必修科目 2単位 △ 選択必修科目 2単位 △ 選択必修科目 2単位

△2 選択必修科目 2単位 △2 選択必修科目 2単位

4単位

卒

業

要

件

－学則－40－



1-3②　情報工学部 知能情報工学科 情報工学基盤科目・専門科目 教育課程表

①：一般コース　②：国際コース ○印必修科目　△印選択必修科目

① ② 前 後 前 後 前 後 前 後

数学演習(1a) 0.5 1

数学演習(1b) 0.5 1

数学演習(2a) 0.5 1

数学演習(2b) 0.5 1

微分積分学(1a) ○ ○ 1 1 ※MS

微分積分学(1b) ○ ○ 1 1 ※MS

微分積分学(2a) ○ ○ 1 1 ※MS

微分積分学(2b) ○ ○ 1 1 ※MS

線形代数学(1a) ○ ○ 1 1 ※MS

線形代数学(1b) ○ ○ 1 1 ※MS

線形代数学(2a) ○ ○ 1 1 ※MS

線形代数学(2b) ○ ○ 1 1 ※MS

基礎確率統計 ○ ○ 2 2 ※MS

微分方程式論 2 2

ベクトル解析学 2 2

フーリエ解析学 2 2

代数学 2 2

物理学(1) △1 ○ 2 2

物理学(1)演習 1 2

物理学(2) △1 △1 2 2

物理学実験(a) △2 △2 1 2 (2)

物理学実験(b) △2 △2 1 2 (2)

化学(1) △1 △1 2 2

化学(2) △1 △1 2 2

化学実験 △2 △2 2 (4) 4

生物学(1) △1 △1 2 2

生物学(2) △1 △1 2 2

生物学実験(a) △2 △2 1 2 (2)

生物学実験(b) △2 △2 1 2 (2)

地学(1) 2 2

地学(2) 2 2

地学実験(a) △2 △2 1 2 (2)

地学実験(b) △2 △2 1 2 (2)

情報リテラシー ○ ○ 2 2

コンピュータ概論 ○ ○ 2 2

数値解析 2 2

技術者倫理 ○ ○ 1 1

情報社会と職業(a) 1 1

情報社会と職業(b) 1 1

情報と特許 2 2

キャリアデザイン 1 2

専門キャリアデザイン 1 2

インターンシップ(1) 1

インターンシップ(2) 1

インターンシップ(3) 1

インターンシップ(4) 1

海外体験実習(1) 1

海外体験実習(2) 1

海外体験実習(3) 1

海外体験実習(4) 1

特別講義（IT-1） 2

特別講義（IT-2） 2

単
位
数

備考

週時間数

１年 ２年 ３年 ４年
必選の別区　分

科目群
授業科目

情
報
工
学
基
盤
科
目

数
学
系

自
然
科
学
系

情
報
基
盤
系

－学則－41－



①：一般コース　②：国際コース ○印必修科目　△印選択必修科目

① ② 前 後 前 後 前 後 前 後

単
位
数

備考

週時間数

１年 ２年 ３年 ４年
必選の別区　分

科目群
授業科目

知能情報工学概論 ○ ○ 1 2

プログラミング ○ ○ 1 2

プログラミング演習 ○ ○ 1 2

数理統計 ○ ○ 1 2 ※MS

アルゴリズム設計 ○ ○ 1 2

デジタル信号処理 ○ 2 2

情報理論 ○ 2 2

データサイエンス基礎 2 2 ※DS

ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄ指向ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ(a) ○ ○ 0.5 1

ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄ指向ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ(b) ○ ○ 0.5 1

オペレーションズリサーチ ○ ○ 1 2

シミュレーション基礎 2 2

データ解析演習 ○ ○ 1 2 ※DS

プロジェクトマネジメント 1 2

データサイエンス応用 2 2 ※DS

実験デザイン 2 2

時系列解析 2 2

英語論文読解 ○ 2 2

特別講義（IS-1） 2

特別講義（IS-2） 2

特別講義（IS-3） 2

企業マネジメント 2 2

経営情報システム 2 2

ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ企業ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ 2 2

ビジネスモデル 2 2

ビジネスデータ分析演習 1 2

大規模ﾃﾞｰﾀ解析応用事例 ○ ○ 2 2 ※DS

マーケティング・サイエンス 2 2

製品企画 2 2

クラウドコンピューティング 2 2

ビッグデータ・クラウド演習 ○ ○ 1 2 ※DS

知的情報処理 ○ ○ 2 2

機械学習 2 2 ※DS

ｺﾝﾋﾟｭｰﾃｰｼｮﾅﾙﾓﾃﾞﾘﾝｸﾞ 2 2

神経数理モデリング 2 2

生体信号処理 2 2

人間工学 ○ ○ 2 2

認知工学 2 2

ﾋｭｰﾏﾝ・ｺﾝﾋﾟｭｰﾀ・ｲﾝﾀﾗｸｼｮﾝ 2 2

人間情報システム演習 ○ ○ 1 2

コンピュータネットワーク ○ ○ 2 2

ネットワークアルゴリズム 2 2

ﾈｯﾄﾜｰｸｾｷｭﾘﾃｨと管理 2 2

事例研究 ○ ○ 2 (2) 2

卒業研究(1) ○ ○ 3 (6) 6

卒業研究(2) ○ ○ 3 (6) 6

専
門
科
目

卒業研究

関連科目

学
科
共
通

知
的
経
営

シ
ス
テ
ム

大
規
模

デ
ー

タ
解
析

人
間
情
報

シ
ス
テ
ム

IoT

人
工
知
能

情報工学基盤科目 30単位 専門科目 60単位 数理･ﾃﾞｰﾀｻｲｴﾝｽﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ

①：一般コース ②：国際コース ①：一般コース ②：国際コース （※DS及び※MS）

以下を含むこと 以下を含むこと 以下を含むこと 以下を含むこと

○ 必修科目 15単位 ○ 必修科目 17単位 ○ 必修科目 26単位 ○ 必修科目 32単位

△1 選択必修科目 4単位 △1 選択必修科目 2単位

△2 選択必修科目 2単位 △2 選択必修科目 2単位

4単位

卒
業
要
件
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1-4①　環境学部　学部共通科目　基礎科目・PBL科目　教育課程表

○印必修科目　△印選択必修科目

前 後 前 後 前 後 前 後

Communication Skills(1) ○ 1 2

Communication Skills(2) ○ 1 2

Reading and Writing(1a) ○ 0.5 1

Reading and Writing(1b) ○ 0.5 1

Reading and Writing(2a) ○ 0.5 1

Reading and Writing(2b) ○ 0.5 1

Basic English Training(a) 1 1 (1)

Basic English Training(b) 1 1 (1)

Grammar(1a) 1 1 (1)

Grammar(1b) 1 1 (1)

Grammar(2a) 1 1 (1)

Grammar(2b) 1 1 (1)

Test Taking Skills(1a) 1 1 (1)

Test Taking Skills(1b) 1 1 (1)

Test Taking Skills(2a) 1 1 (1)

Test Taking Skills(2b) 1 1 (1)

Test Taking Skills(3a) 1 1 (1)

Test Taking Skills(3b) 1 1 (1)

Critical Reading(1a) 1 1 (1)

Critical Reading(1b) 1 1 (1)

Critical Reading(2a) 1 1 (1)

Critical Reading(2b) 1 1 (1)

Critical Reading(3a) 1 1 (1)

Critical Reading(3b) 1 1 (1)

Critical Listening(1a) 1 1 (1)

Critical Listening(1b) 1 1 (1)

Critical Listening(2a) 1 1 (1)

Critical Listening(2b) 1 1 (1)

Critical Listening(3a) 1 1 (1)

Critical Listening(3b) 1 1 (1)

Communication Strategies(1a) 1 1 (1)

Communication Strategies(1b) 1 1 (1)

Communication Strategies(2a) 1 1 (1)

Communication Strategies(2b) 1 1 (1)

Communication Strategies(3a) 1 1 (1)

Communication Strategies(3b) 1 1 (1)

Academic English(1a) 1 1 (1)

Academic English(1b) 1 1 (1)

Academic English(2a) 1 1 (1)

Academic English(2b) 1 1 (1)

Academic English(3a) 1 1 (1)

Academic English(3b) 1 1 (1)

Literature in English(1a) 1 1 (1)

Literature in English(1b) 1 1 (1)

Literature in English(2a) 1 1 (1)

Literature in English(2b) 1 1 (1)

Global Culture(1a) 1 1 (1)

Global Culture(1b) 1 1 (1)

Global Culture(2a) 1 1 (1)

Global Culture(2b) 1 1 (1)

Language Sciences(1a) 1 1 (1)

Language Sciences(1b) 1 1 (1)

Language Sciences(2a) 1 1 (1)

Language Sciences(2b) 1 1 (1)

Global Society(1a) 1 1 (1)

Global Society(1b) 1 1 (1)

Global Society(2a) 1 1 (1)

Global Society(2b) 1 1 (1)

海外・特別選抜セミナー 2 2 (2)

外国語特別講義(a) 1 1 (1)

外国語特別講義(b) 1 1 (1)

ドイツ語(1a) 1 1 (1)

ドイツ語(1b) 1 1 (1)

ドイツ語(2a) 1 1 (1)

ドイツ語(2b) 1 1 (1)

フランス語(1a) 1 1 (1)

フランス語(1b) 1 1 (1)

フランス語(2a) 1 1 (1)

フランス語(2b) 1 1 (1)

基
礎
科
目

英
語
科
目
（

ス
キ
ル
）

英
語
科
目
（

教
養
）

共
通

英
語
以
外
の
外
国
語
科
目

外
国
語
科
目

備考
1年 2年 3年 4年

区分 授業科目
単
位
数

週　　時　　間　　数

必

選

の

別
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○印必修科目　△印選択必修科目

前 後 前 後 前 後 前 後

備考
1年 2年 3年 4年

区分 授業科目
単
位
数

週　　時　　間　　数

必

選

の

別

スペイン語(1a) 1 1 (1)

スペイン語(1b) 1 1 (1)

スペイン語(2a) 1 1 (1)

スペイン語(2b) 1 1 (1)

イタリア語(1a) 1 1 (1)

イタリア語(1b) 1 1 (1)

イタリア語(2a) 1 1 (1)

イタリア語(2b) 1 1 (1)

中国語(1a) 1 1 (1)

中国語(1b) 1 1 (1)

中国語(2a) 1 1 (1)

中国語(2b) 1 1 (1)

アラビア語(1a) 1 1 (1)

アラビア語(1b) 1 1 (1)

アラビア語(2a) 1 1 (1)

アラビア語(2b) 1 1 (1)

韓国語(1a) 1 1 (1)

韓国語(1b) 1 1 (1)

韓国語(2a) 1 1 (1)

韓国語(2b) 1 1 (1)

日本語表現(a) 1 1 (1)

日本語表現(b) 1 1 (1)

基礎体育(1a) △ 0.5 1

基礎体育(1b) △ 0.5 1

基礎体育(2a) △ 0.5 1

基礎体育(2b) △ 0.5 1

応用体育(1) 1 2 (2) 集中講義あり

応用体育(2) 1 2 (2) 集中講義あり

哲学(1) 2 2

哲学(2) 2 2

倫理学(1) 2 2

倫理学(2) 2 2

倫理学(a) 1 1

倫理学(b) 1 1

文化人類学 2 2

視覚芸術史(1) 2 2

視覚芸術史(2) 2 2

デザイン概論(1) 2 2

デザイン概論(2) 2 2

日本文学 2 2

日本史(1) 2 2

日本史(2) 2 2

西洋史(1) 2 2

西洋史(2) 2 2

民俗学(a) 1 1

民俗学(b) 1 1

宗教学 2 2

社会学(1a) 1 1

社会学(1b) 1 1

社会学(2a) 1 1

社会学(2b) 1 1

社会学入門(a) 1 1

社会学入門(b) 1 1

経済学(1a) 1 1

経済学(1b) 1 1

経済学(2a) 1 1

経済学(2b) 1 1

日本経済論(a) 1 1

日本経済論(b) 1 1

西洋経済史 2 (2) 2

政治学(1a) 1 1

政治学(1b) 1 1

政治学(2a) 1 1

政治学(2b) 1 1

日本の政治(a) 1 1

日本の政治(b) 1 1

国際関係論(1a) 1 1

国際関係論(1b) 1 1

国際関係論(2a) 1 1

国際関係論(2b) 1 1

英
語
以
外
の
外
国
語
科
目

外
国
語
科
目

教
養
科
目

基
礎
科
目

社
会
科
学
系

体
育
科
目

人
文
学
系
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○印必修科目　△印選択必修科目

前 後 前 後 前 後 前 後

備考
1年 2年 3年 4年

区分 授業科目
単
位
数

週　　時　　間　　数

必

選

の

別

日本国憲法 2 (2) 2

法学 2 2

民法 2 2

人文地理学(a) 1 1

人文地理学(b) 1 1

現代中国論 2 2

教育学(1a) 1 1

教育学(1b) 1 1

教育学(2a) 1 1

教育学(2b) 1 1

心理学(1a) 1 1

心理学(1b) 1 1

心理学(2a) 1 1

心理学(2b) 1 1

心理学入門 2 2

社会とジェンダー(a) 1 1

社会とジェンダー(b) 1 1

国際化と異文化理解(a) 1 1

国際化と異文化理解(b) 1 1

日本文化の伝承(a) 1 1

日本文化の伝承(b) 1 1

スポーツ・健康論 2 2 (2)

データサイエンスリテラシー(1) 1 2 (2) ※DS

データサイエンスリテラシー(2) 1 (2) 2 ※DS

論理学(1a) 1 1

論理学(1b) 1 1

論理学(2a) 1 1

論理学(2b) 1 1

現代の物理(a) 1 1

現代の物理(b) 1 1

現代の化学 2 2

現代の地学 2 2

情報社会入門 2 2

情報演習基礎(a) 1 1

情報演習基礎(b) 1 1

情報通信入門 2 2

科学技術と社会 2 2

生活とメディア 2 2

ボランティア(1) 1 2

ボランティア(2) 1 2

教養ゼミナール(1) 2 2 (2)

教養ゼミナール(2) 2 2 (2)

教養特別講義(1) 2 2 (2)

教養特別講義(2) 2 2 (2)

キャリアデザイン基礎 2 2

海外フィールド演習 2 2

特別講義(1) 2 2

特別講義(2) 2 2

インターンシップ(1) 1 2

インターンシップ(2) 1 2

SD PBL(1) ○ 1 1

SD PBL(2) ○ 2 2

SD PBL(3) ○ 1 2

基礎科目・外国語科目 8単位

基礎科目・体育科目 1単位

基礎科目・教養科目 10単位

ＰＢＬ科目 4単位

社
会
科
学
系

教
養
科
目

基
礎
科
目

ＰＢＬ科目

卒業要件

人
間
科
学
系

自
然
・
情
報
科
学
系

そ
の
他

右記を含むこと　　△選択必修科目　1単位

右記を含むこと　　○必修科目 4単位

右記を含むこと　　○必修科目 4単位
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1-4②　環境学部 環境創生学科 専門基礎科目・専門科目 教育課程表

○印必修科目

前 後 前 後 前 後 前 後

環境マネジメントシステム 2 2

温暖化の科学 2 2

統計学基礎 ○ 2 2 ※MS

数学入門 2 2 ※MS

環境基礎 2 2

基礎生物学 2 2

ミクロ経済学 2 2

マネジメント入門 2 2

基礎プログラミング演習(a) 1 1

基礎プログラミング演習(b) 1 1

環境倫理 2 2

持続可能な消費 2 2

環境統計学 2 2 ※MS

グローバルＣＬＩＬプログラム 3 4

公共経済学 2 2

情報セキュリティ 2 2

社会調査 2 2

画像処理技法 2 2

環境教育 2 2

エネルギーと社会 2 2

地理情報システム ○ 2 2

食料問題と環境 2 2

環境アセスメント概論 2 2

キャリアデザイン 2 2

環境計量学 2 2

ＮＰＯとソーシャルビジネス 2 2

都市気候論 2 2

環境情報可視化技法 2 2

都市環境学概論 ○ 2 2

環境地理 2 2

生物分類学 2 2

環境数理学入門 ○ 2 2 ※MS

生態学概論 ○ 2 2

図化表現技法 2 2

建築環境学 ○ 2 <2> 2 <TAP履修制限科目>

ランドスケープ論 ○ 2 2

環境化学 2 2

測量学 2 2

環境法概論 2 2

測量学実習 2 2

図面・模型作成演習 2 2

環境都市計画学 2 2

生態環境実習 2 *2 2年集中実習

CAD基礎演習 2 2

都市環境データ分析演習 2 2 ※MS

環境都市関連法(1) 2 2

環境都市関連法(2) 2 2

環境緑地学 2 2

環境分析演習 2 2

自然環境調査演習 2 2

自然復元論 2 2

保全生物学 2 2

物質循環学 2 2

エコロジカル・プランニング 2 2

建築気候学 2 2

都市・居住環境論 2 2

都市インフラストラクチャー 2 2

適応的快適論 2 2

環境モニタリング技術 2 2

都市プランニング論 2 2

地域環境再生論 2 2

事例研究(1) ○ 2 3 (3)

事例研究(2) ○ 2 3 (3)

卒業研究(1) ○ 3 6 (6)

卒業研究(2) ○ 3 (6) 6

<TAP履修制限科目>＝TAP参加者履修登録許可

専門基礎科目 ３０単位 右記を含むこと　○必修科目　　４単位

専門科目 ６０単位

数理・データサイエンスプログラム
（※DS及び※MS）４単位

右記を含むこと　※DS １単位

右記を含むこと　○必修科目　２０単位

専
門
基
礎
科
目

専
門
科
目

学
科
基
盤
科
目

学

科

専

門

科

目

（

生

態

環

境

分

野
）

学

科

専

門

科

目

（

都

市

環

境

分

野
）

卒業要件

区分 授業科目

必
選
の
別

単
位
数

週　　時　　間　　数

備考1年 2年 3年 4年
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1-4③　環境学部 環境経営システム学科 専門基礎科目・専門科目 教育課程表

○印必修科目

前 後 前 後 前 後 前 後

環境マネジメントシステム 2 2

環境基礎 2 2

マクロ経済学 2 2

数学入門 2 2 ※MS

統計学基礎 ○ 2 2 ※MS

環境倫理 ○ 2 2

ミクロ経済学 2 2

マネジメント入門 ○ 2 2

社会調査 2 2

公共経済学 2 2

グローバルＣＬＩＬプログラム 3 4

ＮＰＯとソーシャルビジネス 2 2

基礎生物学 2 2

都市環境学概論 2 2

環境数理学入門 2 2 ※MS

生態学概論 2 2

環境化学 2 2

画像処理技法 2 2

環境計量学 2 2

環境アセスメント概論 2 2

環境都市関連法（1） 2 2

地理情報システム 2 2

環境都市関連法(2) 2 2

都市気候論 2 2

基礎プログラミング演習(a) 1 1

基礎プログラミング演習(b) 1 1

情報セキュリティ 2 2

キャリアデザイン(a) 1 1

キャリアデザイン(b) 1 1

環境経営システム学入門 ○ 2 2

温暖化の科学 2 2

持続可能な消費 2 2

アカウンティングシステム 2 2

環境統計学 2 2 ※MS

エコマテリアル 2 2

財務会計 2 2

マネジメント数学 2 2 ※MS

環境教育 2 2

エネルギーと社会 2 2

環境法概論 2 2

アルゴリズムとデータ構造 2 2 ※DS

経営管理基礎 2 2

食料問題と環境 2 2

プロジェクトマネジメント 2 2

オペレーションズリサーチ 2 2

ライフサイクルアセスメント 2 2

持続可能なサプライチェーンマネジメント 2 2

エコデザイン 2 2

グリーン物流 2 2

環境マーケティング 2 2

ＣＳＲの理論と実践 2 2

企業経営とサステナビリティ 2 2

環境監査 2 2

ビジネスモデル 2 2

環境社会学 2 2

開発協力と環境 2 2

環境経済学 2 2

環境ガバナンス論 2 2

国際経済と環境 2 2

合意形成論 2 2

国際環境法 2 2

土地利用と法 2 2

事例研究(1) ○ 2 3 (3)

事例研究(2) ○ 2 3 (3)

卒業研究(1) ○ 3 6 (6)

卒業研究(2) ○ 3 (6) 6

専門基礎科目 ３０単位

専門科目 ６０単位

数理・データサイエンスプログラム
（※DS及び※MS） 　４単位

右記を含むこと　※DS １単位

右記を含むこと　○必修科目　　６単位

右記を含むこと　○必修科目　１２単位

専
門
基
礎
科
目

専
門
科
目

学

科

専

門

科

目

（

環

境

経

営

分

野
）

卒業要件

学

科

専

門

科

目

(

環

境

政

策

分

野

)

学
科
基
盤
科
目

区分 授業科目

必
選
の
別

単
位
数

週　　時　　間　　数

備考1年 2年 3年 4年
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1-5①　メディア情報学部　学部共通科目　基礎科目・PBL科目　教育課程表

○印必修科目　△印選択必修科目

前 後 前 後 前 後 前 後

Communication Skills(1) ○ 1 2

Communication Skills(2) ○ 1 2

Reading and Writing(1a) ○ 0.5 1

Reading and Writing(1b) ○ 0.5 1

Reading and Writing(2a) ○ 0.5 1

Reading and Writing(2b) ○ 0.5 1

Basic English Training(a) 1 1 (1)

Basic English Training(b) 1 1 (1)

Grammar(1a) 1 1 (1)

Grammar(1b) 1 1 (1)

Grammar(2a) 1 1 (1)

Grammar(2b) 1 1 (1)

Test Taking Skills(1a) 1 1 (1)

Test Taking Skills(1b) 1 1 (1)

Test Taking Skills(2a) 1 1 (1)

Test Taking Skills(2b) 1 1 (1)

Test Taking Skills(3a) 1 1 (1)

Test Taking Skills(3b) 1 1 (1)

Critical Reading(1a) 1 1 (1)

Critical Reading(1b) 1 1 (1)

Critical Reading(2a) 1 1 (1)

Critical Reading(2b) 1 1 (1)

Critical Reading(3a) 1 1 (1)

Critical Reading(3b) 1 1 (1)

Critical Listening(1a) 1 1 (1)

Critical Listening(1b) 1 1 (1)

Critical Listening(2a) 1 1 (1)

Critical Listening(2b) 1 1 (1)

Critical Listening(3a) 1 1 (1)

Critical Listening(3b) 1 1 (1)

Communication Strategies(1a) 1 1 (1)

Communication Strategies(1b) 1 1 (1)

Communication Strategies(2a) 1 1 (1)

Communication Strategies(2b) 1 1 (1)

Communication Strategies(3a) 1 1 (1)

Communication Strategies(3b) 1 1 (1)

Academic English(1a) 1 1 (1)

Academic English(1b) 1 1 (1)

Academic English(2a) 1 1 (1)

Academic English(2b) 1 1 (1)

Academic English(3a) 1 1 (1)

Academic English(3b) 1 1 (1)

Literature in English(1a) 1 1 (1)

Literature in English(1b) 1 1 (1)

Literature in English(2a) 1 1 (1)

Literature in English(2b) 1 1 (1)

Global Culture(1a) 1 1 (1)

Global Culture(1b) 1 1 (1)

Global Culture(2a) 1 1 (1)

Global Culture(2b) 1 1 (1)

Language Sciences(1a) 1 1 (1)

Language Sciences(1b) 1 1 (1)

Language Sciences(2a) 1 1 (1)

Language Sciences(2b) 1 1 (1)

Global Society(1a) 1 1 (1)

Global Society(1b) 1 1 (1)

Global Society(2a) 1 1 (1)

Global Society(2b) 1 1 (1)

海外・特別選抜セミナー 2 2 (2)

外国語特別講義(a) 1 1 (1)

外国語特別講義(b) 1 1 (1)

区分 授業科目

必

選

の

別

単
位
数

週　　時　　間　　数

備考1年 2年 3年 4年

基
礎
科
目

外
国
語
科
目

英
語
科
目
（

ス
キ
ル
）

英
語
科
目
（

教
養
）

共

通
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○印必修科目　△印選択必修科目

前 後 前 後 前 後 前 後

区分 授業科目

必

選

の

別

単
位
数

週　　時　　間　　数

備考1年 2年 3年 4年

ドイツ語(1a) 1 1 (1)

ドイツ語(1b) 1 1 (1)

ドイツ語(2a) 1 1 (1)

ドイツ語(2b) 1 1 (1)

フランス語(1a) 1 1 (1)

フランス語(1b) 1 1 (1)

フランス語(2a) 1 1 (1)

フランス語(2b) 1 1 (1)

スペイン語(1a) 1 1 (1)

スペイン語(1b) 1 1 (1)

スペイン語(2a) 1 1 (1)

スペイン語(2b) 1 1 (1)

イタリア語(1a) 1 1 (1)

イタリア語(1b) 1 1 (1)

イタリア語(2a) 1 1 (1)

イタリア語(2b) 1 1 (1)

中国語(1a) 1 1 (1)

中国語(1b) 1 1 (1)

中国語(2a) 1 1 (1)

中国語(2b) 1 1 (1)

アラビア語(1a) 1 1 (1)

アラビア語(1b) 1 1 (1)

アラビア語(2a) 1 1 (1)

アラビア語(2b) 1 1 (1)

韓国語(1a) 1 1 (1)

韓国語(1b) 1 1 (1)

韓国語(2a) 1 1 (1)

韓国語(2b) 1 1 (1)

日本語表現(a) 1 1 (1)

日本語表現(b) 1 1 (1)

基礎体育(1a) △ 0.5 1

基礎体育(1b) △ 0.5 1

基礎体育(2a) △ 0.5 1

基礎体育(2b) △ 0.5 1

応用体育(1) 1 2 (2) 集中講義あり

応用体育(2) 1 2 (2) 集中講義あり

哲学(1) 2 2

哲学(2) 2 2

倫理学(1) 2 2

倫理学(2) 2 2

倫理学(a) 1 1

倫理学(b) 1 1

文化人類学 2 2

視覚芸術史(1) 2 2

視覚芸術史(2) 2 2

デザイン概論(1) 2 2

デザイン概論(2) 2 2

日本文学 2 2

日本史(1) 2 2

日本史(2) 2 2

西洋史(1) 2 2

西洋史(2) 2 2

民俗学(a) 1 1

民俗学(b) 1 1

宗教学 2 2

基
礎
科
目

外
国
語
科
目

体
育
科
目

教
養
科
目

人
文
学
系

英
語
以
外
の
外
国
語
科
目
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○印必修科目　△印選択必修科目

前 後 前 後 前 後 前 後

区分 授業科目

必

選

の

別

単
位
数

週　　時　　間　　数

備考1年 2年 3年 4年

社会学(1a) 1 1

社会学(1b) 1 1

社会学(2a) 1 1

社会学(2b) 1 1

社会学入門(a) 1 1

社会学入門(b) 1 1

経済学(1a) 1 1

経済学(1b) 1 1

経済学(2a) 1 1

経済学(2b) 1 1

日本経済論(a) 1 1

日本経済論(b) 1 1

西洋経済史 2 (2) 2

政治学(1a) 1 1

政治学(1b) 1 1

政治学(2a) 1 1

政治学(2b) 1 1

日本の政治(a) 1 1

日本の政治(b) 1 1

国際関係論(1a) 1 1

国際関係論(1b) 1 1

国際関係論(2a) 1 1

国際関係論(2b) 1 1

日本国憲法 2 (2) 2

法学 2 2

民法 2 2

人文地理学(a) 1 1

人文地理学(b) 1 1

現代中国論 2 2

教育学(1a) 1 1

教育学(1b) 1 1

教育学(2a) 1 1

教育学(2b) 1 1

心理学(1a) 1 1

心理学(1b) 1 1

心理学(2a) 1 1

心理学(2b) 1 1

心理学入門 2 2

社会とジェンダー(a) 1 1

社会とジェンダー(b) 1 1

国際化と異文化理解(a) 1 1

国際化と異文化理解(b) 1 1

日本文化の伝承(a) 1 1

日本文化の伝承(b) 1 1

スポーツ・健康論 2 2 (2)

データサイエンスリテラシー(1) 1 2 (2) ※DS

データサイエンスリテラシー(2) 1 (2) 2 ※DS

論理学(1a) 1 1

論理学(1b) 1 1

論理学(2a) 1 1

論理学(2b) 1 1

環境問題と社会 2 2

現代の物理(a) 1 1

現代の物理(b) 1 1

現代の化学 2 2

現代の地学 2 2

情報編集入門 2 2

生活とメディア 2 2

ボランティア(1) 1 2

ボランティア(2) 1 2

教養ゼミナール(1) 2 2 (2)

教養ゼミナール(2) 2 2 (2)

教養特別講義(1) 2 2 (2)

教養特別講義(2) 2 2 (2)

キャリアデザイン基礎 2 2

海外フィールド演習 2 2

特別講義(1) 2 2 (2)

特別講義(2) 2 2 (2)

インターンシップ(1) 1 2

インターンシップ(2) 1 2

SD PBL(1) ○ 1 1

SD PBL(2) ○ 1 1

SD PBL(3) ○ 1 2

基礎科目・外国語科目 8単位

基礎科目・体育科目  1単位 右記を含むこと　△選択必修科目 1単位

基礎科目・教養科目 10単位

ＰＢＬ科目 　3単位

基
礎
科
目

教
養
科
目

社
会
科
学
系

人
間
科
学
系

自
然
・
情
報
科
学
系

そ
の
他

卒業要件

右記を含むこと　○必修科目　　 4単位

右記を含むこと　○必修科目　　 3単位

ＰＢＬ科目
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1-5②　メディア情報学部 社会メディア学科 専門基礎科目・専門科目 教育課程表
○印必修科目　△印選択必修科目

前 後 前 後 前 後 前 後

情報と社会 ○ 2 2

情報リテラシー演習 ○ 2 2

統計学基礎 ○ 2 2 ※MS

現代国内情勢 2 2

現代社会とメディア ○ 2 2

社会調査 ○ 2 2

社会学概論 2 2

社会心理学概論 2 2

デザインシンキング ○ 2 2

認知科学 2 2

情報と法 2 2

情報セキュリティ 2 2

情報と職業 2 2

世界のメディア 2 2

サイエンス・スタディーズ 2 2

データベース 2 2

キャリアデザイン(a) 1 1

キャリアデザイン(b) 1 1

情報の倫理 2 2

情報政策論 2 2

プロジェクト学習 2 2

応用統計 △1 2 2 ※MS

社会メディア実験・測定演習 △1 2 2

社会文化フィールドワーク △1 1 1

社会調査設計 △1 2 2

質的調査演習 △1 2 2

データ分析法 △1 2 2

社会調査実習 △1 2 2 2

情報通信技術入門 △2 2 2

基礎プログラミング演習(1a) △2 1 1

基礎プログラミング演習(1b) △2 1 1

基礎プログラミング演習(2a) △2 1 1

基礎プログラミング演習(2b) △2 1 1

コンピュータシステム △2 2 2

コンピュータグラフィックス △2 2 2

インフォグラフィックスデザイン演習 △2 2 2

インタフェースデザイン演習 △2 2 2

電子商取引論 △2 2 2

ＬＡＮ環境演習 △2 2 2

サーバシステム構築 △2 2 2

ヒューマンコンピュータインタラクション △2 2 2

情報環境論 2 2

メディア文化論 2 2

メディアと表現 2 2

社会情報デザイン 2 2

参加型デザイン論 2 2

社会ネットワーク論 2 2

メディア・プロデュース論 2 2

ＮＰＯとソーシャルビジネス 2 2

街づくり論 2 2

自己理解とカウンセリング 2 2

ジャーナリズム論 2 2

マスコミュニケーション論 2 2

現代国際情勢 2 2

メディアと政治 2 2

異文化間コミュニケーション 2 2

リスクコミュニケーション 2 2

産業組織心理学 2 2

行動的意思決定論 2 2

事例研究(1) ○ 2 3 (3)

事例研究(2) ○ 2 3 (3)

卒業研究(1) ○ 3 6 (6)

卒業研究(2) ○ 3 (6) 6

専門基礎科目 30単位

専門科目 60単位

数理・ﾃﾞｰﾀｻｲｴﾝｽﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ
（※DS及び※MS） 4単位

右記を含むこと　※DS 1単位

右記を含むこと　○必修科目　12単位

右記を含むこと　○必修科目　10単位、△１選択必修科目4単位、△２選択必修科目4単位

専
門
基
礎
科
目

専
門
科
目

学
科
基
盤
科
目

学

科

専

門

科

目

(
ソ
ー

シ
ャ

ル

・

デ

ザ

イ

ン

分

野

)

学

科

専

門

科

目

(

メ

デ

ィ

ア

・

コ

ミ

ュ

ニ

ケ

ー

シ

ョ

ン

分

野

)

卒業要件

区分 授業科目

必
選
の
別

単
位
数

週　　時　　間　　数

備考1年 2年 3年 4年
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1-5③　メディア情報学部 情報システム学科 専門基礎科目・専門科目 教育課程表

○印必修科目　△印選択必修科目

前 後 前 後 前 後 前 後

情報リテラシー演習 2 2

ＩＣＴアセスメント概論 ○ 2 2

情報と社会 2 2

教養数学(a) ○ 1 1

教養数学(b) ○ 1 1

統計学基礎 2 2 ※MS

情報環境論 2 2

線形代数学(1a) ○ 1 1 ※MS

線形代数学(1b) ○ 1 1 ※MS

微分積分学(1a) ○ 1 1 ※MS

微分積分学(1b) ○ 1 1 ※MS

情報と法 2 2

情報と職業 2 2

メディアと表現 2 2

線形代数学(2a) ○ 1 1 ※MS

線形代数学(2b) ○ 1 1 ※MS

微分積分学(2a) 1 1 ※MS

微分積分学(2b) 1 1 ※MS

確率統計(a) 1 1 ※MS

確率統計(b) 1 1 ※MS

情報セキュリティ 2 2

データベース 2 2

サイエンス・スタディーズ 2 2

キャリアデザイン 2 2

情報の倫理 2 2

アカウンティングシステム 2 2

プログラミング基礎演習Ａ ○ 2 2

アルゴリズムとプログラミング ○ 2 2

プログラミング基礎演習Ｂ ○ 2 2

ソフトウエア開発技法 ○ 2 2

プログラミング演習Ａ △ 2 2

プログラミング演習Ｂ △ 2 2

システム開発演習Ａ 2 2

システム開発演習Ｂ 2 2

オブジェクト指向方法論 2 2

情報数学 ○ 2 2

コンピュータシステム ○ 2 2

コンピュータネットワーク 2 2

オペレーティングシステム 2 2

コンピュータグラフィックス 2 2

情報理論 2 2

ディジタル信号処理 2 2

ヒューマンコンピュータインタラクション 2 2

人工知能とデータマイニング ○ 2 2 ※DS

ＬＡＮ環境演習 ○ 2 2

データ分析法 2 2

サーバシステム構築 ○ 2 2

サーバ運用技術 ○ 1 1

マルチメディア情報処理 2 2

マルチメディア記述法 2 2

ビジュアライゼーション 2 2

コンピュータシミュレーション 2 2

Ｗｅｂプログラミング 2 2

電子商取引論 2 2

企業統治と情報管理 2 2

組織とマネジメント 2 2

システムソリューション 2 2

ネットワークセキュリティ 2 2

事例研究 ○ 2 3 (3)

卒業研究(1) ○ 3 6 (6)

卒業研究(2) ○ 3 (6) 6

専門基礎科目 30単位

専門科目 60単位

数理・ﾃﾞｰﾀｻｲｴﾝｽﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ
（※DS及び※MS） 4単位

右記を含むこと　○必修科目 10単位

右記を含むこと　○必修科目 27単位、△選択必修科目2単位

専
門
基
礎
科
目

専
門
科
目

学
科
基
盤
科
目

学

科

専

門

科

目

(

シ

ス

テ

ム

デ

ザ

イ

ン

分

野

)

学

科

専

門

科

目

(

I

C

T

ア

セ

ス

メ

ン

ト

分

野

)

卒業要件

区分 授業科目

必
選
の
別

単
位
数

週　　時　　間　　数

備考1年 2年 3年 4年
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１－６　デザイン・データ科学部 デザイン・データ科学科 

教養科目・外国語科目・専門基礎科目・専門応用科目 教育課程表
○印必修科目　△印選択必修科目

前 後 前 後 前 後 前 後

倫理学(1) 2 2

倫理学(2) 2 2

倫理学(a) 1 1

倫理学(b) 1 1

視覚芸術史(1) 2 2

視覚芸術史(2) 2 2

デザイン概論(1) 2 2

デザイン概論(2) 2 2

日本史(1) 2 2

日本史(2) 2 2

西洋史(1) 2 2

西洋史(2) 2 2

社会学入門(a) 1 1

社会学入門(b) 1 1

日本経済論(a) 1 1

日本経済論(b) 1 1

西洋経済史 2 (2) 2

日本の政治(a) 1 1

日本の政治(b) 1 1

日本国憲法 2 (2) 2

法学 2 2

民法 2 2

心理学入門 2 2

社会とジェンダー(a) 1 1

社会とジェンダー(b) 1 1

日本文化の伝承(a) 1 1

日本文化の伝承(b) 1 1

スポーツ・健康論 2 2 (2)

データサイエンスリテラシー(1) 1 2 (2) ※DS

データサイエンスリテラシー(2) 1 (2) 2 ※DS

環境問題と社会 2 2

情報編集入門 2 2

Japan Studies △ 2 (2) (2) 2

Global Studies(1) △ 2 (2) (2) 2

Global Studies(2) △ 2 (2) (2) 2

Global Studies(3) △ 2 (2) (2) 2

Global Studies(4) △ 2 (2) (2) 2

Intercultural Understanding(1) △ 2 (2) (2) 2

Intercultural Understanding(2) △ 2 (2) (2) 2

教養特別講義 2 2 (2)

ボランティア(1) 1

ボランティア(2) 1

インターンシップ(1) 1

インターンシップ(2) 1

English I-A ○ 1 2

English I-B ○ 1 2

English II-A ○ 1 (2) 2

English II-B ○ 1 (2) 2

English III-A ○ 1 (2) (2) 2

English III-B ○ 1 (2) (2) 2

Reading Comprehension 2 (2) (2) 2

Debate & Discussion 2 (2) (2) 2

Presentation Strategies 2 (2) (2) 2

English Test Preparation 2 (2) (2) 2

Writing Strategies 2 (2) (2) 2

Academic Reading △ 2 (2) (2) (2) 2

Academic Discussion △ 2 (2) (2) (2) 2

Academic Presentation △ 2 (2) (2) (2) 2

English Test Preparation for Academic Purposes △ 2 (2) (2) (2) 2

Academic Research & Writing △ 2 (2) (2) (2) 2

教
養
科
目

人
文
学
系

区　分
科目群

授業科目

必
選
の
別

単
位
数

週時間数

備考１年 ２年 ３年 ４年

社
会
科
学
系

人
間
科
学
系

自
然
・

情
報
科
学
系

グ
ロ
ー

バ
ル
教
養
系

そ
の
他

外
国
語
科
目

英
語
科
目
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○印必修科目　△印選択必修科目

前 後 前 後 前 後 前 後

区　分
科目群

授業科目

必
選
の
別

単
位
数

週時間数

備考１年 ２年 ３年 ４年

データサイエンス概論 ○ 2 2 ※DS

コンピュータ基礎演習 ○ 2 2

プログラミング基礎演習 △ 2 2

データサイエンス数学 △ 2 2 ※MS

統計学基礎 △ 2 2 ※MS

統計データ解析演習 △ 2 2 ※MS

情報学理論 △ 2 2

アルゴリズムとデータ構造 △ 2 2

機械学習論 △ 2 2

データマイニング △ 2 2

データベース △ 2 2

データ社会論 △ 2 2

量的ユーザー調査 △ 2 2

質的ユーザー調査 △ 2 2

経営分析論 2 2

業務プロセス分析 2 2

ユーザーエクスペリエンスデザイン入門 ○ 2 2

デザインプレゼンテーション 2 2

デザインプロトタイピング(1) 2 2

ウェブプログラミング 2 2

情報デザイン 2 2

デザインリサーチ 2 2

ソーシャルシステムデザイン入門 ○ 2 2

金融・市場システム論 2 2

サービスイノベーション 2 2

経営戦略概論 2 2

総合的品質管理 2 2

オペレーションマネジメント 2 2

プロジェクトマネジメント 2 2

SD PBL(1) ○ 1 1

SD PBL(2) ○ 1 1

SD PBL(3) ○ 1 2

プログラミング応用演習 2 2

機械学習演習 2 2

ビッグデータ解析演習 2 2

ベイズ統計学 2 2

ニューラルネットワーク 2 2

画像・音声処理 2 2

自然言語処理 2 2

ウェブデータ処理 2 2

企業経営分析ケーススタディ 2 2

デザインプロトタイピング(2) 2 2

ブランドコンセプトデザイン 2 2

インタフェースデザイン 2 2

感性デザイン演習 △ 2 2

デザインプロダクション演習 △ 2 2

インタラクションデザイン演習 △ 2 2

ビヘイビアル・ファイナンス 2 2

リスク＆クライシスマネジメント 2 2

未来創造デザインプロジェクト 2 2

サービスシステムデザイン演習 △ 2 2

サプライチェーンデザイン演習 △ 2 2

ビジネスシステムデザイン演習 △ 2 2

特別講義 2 (2) 2

海外インターンシップ 2

COOPプログラム 4 4

キャップストーンプロジェクト ○ 4 (4) 4

そ
の
他

ソ
ー

シ
ャ

ル
シ
ス
テ
ム

デ
ザ
イ
ン

ユ
ー

ザ
ー

エ
ク
ス
ペ

リ
エ
ン
ス
デ
ザ
イ
ン

デ
ー

タ
科
学

専
門
基
礎
科
目

デ
ー

タ
科
学

ユ
ー

ザ
ー

エ
ク
ス
ペ

リ
エ
ン
ス
デ
ザ
イ
ン

ソ
ー

シ
ャ

ル
シ
ス
テ

ム
デ
ザ
イ
ン

そ
の
他

専
門
応
用
科
目

教養科目 12単位 右記を含むこと △選択必修科目　6単位

外国語科目 14単位 右記を含むこと ○必修科目  6単位，△選択必修科目  4単位

専門基礎科目 50単位 右記を含むこと ○必修科目 11単位，△選択必修科目 20単位

専門応用科目 40単位 右記を含むこと ○必修科目  4単位，△選択必修科目  2単位

数理・ﾃﾞｰﾀｻｲｴﾝｽﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ 4単位

(※DS及び※MS)

卒
業
要
件
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○印必修　△印選択必修

前 後 前 後 前 後 前 後

哲学(1) 2 2

哲学(2) 2 2

倫理学(1) 2 2

倫理学(2) 2 2

倫理学(a) 1 1

倫理学(b) 1 1

文化人類学 2 2

視覚芸術史(1) 2 2

視覚芸術史(2) 2 2

デザイン概論(1) 2 2

デザイン概論(2) 2 2

日本文学 2 2

日本史(1) 2 2

日本史(2) 2 2

西洋史(1) 2 2

西洋史(2) 2 2

民俗学(a) 1 1

民俗学(b) 1 1

宗教学 2 2

社会学(1a) 1 1

社会学(1b) 1 1

社会学(2a) 1 1

社会学(2b) 1 1

社会学入門(a) 1 1

社会学入門(b) 1 1

経済学(1a) 1 1

経済学(1b) 1 1

経済学(2a) 1 1

経済学(2b) 1 1

日本経済論(a) 1 1

日本経済論(b) 1 1

政治学(1a) 1 1

政治学(1b) 1 1

政治学(2a) 1 1

政治学(2b) 1 1

日本の政治(a) 1 1

日本の政治(b) 1 1

国際関係論(1a) 1 1

国際関係論(1b) 1 1

国際関係論(2a) 1 1

国際関係論(2b) 1 1

日本国憲法 2 2 (2)

法学 2 2

民法 2 2

西洋経済史 2 (2) 2

人文地理学(a) 1 1

人文地理学(b) 1 1

現代中国論 2 2

教育学(1a) 1 1

教育学(1b) 1 1

教育学(2a) 1 1

教育学(2b) 1 1

スポーツ・健康論 2 2 (2)

心理学(1a) 1 1

心理学(1b) 1 1

心理学(2a) 1 1

心理学(2b) 1 1

心理学入門 2 2

社会とジェンダー(a) 1 1

社会とジェンダー(b) 1 1

国際化と異文化理解(a) 1 1

国際化と異文化理解(b) 1 1

日本文化の伝承(a) 1 1

日本文化の伝承(b) 1 1

教
養
科
目

人
文
学
系

社
会
科
学
系

人
間
科
学
系

1-7　都市生活学部 都市生活学科
教養科目・外国語科目・体育科目・PBL科目・専門基礎科目・専門科目　教育課程表

区　分
科目群

授業科目

必
選
の
別

単
位
数

週時間数

備考１年 ２年 ３年 ４年
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○印必修　△印選択必修

前 後 前 後 前 後 前 後

区　分
科目群

授業科目

必
選
の
別

単
位
数

週時間数

備考１年 ２年 ３年 ４年

データサイエンスリテラシー(1) 1 2 (2) ※DS

データサイエンスリテラシー(2) 1 (2) 2 ※DS

文系のための数理基礎 2 2 (2) ※MS

論理学(1a) 1 1

論理学(1b) 1 1

論理学(2a) 1 1

論理学(2b) 1 1

生活とメディア 2 2

現代の物理(a) 1 1

現代の物理(b) 1 1

現代の化学 2 2

現代の地学 2 2

科学技術と社会 2 2

ボランティア(1) 1

ボランティア(2) 1

教養ゼミナール(1) 2 2 (2)

教養ゼミナール(2) 2 2 (2)

教養特別講義(1) 2 2 (2)

教養特別講義(2) 2 2 (2)

Communication Skills(1) ○ 1 2

Communication Skills(2) ○ 1 2

Reading and Writing(1a) ○ 0.5 1

Reading and Writing(1b) ○ 0.5 1

Reading and Writing(2a) ○ 0.5 1

Reading and Writing(2b) ○ 0.5 1

Basic English Training(a) 1 1 (1)

Basic English Training(b) 1 1 (1)

Grammar(1a) 1 1 (1)

Grammar(1b) 1 1 (1)

Grammar(2a) 1 1 (1)

Grammar(2b) 1 1 (1)

Test Taking Skills(1a) 1 1 (1)

Test Taking Skills(1b) 1 1 (1)

Test Taking Skills(2a) 1 1 (1)

Test Taking Skills(2b) 1 1 (1)

Test Taking Skills(3a) 1 1 (1)

Test Taking Skills(3b) 1 1 (1)

Critical Reading(1a) 1 1 (1)

Critical Reading(1b) 1 1 (1)

Critical Reading(2a) 1 1 (1)

Critical Reading(2b) 1 1 (1)

Critical Reading(3a) 1 1 (1)

Critical Reading(3b) 1 1 (1)

Critical Listening(1a) 1 1 (1)

Critical Listening(1b) 1 1 (1)

Critical Listening(2a) 1 1 (1)

Critical Listening(2b) 1 1 (1)

Critical Listening(3a) 1 1 (1)

Critical Listening(3b) 1 1 (1)

Communication Strategies(1a) 1 1 (1)

Communication Strategies(1b) 1 1 (1)

Communication Strategies(2a) 1 1 (1)

Communication Strategies(2b) 1 1 (1)

Communication Strategies(3a) 1 1 (1)

Communication Strategies(3b) 1 1 (1)

Academic English(1a) 1 1 (1)

Academic English(1b) 1 1 (1)

Academic English(2a) 1 1 (1)

Academic English(2b) 1 1 (1)

Academic English(3a) 1 1 (1)

Academic English(3b) 1 1 (1)

教
養
科
目

英
語
科
目
（

ス
キ
ル
）

外
国
語
科
目

自
然
・
情
報
科
学
系

そ
の
他
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○印必修　△印選択必修

前 後 前 後 前 後 前 後

区　分
科目群

授業科目

必
選
の
別

単
位
数

週時間数

備考１年 ２年 ３年 ４年

Literature in English(1a) 1 1 (1)

Literature in English(1b) 1 1 (1)

Literature in English(2a) 1 1 (1)

Literature in English(2b) 1 1 (1)

Global Culture(1a) 1 1 (1)

Global Culture(1b) 1 1 (1)

Global Culture(2a) 1 1 (1)

Global Culture(2b) 1 1 (1)

Language Sciences(1a) 1 1 (1)

Language Sciences(1b) 1 1 (1)

Language Sciences(2a) 1 1 (1)

Language Sciences(2b) 1 1 (1)

Global Society(1a) 1 1 (1)

Global Society(1b) 1 1 (1)

Global Society(2a) 1 1 (1)

Global Society(2b) 1 1 (1)

海外・特別選抜セミナー 2 2 (2)

外国語特別講義(a) 1 1 (1)

外国語特別講義(b) 1 1 (1)

ドイツ語(1a) 1 1 (1)

ドイツ語(1b) 1 1 (1)

ドイツ語(2a) 1 1 (1)

ドイツ語(2b) 1 1 (1)

フランス語(1a) 1 1 (1)

フランス語(1b) 1 1 (1)

フランス語(2a) 1 1 (1)

フランス語(2b) 1 1 (1)

スペイン語(1a) 1 1 (1)

スペイン語(1b) 1 1 (1)

スペイン語(2a) 1 1 (1)

スペイン語(2b) 1 1 (1)

イタリア語(1a) 1 1 (1)

イタリア語(1b) 1 1 (1)

イタリア語(2a) 1 1 (1)

イタリア語(2b) 1 1 (1)

中国語(1a) 1 1 (1)

中国語(1b) 1 1 (1)

中国語(2a) 1 1 (1)

中国語(2b) 1 1 (1)

アラビア語(1a) 1 1 (1)

アラビア語(1b) 1 1 (1)

アラビア語(2a) 1 1 (1)

アラビア語(2b) 1 1 (1)

韓国語(1a) 1 1 (1)

韓国語(1b) 1 1 (1)

韓国語(2a) 1 1 (1)

韓国語(2b) 1 1 (1)

日本語表現(a) 1 1 (1)

日本語表現(b) 1 1 (1)

基礎体育(1a) △ 0.5 1

基礎体育(1b) △ 0.5 1

基礎体育(2a) △ 0.5 1

基礎体育(2b) △ 0.5 1

応用体育(1) 1 2 (2)

応用体育(2)　 1 2 (2)

SD PBL(1) ○ 1 1 1

SD PBL(2) ○ 1 2

SD PBL(3) ○ 1 2

体育科目

PBL科目

英
語
科
目
（

教
養
）

共
通

英
語
以
外
の
外
国
語
科
目

外
国
語
科
目
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①：都市生活創造コース　②：国際都市経営コース ○印必修 △印選択必修 ☆印国際都市経営コース指定科目

① ② 前 後 前 後 前 後 前 後

マーケティング概論 ○ ○ 2 2

経営学概論 ○ ○ 2 2

都市の経済学 ○ ○ 2 2

世界の都市 ○ ○ 2 2

都市計画(1) △ △ 2 2

世界の住まい △ △ 2 2

都市の文化・芸術 △ △ 2 2

民法と商法 △ △ 2 2

会計学概論 △ △ 2 2

統計と分析 △ △ 2 2 ※MS

国際都市経営概論(1) △ △ 2 2

国際都市経営概論(2) △ 2 2

コンピュータ演習 ○ ○ 2 2

グラフィックデザイン演習 ○ ○ 2 2

まちの観察 ○ ○ 2 2

Facilitation & Communication △ △ 2 2

空間デザイン演習(1) ○ ○ 3 4

空間デザイン演習(2) △ △ 2 2

空間デザイン演習(3) △ 2 2

空間デザイン演習(4) △ 2 2

都市デジタルシミュレーション(1) ○ ○ 2 2

都市デジタルシミュレーション(2) △ △ 2 2

都市デジタルシミュレーション(3) △ 2 2

マーケティングリサーチ演習(1) ○ ○ 2 2

マーケティングリサーチ演習(2) △ △ 2 2

マーケティングリサーチ演習(3) △ 2 2

都市の社会学 △ △ 2 2

経営戦略論 △ △ 2 2

経営財務 2 2

Urban Area Marketing ☆ 2 2

Urban Tourism ☆ 2 2

広告コミュニケーション 2 2

ブランド戦略 2 2

集客学 2 2

プロジェクトマネジメント △ △ 2 2

住宅と不動産 2 2

都市空間の演出 2 2

Urban Development & Management ☆ 2 2

都市ビジネス 2 2

エリアマネジメント △ △ 2 2

コミュニティマネジメント 2 2

都市デザイン △ △ 2 2

建築空間論 △ △ 2 2

Urban Landscape ☆ 2 2

Urban Environment Design ☆ 2 2

インテリアデザインと実務 2 2

建築史 2 2

住宅計画 2 2

リノベーションとコンバージョン 2 2

都市政策 △ △ 2 2

Urban Mobility ☆ 2 2

ユニバーサルデザイン △ △ 2 2

住まいの構法・生産・流通 2 2

まちの防災 2 2

住まいと環境 2 2

都市計画(2) 2 2

建築法規 2 2

建築材料 2 2

建築構造 2 2

構造力学(1)及び演習 3 4

構造力学(2)及び演習 3 4

鉄筋コンクリート構造 2 2

環境と設備 2 2

３年 ４年
区　分
科目群

授業科目

単
位
数

週時間数

備考１年 ２年
必選の別

専
門
基
礎
科
目

基
幹
科
目

基
礎
共
通
科
目

演
習
領
域

都
市
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル

都
市
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

都
市
の
デ
ザ
イ
ン

都
市
の
し
く
み

建
築
士
対
応
科
目

専
門
科
目
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①：都市生活創造コース　②：国際都市経営コース ○印必修 △印選択必修 ☆印国際都市経営コース指定科目

① ② 前 後 前 後 前 後 前 後

３年 ４年
区　分
科目群

授業科目

単
位
数

週時間数

備考１年 ２年
必選の別

キャリアデザイン(1) ○ ○ 1 2 (2)

キャリアデザイン(2) ○ ○ 1 2 (2)

プロジェクト演習(1) ○ ○ 2 4

プロジェクト演習(2) ○ ○ 2 4

海外研修(1) 2

海外研修(2) 1

インターンシップ(1) 1

インターンシップ(2) 1

卒業研究(1) ○ ○ 3 6 (6)

卒業研究(2) ○ ○ 3 (6) 6

まちづくり演習(1) 2

まちづくり演習(2) 1

まちづくり演習(3) 1

国際ワークショップ(1) ☆ 2

国際ワークショップ(2) ☆ 1

国際ワークショップ(3) ☆ 1

特別講義(1) 2

特別講義(2) 2

特別講義(3) 2

Special Lecture(4) ☆ 2

Special Lecture(5) ☆ 2

①：都市生活創造コース

　　教養科目 １０単位

　　外国語科目 　８単位 右記を含むこと　　○必修 ４単位

　　体育科目 　１単位 右記を含むこと　　△選択必修　 １単位

　　PBL科目 　３単位 右記を含むこと　　○必修 ３単位

　　専門基礎科目 ３７単位

　　専門科目 ５３単位 右記を含むこと　　○必修　　 １２単位  △選択必修  １０単位

　　数理・データサイエンスプログラム
（※DS及び※MS）

　４単位 右記を含むこと　　※DS １単位

②：国際都市経営コース

　　教養科目 １０単位

　　外国語科目 　８単位 右記を含むこと　　○必修 ４単位

　　体育科目 　１単位 右記を含むこと　　△選択必修　 １単位

　　PBL科目 　３単位 右記を含むこと　　○必修 ３単位

　　専門基礎科目 ３７単位

　　専門科目 ５３単位 右記を含むこと　　○必修　　 １２単位  △選択必修  １０単位

　　数理・データサイエンスプログラム
（※DS及び※MS）

　４単位 右記を含むこと　　※DS １単位

１２４単位　以下を含むこと

卒業要件

総
合
領
域
１

総
合
領
域
２

卒業要件

専
門
科
目

右記を含むこと　　○必修　　 ２１単位

△選択必修 １６単位（演習領域４単位を含む）

☆国際都市経営コース指定 ６単位

１２４単位　以下を含むこと

右記を含むこと　　○必修　　 ２１単位

△選択必修 １６単位（演習領域８単位を含む）
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1-8　人間科学部 人間科学科 教育課程表
①：児童学コース　②：人間総合科学コース ○印必修 △印選択必修

① ② 前 後 前 後 前 後 前 後

哲学(1) 2 2

哲学(2) 2 2

倫理学(1) 2 2

倫理学(2) 2 2

倫理学(a) 1 1

倫理学(b) 1 1

文化人類学 2 2

視覚芸術史(1) 2 2

視覚芸術史(2) 2 2

デザイン概論(1)   2 2

デザイン概論(2)   2 2

日本文学 2 2

日本史(1) 2 2

日本史(2) 2 2

西洋史(1) 2 2

西洋史(2) 2 2

民俗学(a) 1 1

民俗学(b) 1 1

宗教学 2 2

社会学(1a) 1 1

社会学(1b) 1 1

社会学(2a) 1 1

社会学(2b) 1 1

社会学入門(a) 1 1

社会学入門(b) 1 1

経済学(1a) 1 1

経済学(1b) 1 1

経済学(2a) 1 1

経済学(2b) 1 1

日本経済論(a) 1 1

日本経済論(b) 1 1

政治学(1a) 1 1

政治学(1b) 1 1

政治学(2a) 1 1

政治学(2b) 1 1

日本の政治(a) 1 1

日本の政治(b) 1 1

国際関係論(1a) 1 1

国際関係論(1b) 1 1

国際関係論(2a) 1 1

国際関係論(2b) 1 1

日本国憲法 2 2

法学 2 2

民法 2 2

西洋経済史 2 (2) 2

人文地理学(a) 1 1

人文地理学(b) 1 1

現代中国論 2 2

教育学(1a) 1 1

教育学(1b) 1 1

教育学(2a) 1 1

教育学(2b) 1 1

スポーツ・健康論 2 2 (2)

心理学(1a) 1 1

心理学(1b) 1 1

心理学(2a) 1 1

心理学(2b) 1 1

心理学入門 2 2

社会とジェンダー(a) 1 1

社会とジェンダー(b) 1 1

国際化と異文化理解(a) 1 1

国際化と異文化理解(b) 1 1

日本文化の伝承(a) 1 1

日本文化の伝承(b) 1 1

教
養
科
目

区　分
科目群

授業科目

人
文
学
系

社
会
科
学
系

人
間
科
学
系

必選の別 単
位
数

週時間数

備考１年 ２年 ３年 ４年
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①：児童学コース　②：人間総合科学コース ○印必修 △印選択必修

① ② 前 後 前 後 前 後 前 後

区　分
科目群

授業科目
必選の別 単

位
数

週時間数

備考１年 ２年 ３年 ４年

データサイエンスリテラシー(1) 1 2 (2) ※DS

データサイエンスリテラシー(2) 1 (2) 2 ※DS

文系のための統計基礎 2 2 (2) ※MS

文系のための数理基礎 2 2 (2) ※MS

論理学(1a) 1 1

論理学(1b) 1 1

論理学(2a) 1 1

論理学(2b) 1 1

生活とメディア 2 2

現代の物理(a) 1 1

現代の物理(b) 1 1

現代の化学 2 2

現代の地学 2 2

科学技術と社会 2 2

情報処理演習(1) ○ ○ 1 2

情報処理演習(2) ○ ○ 1 2

情報処理演習(3) ○ 1 2

情報処理演習(4) ○ 1 2

ボランティア(1) 1

ボランティア(2) 1

教養ゼミナール(1) 2 2 (2)

教養ゼミナール(2) 2 2 (2)

教養特別講義(1) 2 2 (2)

教養特別講義(2) 2 2 (2)

Communication Skills(1) ○ ○ 1 2

Communication Skills(2) ○ ○ 1 2

Reading and Writing(1) ○ ○ 1 2

Reading and Writing(2) ○ ○ 1 2

Basic English Training(a) 1 1 (1)

Basic English Training(b) 1 1 (1)

Grammar(1a) 1 1 (1)

Grammar(1b) 1 1 (1)

Grammar(2a) 1 1 (1)

Grammar(2b) 1 1 (1)

Test Taking Skills(1a) 1 1 (1)

Test Taking Skills(1b) 1 1 (1)

Test Taking Skills(2a) 1 1 (1)

Test Taking Skills(2b) 1 1 (1)

Test Taking Skills(3a) 1 1 (1)

Test Taking Skills(3b) 1 1 (1)

Critical Reading(1a) 1 1 (1)

Critical Reading(1b) 1 1 (1)

Critical Reading(2a) 1 1 (1)

Critical Reading(2b) 1 1 (1)

Critical Reading(3a) 1 1 (1)

Critical Reading(3b) 1 1 (1)

Critical Listening(1a) 1 1 (1)

Critical Listening(1b) 1 1 (1)

Critical Listening(2a) 1 1 (1)

Critical Listening(2b) 1 1 (1)

Critical Listening(3a) 1 1 (1)

Critical Listening(3b) 1 1 (1)

Communication Strategies(1a) 1 1 (1)

Communication Strategies(1b) 1 1 (1)

Communication Strategies(2a) 1 1 (1)

Communication Strategies(2b) 1 1 (1)

Communication Strategies(3a) 1 1 (1)

Communication Strategies(3b) 1 1 (1)

Academic English(1a) 1 1 (1)

Academic English(1b) 1 1 (1)

Academic English(2a) 1 1 (1)

Academic English(2b) 1 1 (1)

Academic English(3a) 1 1 (1)

Academic English(3b) 1 1 (1)

英
語
科
目
（

ス
キ
ル
）

外
国
語
科
目

教
養
科
目

自
然
・
情
報
科
学
系

そ
の
他
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①：児童学コース　②：人間総合科学コース ○印必修 △印選択必修

① ② 前 後 前 後 前 後 前 後

区　分
科目群

授業科目
必選の別 単

位
数

週時間数

備考１年 ２年 ３年 ４年

Literature in English(1a) 1 1 (1)

Literature in English(1b) 1 1 (1)

Literature in English(2a) 1 1 (1)

Literature in English(2b) 1 1 (1)

Global Culture(1a) 1 1 (1)

Global Culture(1b) 1 1 (1)

Global Culture(2a) 1 1 (1)

Global Culture(2b) 1 1 (1)

Language Sciences(1a) 1 1 (1)

Language Sciences(1b) 1 1 (1)

Language Sciences(2a) 1 1 (1)

Language Sciences(2b) 1 1 (1)

Global Society(1a) 1 1 (1)

Global Society(1b) 1 1 (1)

Global Society(2a) 1 1 (1)

Global Society(2b) 1 1 (1)

海外・特別選抜セミナー 2 2 (2)

外国語特別講義(a) 1 1 (1)

外国語特別講義(b) 1 1 (1)

ドイツ語(1a) 1 1 (1)

ドイツ語(1b) 1 1 (1)

ドイツ語(2a) 1 1 (1)

ドイツ語(2b) 1 1 (1)

フランス語(1a) 1 1 (1)

フランス語(1b) 1 1 (1)

フランス語(2a) 1 1 (1)

フランス語(2b) 1 1 (1)

スペイン語(1a) 1 1 (1)

スペイン語(1b) 1 1 (1)

スペイン語(2a) 1 1 (1)

スペイン語(2b) 1 1 (1)

イタリア語(1a) 1 1 (1)

イタリア語(1b) 1 1 (1)

イタリア語(2a) 1 1 (1)

イタリア語(2b) 1 1 (1)

中国語(1a) 1 1 (1)

中国語(1b) 1 1 (1)

中国語(2a) 1 1 (1)

中国語(2b) 1 1 (1)

アラビア語(1a) 1 1 (1)

アラビア語(1b) 1 1 (1)

アラビア語(2a) 1 1 (1)

アラビア語(2b) 1 1 (1)

韓国語(1a) 1 1 (1)

韓国語(1b) 1 1 (1)

韓国語(2a) 1 1 (1)

韓国語(2b) 1 1 (1)

日本語表現(a) 1 1 (1)

日本語表現(b) 1 1 (1)

人間と健康 ○ ○ 2 2

基礎体育(1a) ○ △ 0.5 1

基礎体育(1b) ○ △ 0.5 1

基礎体育(2a) ○ △ 0.5 1

基礎体育(2b) ○ △ 0.5 1

外
国
語
科
目

体育科目

英
語
科
目
（

教
養
）

共
通

英
語
以
外
の
外
国
語
科
目
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①：児童学コース　②：人間総合科学コース ○印必修 △印選択必修

① ② 前 後 前 後 前 後 前 後

区　分
科目群

授業科目
必選の別 単

位
数

週時間数

備考１年 ２年 ３年 ４年

保育原理 ○ ○ 2 2

教育原理 ○ 2 2

教育社会学 ○ 2 2

子ども家庭福祉 ○ ○ 2 2

社会福祉 ○ 2 2

社会的養護(1) 2 2

保育者論 ○ 2 2

発達心理学 ○ ○ 2 2

教育心理学 ○ 2 2

子ども家庭支援の心理学 ○ 2 2

子どもの保健と健康 ○ 2 2

子どもの安全と健康 1 2

子どもの食と栄養 ○ 2 2

公衆衛生学 ○ 2 2

子ども家庭支援論 2 2

保育の計画と評価 2 2

カリキュラム論 2 2

保育内容総論 ○ 2 2

保育内容健康指導法 2 2

保育内容人間関係指導法 2 2

保育内容環境指導法 2 2

保育内容言葉指導法 2 2

保育内容表現指導法 2 2

乳児保育(1) 2 2

特別な配慮を必要とする子どもの理解と支援 ○ 2 2

社会的養護(2) 1 1

子育て支援 ○ 2 2

保育内容の理解と方法（音楽表現） 1 2

音楽実技入門 2 2

音楽実技(1) 2 2

保育内容の理解と方法（造形表現） 1 2

造形 2 2

保育内容の理解と方法（身体表現） 1 2

保育内容の理解と方法（言語表現） 1 2

保育実習(1)(保育所・施設) 4 4

保育実習指導(1)(保育所) 1 2

保育実習指導(1)(施設) 1 2

保育実習(2)(保育所) 2 2

保育実習指導(2)(保育所) 1 2

保育実習(3)(施設) 2 2

保育実習指導(3)(施設) 1 2

保育・教職実践演習(幼稚園) 2 2

心理研究法 ○ 2 2

臨床心理学 2 2

乳児保育(2) 2 2

音楽実技(2) 2 2

児童文化 2 2

子どもと昔話 2 2

手話 2 2

子どもと人間関係 2 2

子どもと言葉 2 2

教育学概論 ○ 2 2

子どもの造形表現指導法 2 2

子どもの身体表現指導法 2 2

子どもの音楽表現指導法 2 2

幼児教育方法論 2 2

子ども理解の理論と方法 ○ 2 2

教育相談 2 2

幼稚園教育実習(1) 2 2

幼稚園教育実習(2) 2 2

幼稚園教育実習指導(1) 1 2

幼稚園教育実習指導(2) 1 1

専
門
科
目
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①：児童学コース　②：人間総合科学コース ○印必修 △印選択必修

① ② 前 後 前 後 前 後 前 後

区　分
科目群

授業科目
必選の別 単

位
数

週時間数

備考１年 ２年 ３年 ４年

インターンシップ(1) 1

インターンシップ(2) 1

子どもと環境 2 2

海外研修(1) 2

海外研修(2) 2

海外研修(3) 1

子育て支援演習 2 1 1 1 1 1 1

食農文化と子育て(1) 2 2

食農文化と子育て(2) 2 2

教育工学 ○ 2 2

学習科学概論 ○ 2 2

生涯発達心理学（1） ○ 1 2

生涯発達心理学（2） ○ 1 2

理工学と生活 2 2

生理学（1） 2 2

生理学（2） 2 2

解剖・外科学 2 2

臨床医学総論 2 2

基礎医学総論 2 2

医用工学リテラシー 2 2

医用機器 2 2

医用安全工学 2 2

音響工学 2 2

人間科学入門 ○ ○ 2 2

SD PBL(1) ○ ○ 1 2

SD PBL(2) ○ ○ 1 2 (2)

SD PBL(3) ○ ○ 1 2

特別研究(1) ○ ○ 2 2 (2)

特別研究(2) ○ ○ 2 2 2 (2)

卒業研究(1) ○ ○ 3 6 (6)

卒業研究(2) ○ ○ 3 (6) 6

①：児童学コース

１２４単位　以下を含むこと

　　教養科目 右記を含むこと　○必修　２単位

　　外国語科目 ２０単位 右記を含むこと　○必修　４単位及び選択　４単位

　　体育科目 右記を含むこと　○必修　４単位

　　専門科目 ９０単位 右記を含むこと　○必修　３９単位

　　数理・データサイエンスプログラム
（※DS及び※MS）

　４単位 右記を含むこと　※DS　　１単位

②：人間総合科学コース

１２４単位　以下を含むこと

　　教養科目 右記を含むこと　○必修　４単位

　　外国語科目 ２０単位 右記を含むこと　○必修　４単位及び選択　４単位

　　体育科目 右記を含むこと　〇必修　２単位　△選択必修　１単位

　　専門科目 ９０単位 右記を含むこと　○必修　３９単位

　　数理・データサイエンスプログラム
（※DS及び※MS）

　４単位 右記を含むこと　※DS　　１単位

卒業要件

卒業要件

専
門
科
目
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別表２　教育職員免許状を取得するための教科及び教職に関する科目（学則第20条）

２－１ 理工学部・情報工学部　教育課程表［教職］

2-1① 理工学部・情報工学部・メディア情報学部

教育の基礎的理解に関する科目等及び各教科の指導法（各学科共通）教育課程表

2-1② 理工学部・情報工学部　教科に関する専門的事項（各学科共通）　教育課程表

2-1③ 理工学部・情報工学部　大学が独自に設定する科目（各学科共通）　教育課程表

2-1④ 理工学部・情報工学部　教育職員免許法施行規則第66条の6に定める科目（各学科共通）　教育課程表

２－２ メディア情報学部　教育課程表［教職］

2-2① メディア情報学部　社会メディア学科　教科に関する専門的事項　教育課程表

2-2② メディア情報学部　情報システム学科　教科に関する専門的事項　教育課程表

2-2③ メディア情報学部　大学が独自に設定する科目（各学科共通）　教育課程表

2-2④ メディア情報学部　教育職員免許法施行規則第66条の6に定める科目（各学科共通）　教育課程表

２－３ 人間科学部　教育課程表［教職］

2-3① 人間科学部　教育の基礎的理解に関する科目等及び保育内容の指導法（人間科学科）　教育課程表

2-3② 人間科学部　領域に関する専門的事項（人間科学科）　教育課程表

2-3③ 人間科学部　教育職員免許法施行規則第66条の6に定める科目（人間科学科）　教育課程表

－学則－65－



教育の基礎的理解に関する科目等及び各教科の指導法（各学科共通） 教育課程表
○印必修　△印選択必修

前 後 前 後 前 後 前 後

①－１ 教育原論 ○ 2 2

①－２ 教職論 ○ 2 2

①－３ 教育社会学 △ 2 2

教育制度論 △ 2 2

①－４ 教育心理学 △ 2 2

発達心理学 △ 2 2

①－５ 特別支援教育 ○ 2 2

①－６ 教育課程論 ○ 2 2

②－１ 道徳教育の理論と方法 ○ 2 2 中学校のみ

②－２ 総合的な学習の時間の理論と方法 ○ 2 2

②－３ 特別活動の理論と方法 ○ 2 2

②－４ 教育方法学（ICT活用を含む） ○ 2 2

②－５ 生徒指導・進路指導の理論と方法 ○ 2 2

②－６ 教育相談とカウンセリング(1) △ 2 2

教育相談とカウンセリング(2) △ 2 2

③－１ 教育実習(1) ○* 2 2 *中学校は必修

教育実習事前事後指導(1) ○* 1 1

教育実習(2) ○ 2 2

教育実習事前事後指導(2) ○ 1 1

③－２ 教職実践演習（中・高） ○ 2 2

数学教育法(1) ○ 2 2 *中学校は必修

数学教育法(2) ○ 2 2

数学教育法(3) ○* 2 2

数学教育法(4) ○* 2 2

理科教育法(1) ○ 2 2 *中学校は必修

理科教育法(2) ○ 2 2

理科教育法(3) ○* 2 2

理科教育法(4) ○* 2 2

技術教育法(1) ○ 2 2

技術教育法(2) ○ 2 2

技術教育法(3) ○ 2 2

技術教育法(4) ○ 2 2

情報教育法(1) ○ 2 2

情報教育法(2) ○ 2 2

工業教育法(1) ○ 2 2

工業教育法(2) ○ 2 2

＜科目区分の詳細＞

①教育の基礎的理解に関する科目

①－１　教育の理念並びに教育に関する歴史及び思想

①－２　教職の意義及び教員の役割・職務内容（チーム学校運営への対応を含む。）

①－３　教育に関する社会的、制度的又は経営的事項（学校と地域との連携及び学校安全への対応を含む。）

①－４　幼児、児童及び生徒の心身の発達及び学習の過程

①－５　特別の支援を必要とする幼児、児童及び生徒に対する理解

①－６　教育課程の意義及び編成の方法（カリキュラム・マネジメントを含む。）

②道徳、総合的な学習の時間等の指導法及び生徒指導、教育相談等に関する科目

②－１　道徳の理論及び指導法

②－２　総合的な学習の時間の指導法

②－３　特別活動の指導法

②－４　教育の方法及び技術

　情報通信技術を活用した教育の理論及び方法

②－５　生徒指導の理論及び方法

　進路指導及びキャリア教育の理論及び方法

②－６　教育相談（カウンセリングに関する基礎的な知識を含む。）の理論及び方法

③教育実践に関する科目

③－１　教育実習

③－２　教職実践演習

2-1① 理工学部・情報工学部・メディア情報学部

週時間数

備考1年 2年 3年 4年

学則第４条の学科で

取得し得る教育職員

免許状の種類と免許

教科

授業科目
必選
の別

科目区分

単
位
数

１科目必修

高等学校教諭
一種免許状　数学
中学校教諭
一種免許状　数学

各
教
科
の
指
導
法

（

情
報
通
信
技
術
の
活
用
を
含
む
。
）

高等学校教諭
一種免許状　理科
中学校教諭
一種免許状　理科

中学校教諭
一種免許状　技術

高等学校教諭
一種免許状　情報

高等学校教諭
一種免許状　工業

高等学校教諭
一種免許状
数学,理科,情報,
工業

中学校教諭
一種免許状
数学,理科,技術

１科目必修

１科目必修

教
育
の
基
礎
的
理
解
に
関
す
る
科
目
等
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○印：必修科目　△印：選択必修科目

前 後 前 後 前 後 前 後

数1)
代数学

幾何学(1) △ 2 2

幾何学(2) △ 2 2

幾何学(3) △ 2 2

数3)
解析学

数4)
「確率論、統計学」

確率論 ○ 2 2

数5)
コンピュータ

理1)
物理学

物理学概論 ○ 2 2

理2)
化学

理3)
生物学

理4)
地学

理5)
物理学実験
(ｺﾝﾋﾟｭｰﾀ活用を含む。)

理6)
化学実験(ｺﾝﾋﾟｭｰﾀ活用を含む。)

理7)
生物学実験
(ｺﾝﾋﾟｭｰﾀ活用を含む。)

理8)
地学実験(ｺﾝﾋﾟｭｰﾀ活用を含む。)

技1)
木材加工
(製図及び実習を含む。)

木材加工(製図・実習含) ○ 2 2

技2)
金属加工
(製図及び実習を含む。)

機械工作実習(a)
※4

○ 1 1

機械工作実習(b)
※4

○ 1 1

技4)
電気(実習を含む。)

技5)
栽培(実習を含む。)

栽培(実習含) ○ 2 2

技6)
情報とｺﾝﾋﾟｭｰﾀ(実習を含む。)

情1)
情報社会・情報倫理

情2)
ｺﾝﾋﾟｭｰﾀ・情報処理
(実習を含む。)

情3)
情報システム(実習を含む。)

情4)
情報通信ﾈｯﾄﾜｰｸ(実習を含む。)

情5)
ﾏﾙﾁﾒﾃﾞｨｱ表現・ﾏﾙﾁﾒﾃﾞｨｱ技術
(実習を含む。)

情6)
情報と職業

工1)
工業の関係科目

職業指導(1) △ 2 2

職業指導(2) △ 2 2

技3)
機械(実習を含む。)

※1)必修科目(○)を含み合計20単位以上修得する。
※2)科目区分技1～技6から各1単位以上修得する。
※3)科目区分技2、技4、技6は、各学科の指定科目を修得する
ことにより充当可能。
※4)科目区分技3の必修科目(○)は、※1に関わらず、各学科
の指定科目の修得により充当可能な場合がある。
※5)不足する単位は、各学科の指定科目を修得することによ
り充当可能。

※3

※3

※1)必修科目(○)及び選択必修科目(△)を含み合計20単位以上修
得する。
※2)科目区分数1～5から各1単位以上修得する。
※3)科目区分数1は、各学科の指定科目を修得することにより充当
可能。
※4)科目区分数2(△)から1科目を選択し修得する。
※5)科目区分数3は、各学科の指定科目を修得することにより充当
可能。
※6)科目区分数5は、各学科の指定科目を修得することにより充当
可能。
※7)不足する単位は、各学科の指定科目を修得することにより充当
可能。

※5

※6

※2

※3

中学校教諭
一種免許状
技術

高等学校教諭
一種免許状
数学

中学校教諭
一種免許状
数学

科目区分

数2)
幾何学

2-1② 理工学部・情報工学部 教科に関する専門的事項（各学科共通） 教育課程表

学則第４条の
学科で取得し
得る教育職員
免許状の種類
と免許教科

授業科目

必

選

の

別

単

位

数

週時間数

1年 2年 3年 4年 備考

※3

※4

高等学校教諭
一種免許状
工業

※1)選択必修科目(△)を含み合計20単位以上修得する。
※2)科目区分工1～2から各1単位以上修得する。
※3)科目区分工2(△)から1科目以上を選択し修得する。
※4)科目区分工1は、各学科の指定科目を修得することにより
充当可能。
※5)不足する単位は、各学科の指定科目を修得することによ
り充当可能。

高等学校教諭
一種免許状
情報

※2

※2

工2)
職業指導

※1)合計20単位以上修得。
※2)科目区分情1～6は、各学科の指定科目を修得することに
より充当可能。
※3)科目区分情1～6から各1単位以上修得する。
※4)不足する単位は、各学科の指定科目を修得することによ
り充当可能。

※2

※2

※2

※2

高等学校教諭
一種免許状
理科

中学校教諭
一種免許状
理科

※1)必修科目(○)を含み合計20単位以上修得。
※2)科目区分理2～4は、各学科の指定科目を修得することにより充
当可能。
※3)科目区分理1～4から1単位以上修得する。
※4)※3に加えて、中学校の場合は科目区分理5～8の実験全てを
修得する。
※5)※3に加えて、高等学校の場合は科目区分理5～8の中から1つ
を選択し修得する。
※6)不足する単位は、各学科の指定科目を修得することにより充当
可能。

※2

※2

※2

※2

※2

※2
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○印必修

前 後 前 後 前 後 前 後

介護等体験 ○* 1 1 *中学校は必修

道徳教育の理論と方法 2 2 高等学校のみ

教職総合ゼミナール 2 2

2-1③ 理工学部・情報工学部

大学が独自に設定する科目（各学科共通）　教育課程表

「教育の基礎的理解に関する科目等」及び「教科及び教科の指導法に関する科目」のう
ち、最低修得単位数を超えて修得する科目

備考

週時間数

1年 2年 4年

学則第４条の学
科で取得し得る
教育職員免許状
の種類と免許教
科

授業科目

必
選
の
別

単
位
数

3年

高等学校教諭
一種免許状
数学,理科,
情報,工業,

中学校教諭
一種免許状
数学,理科,技術
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○印必修　△印選択必修

前 後 前 後 前 後 前 後

日本国憲法 日本国憲法 ○ 2 2 (2)

基礎体育(1a) △1 0.5 1

基礎体育(1b) △1 0.5 1

基礎体育(2a) △1 0.5 1

基礎体育(2b) △1 0.5 1

応用体育(1) △1 1 2 (2)

応用体育(2) △1 1 2 (2)

スポーツ・健康論 ○ 2 2 (2)

Communication Skills(1) ○ 1 2

Communication Skills(2) ○ 1 2

情報リテラシー △2 2 2

情報リテラシー演習(a) △2 0.5 1

情報リテラシー演習(b) △2 0.5 1

プログラミング基礎(a) △2 1 1

プログラミング基礎(b) △2 1 1

データサイエンスリテラシー(1) △3 1 2 (2)

データサイエンスリテラシー(2) △3 1 (2) 2

高等学校教諭
一種免許状
数学,理科,情報,工業

中学校教諭
一種免許状
数学,理科,技術

体育
△1より
1単位修得

外国語コミュニ
ケーション

△2より
2単位修得
または、
△3より
2単位修得

情報機器の操作

数理、データ活
用及び人工知能
に関する科目

2-1④ 理工学部・情報工学部

教育職員免許法施行規則第６６条の６に定める科目 （各学科共通）　教育課程表

学則第４条の学科で取
得し得る教育職員免許
状の種類と免許教科

免許法
施行規則
に定める
科目区分

授業科目

必
選
の
別

単
位
数

週時間数

備考

1年 2年 3年 4年
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前 後 前 後 前 後 前 後

情報と社会 ○ 2 2

情報と法 ○ 2 2

参加型デザイン論 2 2

情報の倫理 2 2

情報政策論 2 2

基礎プログラミング演習(1a) ○ 1 1

基礎プログラミング演習(1b) ○ 1 1

コンピュータシステム ○ 2 2

基礎プログラミング演習(2a) 1 1

基礎プログラミング演習(2b) 1 1

サーバシステム構築 ○ 2 2

データベース 2 2

情報通信技術入門 ○ 2 2

ＬＡＮ環境演習 ○ 2 2

情報セキュリティ 2 2

情報編集入門 ○ 2 2

コンピュータグラフィックス ○ 2 2

ｲﾝﾌｫｸﾞﾗﾌｨｯｸｽﾃﾞｻﾞｲﾝ演習 2 2

インタフェースデザイン演習 2 2

ﾋｭｰﾏﾝｺﾝﾋﾟｭｰﾀｲﾝﾀﾗｸｼｮﾝ 2 2

情報と職業 情報と職業 ○ 2 2

○印必修

2-2①　メディア情報学部 社会メディア学科 教科に関する専門的事項 教育課程表

授業科目

必
選
の
別

単
位
数

週時間数

 備考1年

学則第４条の学科
で取得し得る教育
職員免許状の種類
と免許教科

科目区分

高等学校教諭
一種免許状
情報

2年 3年 4年

情報社会・情報倫理

ｺﾝﾋﾟｭｰﾀ・情報処理
（実習を含む。）

情報ｼｽﾃﾑ
（実習を含む。）

情報通信ﾈｯﾄﾜｰｸ
（実習を含む。）

ﾏﾙﾁﾒﾃﾞｨｱ表現・
ﾏﾙﾁﾒﾃﾞｨｱ技術

（実習を含む。）
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前 後 前 後 前 後 前 後

情報と社会 ○ 2 2

情報と法 ○ 2 2

情報の倫理 2 2

情報数学 ○ 2 2

コンピュータシステム ○ 2 2

プログラミング基礎演習Ａ 2 2

アルゴリズムとプログラミング 2 2

プログラミング基礎演習Ｂ 2 2

サーバシステム構築 ○ 2 2

オペレーティングシステム 2 2

ソフトウエア開発技法 ○ 2 2

ＬＡＮ環境演習 ○ 2 2

コンピュータネットワーク 2 2

ディジタル信号処理 2 2

情報セキュリティ 2 2

情報編集入門 ○ 2 2

コンピュータグラフィックス ○ 2 2

ヒューマンコンピュータインタラクション 2 2

情報と職業 情報と職業 ○ 2 2

4年

週時間数

2-2② メディア情報学部 情報システム学科 教科に関する専門的事項 教育課程表

○印必修

授業科目  備考

必
選
の
別

単
位
数

1年 2年 3年

学則第４条の学
科で取得し得る
教育職員免許状
の種類と免許教
科

科目区分

高等学校教諭
一種免許状
情報

情報社会・情報倫理

ｺﾝﾋﾟｭｰﾀ・情報処理
（実習を含む。）

情報ｼｽﾃﾑ
（実習を含む。）

情報通信ﾈｯﾄﾜｰｸ
（実習を含む。）

ﾏﾙﾁﾒﾃﾞｨｱ表現・
ﾏﾙﾁﾒﾃﾞｨｱ技術

（実習を含む。）
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前 後 前 後 前 後 前 後

授業科目

必
選
の
別

単
位
数

「教育の基礎的理解に関する科目等」及び「教科及び教科の指導法に関する科目」
のうち、最低修得単位数を超えて修得する科目

道徳教育の理論と方法 2

1年 2年

高等学校教諭
一種免許状
情報

4年

2-2③　メディア情報学部 大学が独自に設定する科目（各学科共通） 教育課程表　

○印必修　△印選択必修

 備考

2

学則第４条の学科
で取得し得る教育
職員免許状の種類
と免許教科

週時間数

3年
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前 後 前 後 前 後 前 後

日本国憲法 日本国憲法 ○ 2 (2) 2

基礎体育(1a) △1 0.5 1

基礎体育(1b) △1 0.5 1

基礎体育(2a) △1 0.5 1

基礎体育(2b) △1 0.5 1

応用体育(1) △1 1 2 (2)

応用体育(2) △1 1 2 (2)

スポーツ・健康論 ○ 2 2 (2)

Communication Skills(1) ○ 1 2

Communication Skills(2) ○ 1 2

情報機器の操作 情報リテラシー演習 △2 2 2

データサイエンスリテラシー(1) △3 1 2 (2)

データサイエンスリテラシー(2) △3 1 (2) 2

学則第４条の学科
で取得し得る教育
職員免許状の種類
と免許教科

○印必修　△印選択必修

2-2④　メディア情報学部 教育職員免許法施行規則第66条の6に定める科目(各学科共通)教育課程表

体育

必
選
の
別

単
位
数

授業科目科目区分

週時間数

 備考1年 2年 3年 4年

１科目必修

△2より2単位修得
または、
△3より2単位修得

数理、データ活用
及び人工知能に関

する科目

高等学校教諭
一種免許状
情報

外国語
ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ
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○印必修　△印選択必修

前 後 前 後 前 後 前 後

幼稚園教諭 ①－１ 教育原理 ○ 2 2

一種免許状 ①－２ 保育者論 ○ 2 2

①－３ 教育社会学 ○ 2 2

①－４ 発達心理学 ○ 2 2

教育心理学 ○ 2 2

①－５
特別な配慮を必要とする

子どもの理解と支援
○ 2 2

①－６ カリキュラム論 ○ 2 2

②－１ 幼児教育方法論 ○ 2 2

②－２ 子ども理解の理論と方法 ○ 2 2

②－３ 教育相談 ○ 2 2

③－１ 幼稚園教育実習(1) ○ 2 2

幼稚園教育実習(2) ○ 2 2

幼稚園教育実習指導(1) ○ 1 2

幼稚園教育実習指導(2) ○ 1 1

③－２ 保育・教職実践演習(幼稚園) ○ 2 2

保育内容健康指導法 ○ 2 2

保育内容人間関係指導法 ○ 2 2

保育内容言葉指導法 ○ 2 2

保育内容環境指導法 ○ 2 2

保育内容表現指導法 ○ 2 2

子どもの音楽表現指導法 △ 2 2

子どもの造形表現指導法 △ 2 2
　これら3科目より
　１科目選択必修

子どもの身体表現指導法 △ 2 2

保育内容総論 ○ 2 2

＜科目区分の詳細＞

①教育の基礎的理解に関する科目

①－１　教育の理念並びに教育に関する歴史及び思想

①－２　教職の意義及び教員の役割・職務内容（チーム学校運営への対応を含む。）

①－３　教育に関する社会的、制度的又は経営的事項（学校と地域との連携及び学校安全への対応を含む。）

①－４　幼児、児童及び生徒の心身の発達及び学習の過程

①－５　特別の支援を必要とする幼児、児童及び生徒に対する理解

①－６　教育課程の意義及び編成の方法（カリキュラム・マネジメントを含む。）

②道徳、総合的な学習の時間等の指導法及び生徒指導、教育相談等に関する科目

②－１　教育の方法及び技術（情報機器及び教材の活用を含む。）

②－２　幼児理解の理論及び方法

②－３　教育相談（カウンセリングに関する基礎的な知識を含む。）の理論及び方法

③教育実践に関する科目

③－１　教育実習

③－２　教職実践演習

保
育
内
容
の
指
導
法

（

情
報
機
器
及
び
教
材
の
活
用
を
含
む
。
）

教
育
の
基
礎
的
理
解
に
関
す
る
科
目
等

2-3① 人間科学部

学則第４条の学科で

取得し得る教育職員

免許状の種類
授業科目

必
選
の
別

単
位
数

週時間数

備考１年 ２年 ３年 ４年

教育の基礎的理解に関する科目等及び保育内容の指導法（人間科学科） 教育課程表

科目区分
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○印必修　△印選択必修

前 後 前 後 前 後 前 後

幼稚園教諭 健康 子どもの保健と健康 ○ 2 2

一種免許状 人間関係 子どもと人間関係 ○ 2 2

環境 子どもと環境 ○ 2 2

言葉 子どもと言葉 ○ 2 2

保育内容の理解と方法（音楽表現） ○ 1 2

保育内容の理解と方法（造形表現） ○ 1 2

保育内容の理解と方法（身体表現） ○ 1 2

保育内容の理解と方法（言語表現） ○ 1 2

表現

科目区分

2-3② 人間科学部 領域に関する専門的事項（人間科学科） 教育課程表

学則第４条の学科で

取得し得る教育職員

免許状の種類
授業科目

必
選
の
別

単
位
数

週時間数

備考１年 ２年 ３年 ４年
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○印必修　△印選択必修

前 後 前 後 前 後 前 後

幼稚園教諭 日本国憲法 日本国憲法 ○ 2 2

一種免許状 基礎体育(1a) ○ 0.5 1

基礎体育(1b) ○ 0.5 1

基礎体育(2a) ○ 0.5 1

基礎体育(2b) ○ 0.5 1

Communication Skills(1) ○ 1 2

Communication Skills(2) ○ 1 2

情報処理演習(1) ○ 1 2

情報処理演習(2) ○ 1 2

必
選
の
別

体育

2-3③ 人間科学部 教育職員免許法施行規則第66条の6に定める科目（人間科学科） 教育課程表

備考１年 ２年 ３年 ４年

単
位
数

週時間数

情報機器の操作

外国語コミュニ
ケーション

学則第４条の学科で

取得し得る教育職員

免許状の種類

免許法施行規則
に定める科目区
分

授業科目

－学則－76－



東京都市大学学則

別表３ 入学検定料，入学金及び授業料（学則第４６条） 

科  目 学  部 金    額 備    考 

入学検定料 全 学 部 ３５,０００円 
大学入学共通テストの成績のみを利用

する場合は，１８,０００円 

入 学 金 全 学 部 ２００,０００円 

授 業 料 

理 工 学 部 

建築都市デザイン学部 

情 報 工 学 部 

１,４７６,０００円 

環 境 学 部 

メディア情報学部

デザイン･データ科学部 

１,２９０,０００円 

都 市 生 活 学 部 １,１９４,０００円 

人 間 科 学 部 １,１７６,０００円 

別表４ 研究生の入学検定料，入学金及び授業料（学則第５０条） 

科  目 金 額 

入学検定料 ６,０００円 

入 学 金 ６,０００円 

授 業 料 半期分  ２７０,０００円 

別表５ 科目等履修生の入学検定料，入学金及び履修料（学則第５５条） 

科  目 金 額 

入学検定料 １２,０００円 

入 学 金 １０,０００円 

履 修 料 １単位につき  １２,０００円 
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東京都市大学学則

別表６ 人材の養成及び教育研究上の目的（学則第４条の２） 

学部 学科 人材の養成及び教育研究上の目的 

理工学部 教育理念である「理論と実践」のもと，理工学に関する深い専門性，幅広い教養，豊かな

国際性，多様なコミュニケーション能力及び高い倫理観を涵養し，これらの学びを統合さ

せることによって，社会に変革をもたらすための問いを生み出し，社会課題の解決に果敢

に挑戦していく研鑽を積むことで，未来を切り拓く探究心，判断力及び実行力を持つ人材

の養成を目的とする。 

機械工学科 機械工学の専門知識の修得と実践的学習を通して，工業が自然や人間社会に及ぼす影響に

興味と関心を持ち，問題の発見から解決に至る一連の流れを創造して，もの作りができる

能力と，社会の多様な問題を解決するためのコミュニケーション能力を向上させること

で，社会変革を担える人材の養成を目的とする。 

機械システム工学科 機械工学，電気工学，制御工学の基礎を幅広く学修し，機械システムを設計する実践的な

経験を積むことにより，理論的裏付けを持った実践と協働によって次代の多様な社会的要

請に応じた機械システムを構築できると同時に，教養，語学力，国際的思考を有し，社会

を担う気概と倫理観を持った技術者の養成を目的とする。 

電気電子通信工学科 電気電子通信工学の基礎となる知識を十分に修得した上で，幅広く専門知識を身に付け，

さらに学生実験や卒業研究を通して実践的な経験を積むことにより，進化する社会の中で

技術者として生き抜く力を養い，現実に即した発想のもと身に付けた知識に基づく理論的

裏付けを持った実践によって多彩かつ柔軟に応用できる人材の養成を目的とする。 

医用工学科 工学分野と医学分野の知識及びその活用に必要な基本知識と技能をバランスよく修得し，

それらの知識と技能を有機的に融合させて医療及び福祉に貢献する機器や技術の研究開

発を実践できる人材，さらには多様な知識を適切に活用して問題の発見と解決ができ，社

会の変化に柔軟に対応できる人材の養成を目的とする。 

応用化学科 応用化学に関する系統的な学修，すなわち物質の構造や性質に関連する化学の様々な基礎

知識を修得し，化学をベースに新しい物質を創成・利用するための基礎から応用までの専

門知識について理解を深め，先進的な研究活動の経験を積むことによって，機能性材料開

発，クリーンエネルギー，環境浄化，省資源などの分野で広く活躍できる能力をそなえた

人材の養成を目的とする。 

原子力安全工学科 カーボンフリー電源である原子力エネルギー利用のさらなる安全性向上と発電以外の応

用技術創造のために，原子核や原子力安全に関する正しい理論の学修と，放射線の取扱い

に関する実務を交えた学修によって，原子力・放射線分野の理論及び技術を修得し，高度

で専門的な能力を有する技術者の養成を目的とする。

自然科学科 物理学・化学・生物学・地球科学・天文学及び数学といった自然科学に関する幅広い知識

の涵養により，総合的な見識と健全な判断力を醸成し，自然科学における様々な現象を理

学的視点により探究できる人材や広範な理学分野の学術的発展に寄与する調査分析能力

を身に付けた人材を育成することで，複雑化及び多様化する社会に柔軟に対応できる人材

や科学と社会の架け橋となって人類の持続可能な進歩や福祉に貢献する人材の養成を目

的とする。 

建築都市デザイン学部 建築，社会基盤施設から都市デザインまでをフィールドとし，持続的な建築・都市の創造・

再生を実現するため，社会の要請に対応できる高い能力をそなえた人材の養成を目的とす

る。 

建築学科 科学技術が高度に発展した現代において，歴史・文化を踏まえた上で都市・地域を再生し，

人間生活や社会機能の高度化・複雑化に対応でき，自然環境と調和できる建築・都市を実

現するために，人間としての幅広い教養，建築学に係わる総合的な基礎能力及び応用能力

を培い，広く社会の発展に貢献できる建築設計者・建築技術者の養成を目的とする。 

都市工学科 工学の基礎力及びシビルエンジニアリングに関する実務の理解・デザイン能力を含む総合

的問題解決能力をそなえた，社会の中核となる人材を育成すること，並びに人間―自然環

境―社会システムの健全かつ持続的な共生関係を理解し，安全で快適な都市環境の実現に

向けて，都市の構築・維持管理，都市環境の改善・創造，及び災害に強い都市づくりに貢

献できるエンジニアの養成を目的とする。 
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東京都市大学学則

学部 学科 人材の養成及び教育研究上の目的 

情報工学部 高度に発達した情報技術を基盤とした豊かで持続可能な社会の実現に向けて，情報工学に

関する基礎から応用までの知識や技術を体系的に身に付けるとともに，それらを現実の問

題に適用して解決できる能力を有し，社会が要請する情報システムやサービスを実現して

国際社会で活躍できる人材の養成を目的とする。 

情報科学科 情報科学に関する専門知識と応用能力を兼ね備え，技術を総合的に活用したシステムとし

てのコンピュータの開発能力を持ち，社会の要請に応えるべく，問題の本質を積極的に解

決する能力を身に付けているだけでなく，コンピュータが豊かな社会に貢献するための倫

理観をも身に付けている人材の養成を目的とする。 

知能情報工学科 人工知能や人間の知能など様々な知能を統合・活用しながら，IoT技術でビッグデータを

収集でき，データサイエンスを駆使して分析し，その結果から解決案や新しい製品，仕組

みをデザインし，それを社会に送り出すマネジメント能力を通じて，超スマート社会にイ

ノベーションを起こすことのできる総合的技術者の養成を目的とする。

環境学部 グローバルな視野のもと，地域から地球規模に及ぶ環境問題を科学的に捉え，自然環境と

都市環境を調和させることで持続可能な未来社会を創造し，政策科学に立脚した経済シス

テムを環境調和型に転換することによって，カーボンニュートラルの実現，ひいては循環

型で持続可能な社会の構築に貢献できる人材の養成を目的とする。

環境創生学科 持続可能な社会の基盤である生態環境，都市環境及びそれらの相互関係性を理解させると

ともに，劣化した自然環境の保全・復元・創造や人間社会にとって安全で快適な都市空間

の創造についての理念と方法論を修得させることによって，実社会において持続的な環境

を創生できる専門家の養成を目的とする。 

環境経営システム学科 気候変動，廃棄物問題，大気と水の汚染，生物多様性の消失などの現在直面する地球環境

問題は，人間の日常生活と事業活動が原因で発生している。このような問題に対処するた

めに，環境経営と環境政策を基軸とする教育と研究を推進し，循環型で持続可能な社会の

実現に向けた提案や実践を行うことができる人材の養成を目的とする。 

メディア情報学部 人間と情報通信技術の調和による，より良い社会の実現に向けて，人間社会や，情報通信

技術が生み出す新しい情報環境を深く理解した上で，社会的仕組みや情報システムを調

査・分析する能力を身に付けるとともに，新しい仕組みやシステムを実現・評価・改善す

ることができる人材の養成を目的とする。 

社会メディア学科 グローバルな諸問題から身近なコミュニケーション問題までを，社会科学的視点から調査

分析し，情報メディアを駆使した解決法を編み出し，社会に向けて説得的に提言できる人

材，そのために必要な実践力―リサーチ力，デザイン力，コミュニケーション力―をそな

えた人材の養成を目的とする。 

情報システム学科 人々が幸福に暮らせる自然環境・社会環境を維持発展していく基盤として，多様なニーズ

に応える安全で安心な情報システムの実現に向けた諸課題に取り組むことで，優れたシス

テムを作り上げるとともに，その必要性を戦略的に提言・説明し実現に向けマネジメント

できるアセスメント力を持った人材の養成を目的とする。

デザイン･ 

データ科学部 

デザイン・ 

データ科学科 

定量・定性の両方のデータ科学に関する知識と技術に裏付けられた批判的思考力と論理的

思考力、そしてグローバルリテラシーの涵養により、世界のあらゆる「もの」と「こと」

を読み解く能力を修得させる。その上で、実社会における多種多様な課題を解決するため

に、新たな「もの」と「こと」を具体的に、構想・設計・構築、すなわち、デザインでき

る実践的な専門力を持つ人材の養成を目的とする。 

都市生活学部 都市生活学科 都市の経営とデザインに関する企画力を有し，事業の推進及び管理運営を担う構想力・実

践力を兼ね備え，都市に関する豊富な知見と国際人として活躍できるコミュニケーション

スキルを活用して，魅力的で持続可能な都市生活の創造に資する人材の養成を目的とす

る。

人間科学部 人間科学科 いのちを大切にし，平和と環境を保持し，人類の持続可能な発展をもたらすため，「保育・

教育」「発達・心理」「文化」「保健・福祉」「環境」について総合的に理解し，その向上に

貢献できる豊かな感性としなやかな知性をそなえた高い専門性を持つ，自立した人材の養

成を目的とする。 
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学則の変更事項を記載した書類 

1. 変更の事由

・デザイン・データ科学部の設置及びこれに伴う大学全体の収容定員の変更

・学科の名称変更（人間科学部児童学科から人間科学科へ）

2. 変更点

・学則条文の変更

・付則の追加

・別表の変更

別表１ デザイン・データ科学部設置に伴う教育課程の変更 

人間科学部の教育課程の変更（学科の名称変更に伴う変更を含む） 

別表２ 人間科学部の教育課程の変更（学科の名称変更に伴う変更を含む） 

別表３ デザイン・データ科学部の授業料を追加 

別表６ デザイン・データ科学部の人材の養成及び教育研究上の目的を追加 

学科の名称変更に伴う変更 
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令和５年度 東京都市大学学則 変更部分の新旧比較対照表（案） 

変更案 現行 

（学部，学科及び収容定員） （学部，学科及び収容定員） 

第４条 本大学に，理工学部，建築都市デザイン学部，情報工学部，環境学部，

メディア情報学部，デザイン・データ科学部，都市生活学部及び人間科学部を

置く。 

第４条 本大学に，理工学部，建築都市デザイン学部，情報工学部，環境学部，

メディア情報学部，都市生活学部及び人間科学部を置く。

２ 各学部に設ける学科及び収容定員は，次のとおりとする。 ２ 各学部に設ける学科及び収容定員は，次のとおりとする。 

学部 学科 入学定員 収容定員 

理工学部 機械工学科 120 480 

機械システム工学科 110 440 

電気電子通信工学科 150 600 

医用工学科 60 240 

応用化学科 75 300 

原子力安全工学科 45 180 

自然科学科 60 240 

計 620 2,480 

建築都市デザイン学部 建築学科 120 480 

都市工学科 100 400 

計 220 880 

情報工学部 情報科学科 100 400 

知能情報工学科 80 320 

計 180 720 

環境学部 環境創生学科 90 360 

環境経営システム学科 90 360 

計 180 720 

メディア情報学部 社会メディア学科 90 360 

情報システム学科 100 400 

計 190 760 

デザイン･データ科学部 デザイン･データ科学科 100 400 

都市生活学部 都市生活学科 160 640 

人間科学部 人間科学科 100 400 

合計 1,750 7,000 

学部 学科 入学定員 収容定員 

理工学部 機械工学科 120 480 

機械システム工学科 110 440 

電気電子通信工学科 150 600 

医用工学科 60 240 

応用化学科 75 300 

原子力安全工学科 45 180 

自然科学科 60 240 

計 620 2,480 

建築都市デザイン学部 建築学科 120 480 

都市工学科 100 400 

計 220 880 

情報工学部 情報科学科 100 400 

知能情報工学科 80 320 

計 180 720 

環境学部 環境創生学科 90 360 

環境経営システム学科 90 360 

計 180 720 

メディア情報学部 社会メディア学科 90 360 

情報システム学科 100 400 

計 190 760 

都市生活学部 都市生活学科 160 640 

人間科学部 児童学科 100 400 

合計 1,650 6,600 
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変更案 現行 

（授業科目の区分） （授業科目の区分） 

第１４条 理工学部にあっては，授業科目を教養科目，体育科目，外国語科目，

PBL科目，理工学基礎科目，専門科目並びに教科及び教職に関する科目に区分

する。 

第１４条 理工学部にあっては，授業科目を教養科目，体育科目，外国語科目，

PBL科目，理工学基礎科目，専門科目並びに教科及び教職に関する科目に区分

する。 

２ 建築都市デザイン学部にあっては，授業科目を教養科目，体育科目，外国語

科目，PBL科目，学部基盤科目，専門科目に区分する。 

２ 建築都市デザイン学部にあっては，授業科目を教養科目，体育科目，外国語

科目，PBL科目，学部基盤科目，専門科目に区分する。 

３ 情報工学部にあっては，授業科目を教養科目，体育科目，外国語科目，PBL

科目，情報工学基盤科目，専門科目並びに教科及び教職に関する科目に区分す

る。 

３ 情報工学部にあっては，授業科目を教養科目，体育科目，外国語科目，PBL

科目，情報工学基盤科目，専門科目並びに教科及び教職に関する科目に区分す

る。 

４ 環境学部にあっては，授業科目を基礎科目（体育科目・外国語科目・教養科

目），PBL科目，専門基礎科目，専門科目（学科基盤科目・学科専門科目）に

区分する。 

４ 環境学部にあっては，授業科目を基礎科目（体育科目・外国語科目・教養科

目），PBL科目，専門基礎科目，専門科目（学科基盤科目・学科専門科目）に

区分する。 

５ メディア情報学部にあっては，授業科目を基礎科目（体育科目・外国語科目・

教養科目），PBL科目，専門基礎科目，専門科目（学科基盤科目・学科専門科

目），並びに教科及び教職に関する科目に区分する。 

５ メディア情報学部にあっては，授業科目を基礎科目（体育科目・外国語科目・

教養科目），PBL科目，専門基礎科目，専門科目（学科基盤科目・学科専門科

目），並びに教科及び教職に関する科目に区分する。 

６ デザイン・データ科学部にあっては，授業科目を教養科目，外国語科目，専

門基礎科目，専門応用科目に区分する。 

７ 都市生活学部にあっては，授業科目を教養科目，外国語科目，体育科目，P

BL科目，専門基礎科目，専門科目に区分する。 

６ 都市生活学部にあっては，授業科目を教養科目，外国語科目，体育科目，P

BL科目，専門基礎科目，専門科目に区分する。 

８ 人間科学部にあっては，授業科目を教養科目，外国語科目，体育科目，専門

科目並びに教科及び教職に関する科目に区分する。 

７ 人間科学部にあっては，授業科目を教養科目，外国語科目，体育科目，PBL

科目，専門科目並びに教科及び教職に関する科目に区分する。 

（履修単位及び年限） （履修単位及び年限） 

第１５条 学生は，４年以上在学し，次の区分に従って所定の単位数以上を修得

しなければならない。 

第１５条 学生は，４年以上在学し，次の区分に従って所定の単位数以上を修得

しなければならない。 
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理工学部（表略） 理工学部（表略） 

建築都市デザイン学部 建築学科（表略） 建築都市デザイン学部 建築学科（表略） 

建築都市デザイン学部 都市工学科（表略） 建築都市デザイン学部 都市工学科（表略） 

情報工学部 一般コース（表略） 情報工学部 一般コース（表略） 

情報工学部 国際コース（表略） 情報工学部 国際コース（表略） 

環境学部（表略） 環境学部（表略） 

メディア情報学部（表略） メディア情報学部（表略）

デザイン・データ科学部 

区分 卒業要件 

教養科目 12単位 

外国語科目 14単位 

専門基礎科目 50単位 

専門応用科目 40単位 

小計 116単位 

自由選択 ※ 8単位 

合計 124単位 

※自由選択として，各区分の卒業要件を越える分を合算して8単位以上修

得しなければならない。 

都市生活学部（表略） 

人間科学部 

区分 卒業要件 

教養科目 

外国語科目 20単位 

体育科目 

専門科目 90単位 

小計 110単位 

自由選択 ※ 14単位 

合計 124単位 

都市生活学部（表略） 

人間科学部 

区分 卒業要件 

教養科目 

外国語科目 20単位 

体育科目 

PBL科目 2単位 

専門科目 90単位 

小計 112単位 

自由選択 ※ 12単位 

合計 124単位 
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※自由選択として，各区分の卒業要件を越える分を合算して14単位以上

修得しなければならない。

※自由選択として，各区分の卒業要件を越える分を合算して12単位以上

修得しなければならない。

２ 学部の定めるところにより，他学部，他学科で開設する指定授業科目を履修

したときは，当該授業科目の単位を卒業に必要な単位として認めることができ

る。 

２ 学部の定めるところにより，他学部，他学科で開設する指定授業科目を履修

したときは，当該授業科目の単位を卒業に必要な単位として認めることができ

る。 

３ 理工学部，建築都市デザイン学部及び情報工学部の学生は，60単位以上を修

得しなければ３年次に進級することができない。 

３ 理工学部，建築都市デザイン学部及び情報工学部の学生は，60単位以上を修

得しなければ３年次に進級することができない。 

４ 環境学部の学生は，２年以上在学し，66単位以上を修得しなければ事例研究

(1)に着手することができない。

４ 環境学部の学生は，２年以上在学し，66単位以上を修得しなければ事例研究

(1)に着手することができない。

５ メディア情報学部の学生は，２年以上在学し，66単位以上を修得しなければ

３年次に進級することができない。 

５ メディア情報学部の学生は，２年以上在学し，66単位以上を修得しなければ

３年次に進級することができない。 

６ デザイン・データ科学部の学生は，２年以上在学し，50単位以上を修得しな

ければ３年次に進級することができない。 

７ 理工学部，建築都市デザイン学部及び情報工学部の学生は，３年以上在学し，

100単位以上を修得しなければ４年次に進級することができない。 

６ 理工学部，建築都市デザイン学部及び情報工学部の学生は，３年以上在学し，

100単位以上を修得しなければ４年次に進級することができない。 

８ 都市生活学部及び人間科学部の学生は，３年以上在学し，100単位以上を修

得しなければ卒業研究に着手することができない。 

７ 都市生活学部及び人間科学部の学生は，３年以上在学し，100単位以上を修

得しなければ卒業研究に着手することができない。 

９ 環境学部の学生は，３年以上在学し，事例研究(1)及び事例研究(2)を含む 

100単位以上を修得しなければ卒業研究に着手することができない。 

８ 環境学部の学生は，３年以上在学し，事例研究(1)及び事例研究(2)を含む 

100単位以上を修得しなければ卒業研究に着手することができない。 

１０ メディア情報学部の学生は，３年以上在学し，事例研究を含む100単位以

上を修得しなければ卒業研究に着手することができない。 

１１ デザイン・データ科学部の学生は，３年半以上在学し，110単位以上を修

得しなければキャップストーンプロジェクトに着手することができない。 

９ メディア情報学部の学生は，３年以上在学し，事例研究を含む100単位以上

を修得しなければ卒業研究に着手することができない。 
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（在学年数及び在学年限） （在学年数及び在学年限） 

第１６条 本大学及び前条における在学年数とは，本大学入学後の年数とする。 第１６条 本大学及び前条における在学年数とは，本大学入学後の年数とする。 

２ 編入学又は転入学した者の在学年数は，前項の在学年数に以下の年数を加え

たものとする。 

２ 編入学又は転入学した者の在学年数は，前項の在学年数に以下の年数を加え

たものとする。 

(1) ２年次入学の場合は１年 (1) ２年次入学の場合は１年

(2) ３年次入学の場合は２年 (2) ３年次入学の場合は２年

３ 転学部又は転学科した者の在学年数は，学年次にかかわりなく，第１項によ

る。 

３ 転学部又は転学科した者の在学年数は，学年次にかかわりなく，第１項によ

る。 

４ 再入学した者の在学年数は，第１項の在学年数に再入学する前の在学年数を

加えたものとする。 

４ 再入学した者の在学年数は，第１項の在学年数に再入学する前の在学年数を

加えたものとする。 

５ 休学期間は，在学年数に含めない。 ５ 休学期間は，在学年数に含めない。 

６ 在学年数は，８年を超えることができない。 ６ 在学年数は，８年を超えることができない。 

７ 理工学部，建築都市デザイン学部，情報工学部，メディア情報学部及びデザ

イン・データ科学部については，２年次までの在学年数は，４年を超えること

ができない。 

７ 理工学部，建築都市デザイン学部，情報工学部及びメディア情報学部につい

ては，２年次までの在学年数は，４年を超えることができない。 

（教育職員の免許状） （教育職員の免許状） 

第２０条 教育職員免許状の資格を得ようとする者は，卒業に必要な単位を修得

するほか，教育職員免許法及び同法施行規則に定められている所定の単位を修

得しなければならない。 

第２０条 教育職員免許状の資格を得ようとする者は，卒業に必要な単位を修得

するほか，教育職員免許法及び同法施行規則に定められている所定の単位を修

得しなければならない。 

－学則－85－



変更案 現行 

２ 前項に定める免許状の種類及び免許教科は次のとおりとする。 ２ 前項に定める免許状の種類及び免許教科は次のとおりとする。 

学 部 学 科 免許状の種類（教科） 

理工学部 

機械工学科 （略） 

機械システム工学科 （略） 

電気電子通信工学科 （略） 

医用工学科 （略） 

応用化学科 （略） 

原子力安全工学科 （略） 

自然科学科 （略） 

情報工学部 
情報科学科 （略） 

知能情報工学科 （略） 

メディア情報学部
社会メディア学科 （略） 

情報システム学科 （略） 

人間科学部 人間科学科 （略） 

学 部 学 科 免許状の種類（教科） 

理工学部 

機械工学科 （略） 

機械システム工学科 （略） 

電気電子通信工学科 （略） 

医用工学科 （略） 

応用化学科 （略） 

原子力安全工学科 （略） 

自然科学科 （略） 

情報工学部 
情報科学科 （略） 

知能情報工学科 （略） 

メディア情報学部
社会メディア学科 （略） 

情報システム学科 （略） 

人間科学部 児童学科 （略） 

３ 教科及び教職に関する科目の単位数及び授業時間数は，別表２のとおりと

し，履修の順序，その他履修方法は，別に定める。 

３ 教科及び教職に関する科目の単位数及び授業時間数は，別表２のとおりと

し，履修の順序，その他履修方法は，別に定める。 

（保育士の資格） （保育士の資格） 

第２０条の３ 人間科学部人間科学科の学生で保育士の資格を得ようとする者

は，卒業に必要な単位を修得するほか，児童福祉法及び同法施行規則に定めら

れている所定の単位を修得しなければならない。 

第２０条の３ 人間科学部児童学科の学生で保育士の資格を得ようとする者は，

卒業に必要な単位を修得するほか，児童福祉法及び同法施行規則に定められて

いる所定の単位を修得しなければならない。 

２ 保育士養成課程の単位数，授業時間数，履修の順序，その他履修方法は，別

に定める。 

２ 保育士養成課程の単位数，授業時間数，履修の順序，その他履修方法は，別

に定める。 

（卒業及び学位） （卒業及び学位） 

第４５条 本大学に４年以上在学し，第１５条に定める単位を修得し，かつ，卒

業試験に合格した者には，当該学部教授会の議を経て，卒業証書を授与する。 

第４５条 本大学に４年以上在学し，第１５条に定める単位を修得し，かつ，卒

業試験に合格した者には，当該学部教授会の議を経て，卒業証書を授与する。 

２ 本大学を卒業した者には，本大学学位規程の定めるところにより以下の学位

を授与する。 

２ 本大学を卒業した者には，本大学学位規程の定めるところにより以下の学位

を授与する。 
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学部（学科） 学位 

理工学部（機械工学科，機械システム工学

科，電気電子通信工学科，医用工学科，応用

化学科，原子力安全工学科） 

学士（工学） 

理工学部（自然科学科） 学士（理学） 

建築都市デザイン学部 学士（工学） 

情報工学部 学士（工学） 

環境学部 学士（環境学） 

メディア情報学部（社会メディア学科） 学士（社会情報学） 

メディア情報学部（情報システム学科） 学士（情報学） 

デザイン・データ科学部 学士（学術） 

都市生活学部 学士（都市生活学） 

人間科学部 学士（人間科学） 

学部（学科） 学位 

理工学部（機械工学科，機械システム工学科，

電気電子通信工学科，医用工学科，応用化学

科，原子力安全工学科） 

学士（工学） 

理工学部（自然科学科） 学士（理学） 

建築都市デザイン学部 学士（工学） 

情報工学部 学士（工学） 

環境学部 学士（環境学） 

メディア情報学部（社会メディア学科） 学士（社会情報学） 

メディア情報学部（情報システム学科） 学士（情報学） 

都市生活学部 学士（都市生活学） 

人間科学部 学士（児童学） 

３ 第１項の在学年数については，第１６条を準用する。 ３ 第１項の在学年数については，第１６条を準用する。 

付 則（令和４年３月２３日） 

１ この学則は，令和５年４月１日から施行する。ただし，令和４年度以前に入

学した者については，従前どおりとする（一部変更（第４条，第１４条，第  

１５条，第１６条，第２０条，第２０条の３，第４５条，第１８条別表１，第

２０条別表２，第４６条別表３，第４条の２別表６））。 

２ デザイン・データ科学部デザイン・データ科学科の収容定員は，第４条の規

定にかかわらず，令和５年度は１００名，令和６年度は２００名，令和７年度

は３００名とする。 
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別表１ 教育課程，授業科目の単位数及び授業時間数（学則第１８条） 

１－６ デザイン・データ科学部 教育課程表 

デザイン・データ科学部 デザイン・データ科学科 

教養科目･外国語科目･専門基礎科目･専門応用科目 教育課程表 

別表１ 教育課程，授業科目の単位数及び授業時間数（学則第１８条） 

（新設） 

○印必修科目　　△印選択必修科目

前 後 前 後 前 後 前 後

倫理学(1) 2 2

倫理学(2) 2 2

倫理学(a) 1 1

倫理学(b) 1 1

視覚芸術史(1) 2 2

視覚芸術史(2) 2 2

デザイン概論(1) 2 2

デザイン概論(2) 2 2

日本史(1) 2 2

日本史(2) 2 2

西洋史(1) 2 2

西洋史(2) 2 2

社会学入門(a) 1 1

社会学入門(b) 1 1

日本経済論(a) 1 1

日本経済論(b) 1 1

西洋経済史 2 (2) 2

日本の政治(a) 1 1

日本の政治(b) 1 1

日本国憲法 2 (2) 2

法学 2 2

民法 2 2

心理学入門 2 2

社会とジェンダー(a) 1 1

社会とジェンダー(b) 1 1

日本文化の伝承(a) 1 1

日本文化の伝承(b) 1 1

スポーツ・健康論 2 2 (2)

教
養
科
目

人
文
学
系

区　分
科目群

授業科目

必
選
の
別

単
位
数

週時間数

備考１年 ２年 ３年 ４年

社
会
科
学
系

人
間
科
学
系
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前 後 前 後 前 後 前 後

データサイエンスリテラシー(1) 1 2 (2) ※DS

データサイエンスリテラシー(2) 1 (2) 2 ※DS

環境問題と社会 2 2

情報編集入門 2 2

Japan Studies △ 2 (2) (2) 2

Global Studies(1) △ 2 (2) (2) 2

Global Studies(2) △ 2 (2) (2) 2

Global Studies(3) △ 2 (2) (2) 2

Global Studies(4) △ 2 (2) (2) 2
Intercultural Understanding(1) △ 2 (2) (2) 2
Intercultural Understanding(2) △ 2 (2) (2) 2

教養特別講義 2 2 (2)

ボランティア(1) 1

ボランティア(2) 1

インターンシップ(1) 1

インターンシップ(2) 1

English I-A ○ 1 2

English I-B ○ 1 2

English II-A ○ 1 (2) 2

English II-B ○ 1 (2) 2

English III-A ○ 1 (2) (2) 2

English III-B ○ 1 (2) (2) 2

Reading Comprehension 2 (2) (2) 2

Debate & Discussion 2 (2) (2) 2

Presentation Strategies 2 (2) (2) 2

English Test Preparation 2 (2) (2) 2

Writing Strategies 2 (2) (2) 2

Academic Reading △ 2 (2) (2) (2) 2

Academic Discussion △ 2 (2) (2) (2) 2

Academic Presentation △ 2 (2) (2) (2) 2
English Test Preparation for Academic Purposes △ 2 (2) (2) (2) 2
Academic Research & Writing △ 2 (2) (2) (2) 2

グ

ロ
ー

バ

ル

教

養

系

そ
の
他

外
国
語
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目

英
語
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・
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前 後 前 後 前 後 前 後

データサイエンス概論 ○ 2 2 ※DS

コンピュータ基礎演習 ○ 2 2

プログラミング基礎演習 △ 2 2

データサイエンス数学 △ 2 2 ※MS

統計学基礎 △ 2 2 ※MS

統計データ解析演習 △ 2 2 ※MS

情報学理論 △ 2 2

アルゴリズムとデータ構造 △ 2 2

機械学習論 △ 2 2

データマイニング △ 2 2

データベース △ 2 2

データ社会論 △ 2 2

量的ユーザー調査 △ 2 2

質的ユーザー調査 △ 2 2

経営分析論 2 2

業務プロセス分析 2 2
ﾕｰｻﾞｰｴｸｽﾍﾟﾘｴﾝｽﾃﾞｻﾞｲﾝ入門 ○ 2 2

デザインプレゼンテーション 2 2

デザインプロトタイピング(1) 2 2

ウェブプログラミング 2 2

情報デザイン 2 2

デザインリサーチ 2 2

ｿｰｼｬﾙｼｽﾃﾑﾃﾞｻﾞｲﾝ入門 ○ 2 2

金融・市場システム論 2 2

サービスイノベーション 2 2

経営戦略概論 2 2

総合的品質管理 2 2

オペレーションマネジメント 2 2

プロジェクトマネジメント 2 2

SD PBL(1) ○ 1 1

SD PBL(2) ○ 1 1

SD PBL(3) ○ 1 2

週時間数

備考１年 ２年 ３年 ４年
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前 後 前 後 前 後 前 後

プログラミング応用演習 2 2

機械学習演習 2 2

ビッグデータ解析演習 2 2

ベイズ統計学 2 2

ニューラルネットワーク 2 2

画像・音声処理 2 2

自然言語処理 2 2

ウェブデータ処理 2 2

企業経営分析ケーススタディ 2 2

デザインプロトタイピング(2) 2 2

ブランドコンセプトデザイン 2 2

インタフェースデザイン 2 2

感性デザイン演習 △ 2 2

デザインプロダクション演習 △ 2 2

インタラクションデザイン演習 △ 2 2

ビヘイビアル・ファイナンス 2 2

リスク＆クライシスマネジメント 2 2
未来創造デザインプロジェクト 2 2
サービスシステムデザイン演習 △ 2 2
サプライチェーンデザイン演習 △ 2 2
ビジネスシステムデザイン演習 △ 2 2

特別講義 2 (2) 2

海外インターンシップ 2

COOPプログラム 4 4

キャップストーンプロジェクト ○ 4 (4) 4

週時間数
区　分
科目群

授業科目

必
選
の
別

単
位
数

備考１年 ２年 ３年 ４年

デ
ー

タ
科
学

ユ
ー

ザ
ー

エ

ク

ス

ペ

リ

エ

ン

ス

デ

ザ

イ

ン

ソ
ー

シ
ャ

ル

シ

ス

テ

ム

デ

ザ

イ

ン

そ
の
他

専
門
応
用
科
目

教養科目 12単位 右記を含むこと △選択必修科目　6単位

外国語科目 14単位 右記を含むこと ○必修科目  6単位，△選択必修科目  4単位

専門基礎科目 50単位 右記を含むこと ○必修科目 11単位，△選択必修科目 20単位

専門応用科目 40単位 右記を含むこと ○必修科目  4単位，△選択必修科目  2単位

数理・ﾃﾞｰﾀｻｲｴﾝｽﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ 4単位

(※DS及び※MS)

卒

業

要

件
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変更案 現行 

１－７ 都市生活学部 教育課程表 

都市生活学部 都市生活学科 

教養科目･外国語科目･体育科目･PBL科目･専門基礎科目･専門科目 

教育課程表（表略） 

１－８ 人間科学部 教育課程表 

人間科学部 人間科学科 教育課程表 

１－６ 都市生活学部 教育課程表 

都市生活学部 都市生活学科 

教養科目･外国語科目･体育科目･PBL科目･専門基礎科目･専門科目 

教育課程表（表略） 

１－７ 人間科学部 教育課程表 

人間科学部 児童学科 教育課程表 

①：児童学コース　②：人間総合科学コース ○印必修 △印選択必修

① ② 前 後 前 後 前 後 前 後

哲学(1)　 2 2

哲学(2) 2 2

倫理学(1) 2 2

倫理学(2) 2 2

倫理学(a) 1 1

倫理学(b) 1 1

文化人類学 2 2

視覚芸術史(1) 2 2

視覚芸術史(2) 2 2

デザイン概論(1) 2 2

デザイン概論(2) 2 2

日本文学 2 2

日本史(1) 2 2

日本史(2) 2 2

西洋史(1) 2 2

西洋史(2) 2 2

民俗学(a) 1 1

民俗学(b) 1 1

宗教学 2 2

教

養

科

目

人

文

学

系

1年 2年 3年 4年
区　分

科目群
授業科目

単

位

数

週時間数

備考

必選

の別

○印必修

前 後 前 後 前 後 前 後

哲学(1)　 2 2

哲学(2) 2 2

倫理学(1) 2 2

倫理学(2) 2 2

倫理学(a) 1 1

倫理学(b) 1 1

文化人類学 2 2

視覚芸術史(1) 2 2

視覚芸術史(2) 2 2

デザイン概論(1) 2 2

デザイン概論(2) 2 2

日本文学 2 2

日本史(1) 2 2

日本史(2) 2 2

西洋史(1) 2 2

西洋史(2) 2 2

民俗学(a) 1 1

民俗学(b) 1 1

宗教学 2 2

教

養

科

目

人

文

学

系

1年
区　分

科目群
2年 3年 4年

週時間数

授業科目

必

選

の

別

単

位

数

備考
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変更案 現行 

①：児童学コース　②：人間総合科学コース ○印必修 △印選択必修

① ② 前 後 前 後 前 後 前 後

社会学(1a) 1 1

社会学(1b) 1 1

社会学(2a) 1 1

社会学(2b) 1 1

社会学入門(a) 1 1

社会学入門(b) 1 1

経済学(1a) 1 1

経済学(1b) 1 1

経済学(2a) 1 1

経済学(2b) 1 1

日本経済論(a) 1 1

日本経済論(b) 1 1

政治学(1a) 1 1

政治学(1b) 1 1

政治学(2a) 1 1

政治学(2b) 1 1

日本の政治(a) 1 1

日本の政治(b) 1 1

国際関係論(1a) 1 1

国際関係論(1b) 1 1

国際関係論(2a) 1 1

国際関係論(2b) 1 1

日本国憲法 2 2

法学 2 2

民法 2 2

西洋経済史 2 (2) 2

人文地理学(a) 1 1

人文地理学(b) 1 1

現代中国論 2 2

1年 2年 3年 4年
区　分

科目群
授業科目

必選

の別
単

位

数

週時間数

備考

社

会

科

学

系

教

養

科

目

○印必修

前 後 前 後 前 後 前 後

社会学(1a) 1 1

社会学(1b) 1 1

社会学(2a) 1 1

社会学(2b) 1 1

社会学入門(a) 1 1

社会学入門(b) 1 1

経済学(1a) 1 1

経済学(1b) 1 1

経済学(2a) 1 1

経済学(2b) 1 1

日本経済論(a) 1 1

日本経済論(b) 1 1

政治学(1a) 1 1

政治学(1b) 1 1

政治学(2a) 1 1

政治学(2b) 1 1

日本の政治(a) 1 1

日本の政治(b) 1 1

国際関係論(1a) 1 1

国際関係論(1b) 1 1

国際関係論(2a) 1 1

国際関係論(2b) 1 1

日本国憲法 2 2

法学 2 2

民法 2 2

西洋経済史 2 (2) 2

人文地理学(a) 1 1

人文地理学(b) 1 1

現代中国論 2 2

単

位

数

週時間数

備考1年 2年 3年 4年
区　分

科目群

社

会

科

学

系

授業科目

必

選

の

別

教

養

科

目
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変更案 現行 

①：児童学コース　②：人間総合科学コース ○印必修 △印選択必修

① ② 前 後 前 後 前 後 前 後

教育学(1a) 1 1

教育学(1b) 1 1

教育学(2a) 1 1

教育学(2b) 1 1

スポーツ・健康論 2 2 (2)

心理学(1a) 1 1

心理学(1b) 1 1

心理学(2a) 1 1

心理学(2b) 1 1

心理学入門 2 2

社会とジェンダー(a) 1 1

社会とジェンダー(b) 1 1

国際化と異文化理解(a) 1 1

国際化と異文化理解(b) 1 1

日本文化の伝承(a) 1 1

日本文化の伝承(b) 1 1

データサイエンスリテラシー(1) 1 2 (2) ※DS

データサイエンスリテラシー(2) 1 (2) 2 ※DS

文系のための統計基礎 2 2 (2) ※MS

文系のための数理基礎 2 2 (2) ※MS

論理学(1a) 1 1

論理学(1b) 1 1

論理学(2a) 1 1

論理学(2b) 1 1

生活とメディア 2 2

現代の物理(a) 1 1

現代の物理(b) 1 1

現代の化学 2 2

現代の地学 2 2

人

間

科

学

系

自

然

・

情

報

科

学

系

区　分

科目群
授業科目

必選

の別
単

位

数

週時間数

備考

教

養

科

目

1年 2年 3年 4年

○印必修

前 後 前 後 前 後 前 後

教育学(1a) 1 1

教育学(1b) 1 1

教育学(2a) 1 1

教育学(2b) 1 1

スポーツ・健康論 2 2 (2)

心理学(1a) 1 1

心理学(1b) 1 1

心理学(2a) 1 1

心理学(2b) 1 1

心理学入門 2 2

社会とジェンダー(a) 1 1

社会とジェンダー(b) 1 1

国際化と異文化理解(a) 1 1

国際化と異文化理解(b) 1 1

日本文化の伝承(a) 1 1

日本文化の伝承(b) 1 1

データサイエンスリテラシー(1) 1 2 (2) ※DS

データサイエンスリテラシー(2) 1 (2) 2 ※DS

文系のための統計基礎 2 2 (2) ※MS

文系のための数理基礎 2 2 (2) ※MS

論理学(1a) 1 1

論理学(1b) 1 1

論理学(2a) 1 1

論理学(2b) 1 1

生活とメディア 2 2

現代の物理(a) 1 1

現代の物理(b) 1 1

現代の化学 2 2

現代の地学 2 2

自

然

・

情

報

科

学

系

人

間

科

学

系

授業科目

必

選

の

別

単

位

数

週時間数
区　分

科目群

教

養

科

目

備考1年 2年 3年 4年
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変更案 現行 

①：児童学コース　②：人間総合科学コース ○印必修 △印選択必修

① ② 前 後 前 後 前 後 前 後

科学技術と社会 2 2

情報処理演習(1) ○ ○ 1 2

情報処理演習(2) ○ ○ 1 2

情報処理演習(3) ○ 1 2 必選変更

情報処理演習(4) ○ 1 2 必選変更

ボランティア(1) 1

ボランティア(2) 1

教養ゼミナール(1) 2 2 (2)

教養ゼミナール(2) 2 2 (2)

教養特別講義(1) 2 2 (2)

教養特別講義(2) 2 2 (2)

Communication Skills(1) ○ ○ 1 2

Communication Skills(2) ○ ○ 1 2

Reading and Writing(1) ○ ○ 1 2

Reading and Writing(2) ○ ○ 1 2

Basic English Training(a) 1 1 (1)

Basic English Training(b) 1 1 (1)

Grammar(1a) 1 1 (1)

Grammar(1b) 1 1 (1)

Grammar(2a) 1 1 (1)

Grammar(2b) 1 1 (1)

Test Taking Skills(1a) 1 1 (1)

Test Taking Skills(1b) 1 1 (1)

Test Taking Skills(2a) 1 1 (1)

Test Taking Skills(2b) 1 1 (1)

Test Taking Skills(3a) 1 1 (1)

Test Taking Skills(3b) 1 1 (1)

Critical Reading(1a) 1 1 (1)

Critical Reading(1b) 1 1 (1)

1年 2年 3年 4年

教

養

科

目

区　分

科目群
授業科目

必選

の別
単

位

数

週時間数

備考

そ

の

他

英

語

科

目

（
ス

キ

ル

）

自

然

・

情

報

科

学

系

外

国

語

科

目

○印必修

前 後 前 後 前 後 前 後

科学技術と社会 2 2

情報処理演習(1) ○ 1 2

情報処理演習(2) ○ 1 2

情報処理演習(3) 1 2 必選変更

情報処理演習(4) 1 2 必選変更

ボランティア(1) 1

ボランティア(2) 1

教養ゼミナール(1) 2 2 (2)

教養ゼミナール(2) 2 2 (2)

教養特別講義(1) 2 2 (2)

教養特別講義(2) 2 2 (2)

Communication Skills(1) ○ 1 2

Communication Skills(2) ○ 1 2

Reading and Writing(1) ○ 1 2

Reading and Writing(2) ○ 1 2

Basic English Training(a) 1 1 (1)

Basic English Training(b) 1 1 (1)

Grammar(1a) 1 1 (1)

Grammar(1b) 1 1 (1)

Grammar(2a) 1 1 (1)

Grammar(2b) 1 1 (1)

Test Taking Skills(1a) 1 1 (1)

Test Taking Skills(1b) 1 1 (1)

Test Taking Skills(2a) 1 1 (1)

Test Taking Skills(2b) 1 1 (1)

Test Taking Skills(3a) 1 1 (1)

Test Taking Skills(3b) 1 1 (1)

Critical Reading(1a) 1 1 (1)

Critical Reading(1b) 1 1 (1)

授業科目

必

選

の

別

単

位

数

週時間数

備考1年 2年 3年 4年

自

然

・

情

報

科

学

系教

養

科

目

区　分

科目群

そ

の

他

英

語

科

目

（
ス

キ

ル

）

外

国

語

科

目
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変更案 現行 

①：児童学コース　②：人間総合科学コース ○印必修 △印選択必修

① ② 前 後 前 後 前 後 前 後

Critical Reading(2a) 1 1 (1)

Critical Reading(2b) 1 1 (1)

Critical Reading(3a) 1 1 (1)

Critical Reading(3b) 1 1 (1)

Critical Listening(1a) 1 1 (1)

Critical Listening(1b) 1 1 (1)

Critical Listening(2a) 1 1 (1)

Critical Listening(2b) 1 1 (1)

Critical Listening(3a) 1 1 (1)

Critical Listening(3b) 1 1 (1)

Communication Strategies(1a) 1 1 (1)

Communication Strategies(1b) 1 1 (1)

Communication Strategies(2a) 1 1 (1)

Communication Strategies(2b) 1 1 (1)

Communication Strategies(3a) 1 1 (1)

Communication Strategies(3b) 1 1 (1)

Academic English(1a) 1 1 (1)

Academic English(1b) 1 1 (1)

Academic English(2a) 1 1 (1)

Academic English(2b) 1 1 (1)

Academic English(3a) 1 1 (1)

Academic English(3b) 1 1 (1)

Literature in English(1a) 1 1 (1)

Literature in English(1b) 1 1 (1)

Literature in English(2a) 1 1 (1)

Literature in English(2b) 1 1 (1)

Global Culture(1a) 1 1 (1)

Global Culture(1b) 1 1 (1)

英

語

科

目

（
教

養

）

外

国

語

科

目

英

語

科

目

（
ス

キ

ル

）

1年 2年 3年 4年
区　分

科目群
授業科目

必選

の別
単

位

数

週時間数

備考

○印必修

前 後 前 後 前 後 前 後

Critical Reading(2a) 1 1 (1)

Critical Reading(2b) 1 1 (1)

Critical Reading(3a) 1 1 (1)

Critical Reading(3b) 1 1 (1)

Critical Listening(1a) 1 1 (1)

Critical Listening(1b) 1 1 (1)

Critical Listening(2a) 1 1 (1)

Critical Listening(2b) 1 1 (1)

Critical Listening(3a) 1 1 (1)

Critical Listening(3b) 1 1 (1)

Communication Strategies(1a) 1 1 (1)

Communication Strategies(1b) 1 1 (1)

Communication Strategies(2a) 1 1 (1)

Communication Strategies(2b) 1 1 (1)

Communication Strategies(3a) 1 1 (1)

Communication Strategies(3b) 1 1 (1)

Academic English(1a) 1 1 (1)

Academic English(1b) 1 1 (1)

Academic English(2a) 1 1 (1)

Academic English(2b) 1 1 (1)

Academic English(3a) 1 1 (1)

Academic English(3b) 1 1 (1)

Literature in English(1a) 1 1 (1)

Literature in English(1b) 1 1 (1)

Literature in English(2a) 1 1 (1)

Literature in English(2b) 1 1 (1)

Global Culture(1a) 1 1 (1)

Global Culture(1b) 1 1 (1)

外

国

語

科

目

英

語

科

目

（
教

養

）

英

語

科

目

（
ス

キ

ル

）

区　分

科目群
授業科目

必

選

の

別

単

位

数

週時間数

備考1年 2年 3年 4年

－学則－96－



変更案 現行 

①：児童学コース　②：人間総合科学コース ○印必修 △印選択必修

① ② 前 後 前 後 前 後 前 後

Global Culture(2a) 1 1 (1)

Global Culture(2b) 1 1 (1)

Language Sciences(1a) 1 1 (1)

Language Sciences(1b) 1 1 (1)

Language Sciences(2a) 1 1 (1)

Language Sciences(2b) 1 1 (1)

Global Society(1a) 1 1 (1)

Global Society(1b) 1 1 (1)

Global Society(2a) 1 1 (1)

Global Society(2b) 1 1 (1)

海外・特別選抜セミナー 2 2 (2)

外国語特別講義(a) 1 1 (1)

外国語特別講義(b) 1 1 (1)

ドイツ語(1a) 1 1 (1)

ドイツ語(1b) 1 1 (1)

ドイツ語(2a) 1 1 (1)

ドイツ語(2b) 1 1 (1)

フランス語(1a) 1 1 (1)

フランス語(1b) 1 1 (1)

フランス語(2a) 1 1 (1)

フランス語(2b) 1 1 (1)

スペイン語(1a) 1 1 (1)

スペイン語(1b) 1 1 (1)

スペイン語(2a) 1 1 (1)

スペイン語(2b) 1 1 (1)

イタリア語(1a) 1 1 (1)

イタリア語(1b) 1 1 (1)

英

語

科

目

（
教

養

）

外

国

語

科

目

英

語

以

外

の

外

国

語

科

目

区　分

科目群

週時間数

備考1年 2年 3年 4年

共

通

授業科目

必選

の別
単

位

数

○印必修

前 後 前 後 前 後 前 後

Global Culture(2a) 1 1 (1)

Global Culture(2b) 1 1 (1)

Language Sciences(1a) 1 1 (1)

Language Sciences(1b) 1 1 (1)

Language Sciences(2a) 1 1 (1)

Language Sciences(2b) 1 1 (1)

Global Society(1a) 1 1 (1)

Global Society(1b) 1 1 (1)

Global Society(2a) 1 1 (1)

Global Society(2b) 1 1 (1)

海外・特別選抜セミナー 2 2 (2)

外国語特別講義(a) 1 1 (1)

外国語特別講義(b) 1 1 (1)

ドイツ語(1a) 1 1 (1)

ドイツ語(1b) 1 1 (1)

ドイツ語(2a) 1 1 (1)

ドイツ語(2b) 1 1 (1)

フランス語(1a) 1 1 (1)

フランス語(1b) 1 1 (1)

フランス語(2a) 1 1 (1)

フランス語(2b) 1 1 (1)

スペイン語(1a) 1 1 (1)

スペイン語(1b) 1 1 (1)

スペイン語(2a) 1 1 (1)

スペイン語(2b) 1 1 (1)

イタリア語(1a) 1 1 (1)

イタリア語(1b) 1 1 (1)

英

語

科

目

（
教

養

）

外

国

語

科

目

英

語

以

外

の

外

国

語

科

目

区　分

科目群
授業科目

必

選

の

別

単

位

数

週時間数

備考1年 2年 3年 4年

共

通

－学則－97－



変更案 現行 

①：児童学コース　②：人間総合科学コース ○印必修 △印選択必修

① ② 前 後 前 後 前 後 前 後

イタリア語(2a) 1 1 (1)

イタリア語(2b) 1 1 (1)

中国語(1a) 1 1 (1)

中国語(1b) 1 1 (1)

中国語(2a) 1 1 (1)

中国語(2b) 1 1 (1)

アラビア語(1a) 1 1 (1)

アラビア語(1b) 1 1 (1)

アラビア語(2a) 1 1 (1)

アラビア語(2b) 1 1 (1)

韓国語(1a) 1 1 (1)

韓国語(1b) 1 1 (1)

韓国語(2a) 1 1 (1)

韓国語(2b) 1 1 (1)

日本語表現(a) 1 1 (1)

日本語表現(b) 1 1 (1)

人間と健康 ○ ○ 2 2

基礎体育(1a) ○ △ 0.5 1 必選変更

基礎体育(1b) ○ △ 0.5 1 必選変更

基礎体育(2a) ○ △ 0.5 1 必選変更

基礎体育(2b) ○ △ 0.5 1 必選変更

保育原理 ○ ○ 2 2

教育原理 ○ 2 2 必選変更

教育社会学 ○ 2 2 必選変更

子ども家庭福祉 ○ ○ 2 2

社会福祉 ○ 2 2 必選変更

社会的養護(1) 2 2

専

門

科

目

英

語

以

外

の

外

国

語

科

目

外

国

語

科

目

区　分

科目群
授業科目

必選

の別
単

位

数

週時間数

備考1年 2年 3年 4年

体

育

科

目

○印必修

前 後 前 後 前 後 前 後

イタリア語(2a) 1 1 (1)

イタリア語(2b) 1 1 (1)

中国語(1a) 1 1 (1)

中国語(1b) 1 1 (1)

中国語(2a) 1 1 (1)

中国語(2b) 1 1 (1)

アラビア語(1a) 1 1 (1)

アラビア語(1b) 1 1 (1)

アラビア語(2a) 1 1 (1)

アラビア語(2b) 1 1 (1)

韓国語(1a) 1 1 (1)

韓国語(1b) 1 1 (1)

韓国語(2a) 1 1 (1)

韓国語(2b) 1 1 (1)

日本語表現(a) 1 1 (1)

日本語表現(b) 1 1 (1)

人間と健康 ○ 2 2

基礎体育(1a) ○ 0.5 1 必選変更

基礎体育(1b) ○ 0.5 1 必選変更

基礎体育(2a) ○ 0.5 1 必選変更

基礎体育(2b) ○ 0.5 1 必選変更

SD PBL(2) ○ 1 2 (2) 区分変更

SD PBL(3) ○ 1 2 区分変更

保育原理 ○ 2 2

教育原理 ○ 2 2 必選変更

教育社会学 2 2 必選変更

子ども家庭福祉 ○ 2 2

社会福祉 2 2 必選変更

社会的養護(1) 2 2

専

門

科

目

英

語

以

外

の

外

国

語

科

目

外

国

語

科

目

区　分

科目群
授業科目

必

選

の

別

単

位

数

週時間数

備考1年 2年 3年 4年

PBL科目

体

育

科

目

－学則－98－



変更案 現行 

①：児童学コース　②：人間総合科学コース ○印必修 △印選択必修

① ② 前 後 前 後 前 後 前 後

保育者論 ○ 2 2 必選変更

発達心理学 ○ ○ 2 2 名称変更

教育心理学 ○ 2 2 必選変更

子ども家庭支援の心理学 ○ 2 2 必選変更

子どもの保健と健康 ○ 2 2 必選変更

子どもの安全と健康 1 2

子どもの食と栄養 ○ 2 2 必選変更

公衆衛生学 ○ 2 2 必選変更

子ども家庭支援論 2 2

保育の計画と評価 2 2

カリキュラム論 2 2

保育内容総論 ○ 2 2 必選変更

保育内容健康指導法 2 2

保育内容人間関係指導法 2 2

保育内容環境指導法 2 2

保育内容言葉指導法 2 2

保育内容表現指導法 2 2

乳児保育(1) 2 2

特別な配慮を必要とする子どもの理解と支援 ○ 2 2 必選変更

社会的養護(2) 1 1

子育て支援 ○ 2 2 必選変更

保育内容の理解と方法（音楽表現） 1 2

音楽実技入門 2 2

音楽実技(1) 2 2

保育内容の理解と方法（造形表現） 1 2

造形 2 2

保育内容の理解と方法（身体表現） 1 2

保育内容の理解と方法（言語表現） 1 2

専

門

科

目

1年 2年 3年 4年
区　分

科目群
授業科目

必選

の別
単

位

数

週時間数

備考

○印必修

前 後 前 後 前 後 前 後

保育者論 2 2 必選変更

発達心理学(1) ○ 2 2 名称変更

教育心理学 2 2 必選変更

子ども家庭支援の心理学 2 2 必選変更

子どもの保健と健康 2 2 必選変更

子どもの安全と健康 1 2

子どもの食と栄養 2 2 必選変更

公衆衛生学 2 2 必選変更

子ども家庭支援論 2 2

保育の計画と評価 2 2

カリキュラム論 2 2

保育内容総論 2 2 必選変更

保育内容健康指導法 2 2

保育内容人間関係指導法 2 2

保育内容環境指導法 2 2

保育内容言葉指導法 2 2

保育内容表現指導法 2 2

乳児保育(1) 2 2

特別な配慮を必要とする子どもの理解と支援 2 2 必選変更

社会的養護(2) 1 1

子育て支援 2 2 必選変更

保育内容の理解と方法（音楽表現） 1 2

音楽実技入門 2 2

音楽実技(1) 2 2

保育内容の理解と方法（造形表現） 1 2

造形 2 2

保育内容の理解と方法（身体表現） 1 2

保育内容の理解と方法（言語表現） 1 2

専

門

科

目

授業科目

必

選

の

別

単

位

数

週時間数

備考1年 2年 3年 4年
区　分

科目群

－学則－99－



変更案 現行 

①：児童学コース　②：人間総合科学コース ○印必修 △印選択必修

① ② 前 後 前 後 前 後 前 後

保育実習(1)(保育所・施設) 4 4

保育実習指導(1)(保育所) 1 2

保育実習指導(1)(施設) 1 2

保育実習(2)(保育所) 2 2

保育実習指導(2)(保育所) 1 2

保育実習(3)(施設) 2 2

保育実習指導(3)(施設) 1 2

保育・教職実践演習(幼稚園) 2 2

心理研究法 ○ 2 2 名称・必選・学年変更

臨床心理学 2 2

乳児保育(2) 2 2

音楽実技(2) 2 2

児童文化 2 2

子どもと昔話 2 2

手話 2 2

子どもと人間関係 2 2

子どもと言葉 2 2

教育学概論 ○ 2 2 必選変更

子どもの造形表現指導法 2 2

子どもの身体表現指導法 2 2

子どもの音楽表現指導法 2 2

幼児教育方法論 2 2

子ども理解の理論と方法 ○ 2 2 必選変更

教育相談 2 2

幼稚園教育実習(1) 2 2

幼稚園教育実習(2) 2 2

幼稚園教育実習指導(1) 1 2

幼稚園教育実習指導(2) 1 1

1年 2年 3年 4年
区　分

科目群
授業科目

必選

の別
単

位

数

週時間数

備考

専

門

科

目

○印必修

前 後 前 後 前 後 前 後

保育実習(1)(保育所・施設) 4 4

保育実習指導(1)(保育所) 1 2

保育実習指導(1)(施設) 1 2

保育実習(2)(保育所) 2 2

保育実習指導(2)(保育所) 1 2

保育実習(3)(施設) 2 2

保育実習指導(3)(施設) 1 2

保育・教職実践演習(幼稚園) 2 2

発達心理学(2) 2 2 名称・必選・学年変更

臨床心理学 2 2

乳児保育(2) 2 2

音楽実技(2) 2 2

児童文化 2 2

子どもと昔話 2 2

手話 2 2

子どもと人間関係 2 2

子どもと言葉 2 2

教育学概論 2 2 必選変更

子どもの造形表現指導法 2 2

子どもの身体表現指導法 2 2

子どもの音楽表現指導法 2 2

幼児教育方法論 2 2

子ども理解の理論と方法 2 2 必選変更

教育相談 2 2

幼稚園教育実習(1) 2 2

幼稚園教育実習(2) 2 2

幼稚園教育実習指導(1) 1 2

幼稚園教育実習指導(2) 1 1

授業科目

必

選

の

別

単

位

数

週時間数

備考1年 2年 3年 4年
区　分

科目群

専

門

科

目

－学則－100－



変更案 現行 

①：児童学コース　②：人間総合科学コース ○印必修 △印選択必修

① ② 前 後 前 後 前 後 前 後

インターンシップ(1) 1

インターンシップ(2) 1

子どもと環境 2 2

海外研修(1) 2

海外研修(2) 2

海外研修(3) 1

子育て支援演習 2 1 1 1 1 1 1

食農文化と子育て(1) 2 2

食農文化と子育て(2) 2 2

教育工学 ○ 2 2 必選変更

学習科学概論 ○ 2 2 必選変更

生涯発達心理学（1） ○ 1 2 必選変更

生涯発達心理学（2） ○ 1 2 必選変更

理工学と生活 2 2

生理学（1） 2 2

生理学（2） 2 2

解剖・外科学 2 2

臨床医学総論 2 2

基礎医学総論 2 2

医用工学リテラシー 2 2

医用機器 2 2

医用安全工学 2 2

音響工学 2 2

人間科学入門 ○ ○ 2 2 名称変更

SD PBL(1) ○ ○ 1 2 名称・単位数変更

SD PBL(2) ○ ○ 1 2 (2) 区分変更

SD PBL(3) ○ ○ 1 2 区分変更

専

門

科

目

1年 2年 3年 4年
区　分

科目群
授業科目

必選

の別
単

位

数

週時間数

備考

○印必修

前 後 前 後 前 後 前 後

インターンシップ(1) 1

インターンシップ(2) 1

子どもと環境 2 2

海外研修(1) 2

海外研修(2) 2

海外研修(3) 1

子育て支援演習 2 1 1 1 1 1 1

食農文化と子育て(1) 2 2

食農文化と子育て(2) 2 2

教育工学 2 2 必選変更

学習科学概論 2 2 必選変更

生涯発達心理学（1） 1 2 必選変更

生涯発達心理学（2） 1 2 必選変更

理工学と生活 2 2

生理学（1） 2 2

生理学（2） 2 2

解剖・外科学 2 2

臨床医学総論 2 2

基礎医学総論 2 2

医用工学リテラシー 2 2

医用機器 2 2

医用安全工学 2 2

音響工学 2 2

児童学入門 ○ 2 2 名称変更

基礎ゼミ ○ 2 2 名称・単位数変更

専

門

科

目

授業科目

必

選

の

別

単

位

数

週時間数

備考1年 2年 3年 4年
区　分

科目群

－学則－101－



変更案 現行 

①：児童学コース　②：人間総合科学コース ○印必修 △印選択必修

① ② 前 後 前 後 前 後 前 後

特別研究(1) ○ ○ 2 2 (2) 新設

特別研究(2) ○ ○ 2 2 (2) 名称・単位数・開講期変更

卒業研究(1) ○ ○ 3 6 (6) 新設

卒業研究(2) ○ ○ 3 (6) 6 名称・単位数・開講期変更

1年 2年 3年 4年
区　分

科目群
授業科目

必選

の別
単

位

数

週時間数

備考

専

門

科

目

○印必修

前 後 前 後 前 後 前 後

特別研究 ○ 4 2 2 名称・単位数・開講期変更

卒業研究 ○ 6 名称・単位数・開講期変更

専

門

科

目

区　分

科目群
授業科目

必

選

の

別

単

位

数

週時間数

備考1年 2年 3年 4年

　教養科目

右記を含むこと　○必修　４単位及び選択　４単位

右記を含むこと　○必修　２単位

　数理･ﾃﾞｰﾀｻｲｴﾝｽﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ

　（※DS及び※MS）
　４単位 右記を含むこと　※DS　　１単位

卒

業

要

件

右記を含むこと　○必修２２単位

　体育科目 右記を含むこと　○必修　４単位

　PBL科目

　専門科目 ９０単位

　外国語科目 ２０単位

　２単位 右記を含むこと　○必修　２単位

１２４単位　　以下を含むこと

①：児童学コース

②：人間総合科学コース

　体育科目

　教養科目

　数理･ﾃﾞｰﾀｻｲｴﾝｽﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ

　（※DS及び※MS）
　４単位 右記を含むこと　※DS　　１単位

右記を含むこと　○必修　４単位

１２４単位　　以下を含むこと

　専門科目 ９０単位 右記を含むこと　○必修３９単位

　外国語科目 右記を含むこと　○必修　４単位及び選択　４単位２０単位

右記を含むこと　○必修　２単位

卒

業

要

件

　専門科目 ９０単位 右記を含むこと　○必修３９単位

卒

業

要

件

１２４単位　　以下を含むこと

２０単位

　数理･ﾃﾞｰﾀｻｲｴﾝｽﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ

（※DS及び※MS）
　４単位 右記を含むこと　※DS　　１単位

　教養科目 右記を含むこと　○必修　４単位

　外国語科目 右記を含むこと　○必修　４単位及び選択　４単位

　体育科目 右記を含むこと　○必修　２単位及び△選択必修　１単位

－学則－102－



変更案 現行 

別表２ 教育職員免許状を取得するための教科及び教職に関する科目 

２－３ 人間科学部 教育課程表［教職］ 

2-3① 人間科学部 教育の基礎的理解に関する科目等及び保育内容の指導法 

（人間科学科）教育課程表 

2-3② 人間科学部 領域に関する専門的事項（人間科学科）教育課程表（表略） 

2-3③ 人間科学部 教育職員免許法施行規則第66条の6に定める科目（人間科学科） 

教育課程表（表略） 

別表２ 教育職員免許状を取得するための教科及び教職に関する科目 

２－３ 人間科学部 教育課程表［教職］ 

2-3① 人間科学部 教育の基礎的理解に関する科目等及び保育内容の指導法 

（児童学科）教育課程表 

2-3② 人間科学部 領域に関する専門的事項（児童学科）教育課程表（表略） 

2-3③ 人間科学部 教育職員免許法施行規則第66条の6に定める科目（児童学科） 

教育課程表（表略） 

別表３ 入学検定料，入学金及び授業料（学則第４６条） 別表３ 入学検定料，入学金及び授業料（学則第４６条） 

科目 学部 金額 備考 

入学検定料 全学部 

 

35,000円 

大学入学共通テスト

の成績のみを利用す

る場合は，18,000円 

入学金 全学部 200,000円  

授業料 

理工学部 

建築都市デザイン学部 

情報工学部 

1,476,000円 

環境学部 

メディア情報学部 1,290,000円 

デザイン･データ科学部

都市生活学部 1,194,000円  

人間科学部 1,176,000円  

科目 学部 金額 備考 

入学検定料 全学部 

 

35,000円 

大学入学共通テスト

の成績のみを利用す

る場合は，18,000円 

入学金 全学部 200,000円  

授業料 

理工学部 

建築都市デザイン学部 

情報工学部 

1,476,000円 

環境学部 

メディア情報学部 1,290,000円 

都市生活学部 1,194,000円  

人間科学部 1,176,000円  

○印必修　△印選択必修

前 後 前 後 前 後 前 後

幼稚園教諭

一種免許状

教

育

の

基

礎

的

理

解

に

関

す

る

科

目

等

①－４ 発達心理学 ○ 2 2 名称変更

備考3年 4年

週時間数
学則第４条の学科

で取得し得る教育

職員免許状の種類

科目区分 授業科目

必

選

の

別

単

位

数

1年 2年

○印必修　△印選択必修 ○印必修　△印選択必修

前 後 前 後 前 後 前 後

幼稚園教諭

一種免許状

教

育

の

基

礎

的

理

解

に

関

す

る

科

目

等

①－４ 発達心理学(1) ○ 2 2 名称変更

4年

学則第４条の学科

で取得し得る教育

職員免許状の種類

科目区分 授業科目

必

選

の

別

単

位

数
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変更案 現行 

別表６ 人材の養成及び教育研究上の目的（学則第４条の２） 別表６ 人材の養成及び教育研究上の目的（学則第４条の２） 

学部 学科 人材の養成及び教育研究上の目的 

理工学部 （略） 

機械工学科 （略） 

機械システム工学科 （略） 

電気電子通信工学科 （略） 

医用工学科 （略） 

応用化学科 （略） 

原子力安全工学科 （略） 

自然科学科 （略） 

建築都市デザイン学部 （略） 

建築学科 （略） 

都市工学科 （略） 

情報工学部 （略） 

情報科学科 （略） 

知能情報工学科 （略） 

環境学部 （略） 

環境創生学科 （略） 

環境経営システム学科 （略） 

メディア情報学部 （略） 

社会メディア学科 （略） 

情報システム学科 （略） 

デザイン･ 

データ科学部 

デザイン・ 

データ科学科 

定量・定性の両方のデータ科学に関する知識と

技術に裏付けられた批判的思考力と論理的思考

力、そしてグローバルリテラシーの涵養によ

り、世界のあらゆる「もの」と「こと」を読み

解く能力を修得させる。その上で、実社会にお

ける多種多様な課題を解決するために、新たな

「もの」と「こと」を具体的に、構想・設計・

構築、すなわち、デザインできる実践的な専門

力を持つ人材の養成を目的とする。 

都市生活学部 都市生活学科 （略） 

人間科学部 人間科学科 （略） 

学部 学科 人材の養成及び教育研究上の目的 

理工学部 （略） 

機械工学科 （略） 

機械システム工学科 （略） 

電気電子通信工学科 （略） 

医用工学科 （略） 

応用化学科 （略） 

原子力安全工学科 （略） 

自然科学科 （略） 

建築都市デザイン学部 （略） 

建築学科 （略） 

都市工学科 （略） 

情報工学部 （略） 

情報科学科 （略） 

知能情報工学科 （略） 

環境学部 （略） 

環境創生学科 （略） 

環境経営システム学科 （略） 

メディア情報学部 （略） 

社会メディア学科 （略） 

情報システム学科 （略） 

都市生活学部 都市生活学科 （略） 

人間科学部 児童学科 （略） 
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学則の変更の趣旨等を記載した書類 
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１．学則変更（収容定員変更）の内容 

令和 5年度から、神奈川県横浜市に位置する横浜キャンパスにデザイン・データ科学

部を設置することに伴い、入学定員 100名、収容定員 400名の増員を行う（令和 4年 4

月設置届出予定）。 

これにより、大学全体の入学定員を 1,650 名から 100 名増員し 1,750 名に、収容定

員を 6,600名から 400名増員し 7,000名とする。 

表 1 

学 部 学 科 
入学定員 収容定員 

現行 定員増 変更後 現行 定員増 変更後 

デザイン・データ科学部 デザイン・データ科学部 0 100 100 0 400 400 

小計 0 100 100 0 400 400 

その他の学科等 1,650 0 1,650 6,600 0 6,600 

大学総計 1,650 100 1,750 6,600 400 7,000 
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２．学則変更（収容定員変更）の必要性 

本学の創立に至るまでの経緯は、極めて独特であった。前身校である武蔵高等工科学

校は昭和 4年に創立されたが、その創設計画に奔走したのは多くの学生達であり、彼ら

の思いや行動に感銘を受けた創立者らによって、本学は誕生した。それ以来、本学は「公

正・自由・自治」を建学の精神とし、時代の要請に応じた実務型人材の養成を第一の目

標に掲げ、一貫して堅実な高等教育を継続してきた。 

昭和 24 年、学校教育法が制定されたのを機に、本学は新制の 4 年制大学となった。

当時からしばらくは機械工学科、電気工学科、建設工学科の 3学科を主体とした工学教

育に専念していたが、その後、時代の流れとともに平成 8年まで 70年近くにわたり工

業系単科大学として産業界に多くの人材を輩出し歴史を重ねてきた。 

その後、平成 9年には、教育の多様化、情報の高度化など社会からの要請を受け、第

二学部として社会科学系文理融合型の環境情報学部（平成 25年に環境学部とメディア

情報学部に改組）を神奈川県横浜市に開設し、複数の学部を有する大学となった。また、

平成 19年には高度情報化社会のなかで情報関連の総合的な問題解決を意図した教育を

行うため、第三学部として知識工学部（令和 2年度より情報工学部に名称変更）を設置

するに至っている。更に平成 21年には昨今の社会情勢を踏まえ、同一法人内の東横学

園女子短期大学を発展的に統合し、新たな学部（都市生活学部、人間科学部）を設置す

るとともに、大学名称を武蔵工業大学から東京都市大学に変更した。本学は、新しい時

代と社会の要請に応えるために、これまでの工業系単科大学から複数の学部を有する

大学へと大きく進化してきた結果、現在では 7学部 17学科、大学院 2研究科 8専攻を

擁する専門性の高い総合大学となった。 

社会は急速にグローバル化が進展している。また、世界が抱える課題は、今後ますま

す高度化、複雑化し続けるであろう。世界が大きく変化する一方で、AI、ビッグデータ、

IoT といった社会の在り方に影響を及ぼす技術革新が加速度的に進んでいる。本学は、

たとえ社会がどのように変わろうとも、時代の変化に即応しながら進化をし続け、優れ

た実践力、専門力、そして国際性という揺るぎない価値を備えた学生を養成して社会へ

送り出すこと、また、デジタル人材の不足という日本の将来に向けた大きな不安の解消

に向けた貢献の 1 つとして、令和 5 年 4 月にデザイン・データ科学部を新設すること

にした。これに伴い、大学全体の収容定員を増員する。以下に、その必要性を詳述する。 

本学では、建学の精神「公正・自由・自治」を活かしながら新たな発展を目指し、「持

続可能な社会発展をもたらすための人材育成と学術研究」を大学の理念として定めて

いる。地球を多角的、総合的に見ながら、持続的な発展へと導くことが、本学の役割・

使命と受け止め、そのための人材育成と学術研究を推進してきた。これらを受けて、新

設するデザイン・データ科学部では人材の養成及び教育研究上の目的を、「定量・定性

の両方のデータ科学に関する知識と技術に裏付けられた批判的思考力と論理的思考力、

そしてグローバルリテラシーの涵養により、世界のあらゆる「もの」と「こと」を読み
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解く能力を修得させる。その上で、実社会における多種多様な課題を解決するために、

新たな「もの」と「こと」を具体的に、構想・設計・構築、すなわち、デザインできる

実践的な専門力を持つ人材の養成を目的とする。」と定めた。 

中央教育審議会の答申「2040 年に向けた高等教育のグランドデザイン」（平成 30 年

11月）に記載されているように、AI、ビッグデータ、IoT等の先端技術の高度化に伴い、

あらゆる産業や社会生活に取り入れることで、誰もが活躍でき、様々な社会課題を解決

できる、日本ならではの持続可能でインクルーシブな経済社会システムである Society 

5.0（超スマート社会）の実現に向けた取組が加速している中で、その実現に寄与でき

る高度デジタル人材の必要性が高まっている。Society 5.0、第 4次産業革命が目指す

社会に必要とされる人材は、予測不可能な時代を生きぬくことができる人材であり、そ

の人材像は、普遍的な知識・理解と汎用的技能を文理横断的に身に付けていくことがで

き、時代の変化に合わせて積極的に社会を支え、論理的思考力を持って社会を改善して

いく資質を有する人材であると考える。 

このような人材を養成するためには、従来の工学的要素技術の教育・研究だけでは不

十分であり、社会科学やグローバルなリテラシーと教養も含めた多面的で多様な知識

を必要に応じて取捨選択しながら活用できる能力が必要である。デザイン・データ科学

部では、数学と情報工学を基盤とし、数値データや言語データなどのデータ情報処理な

どを学ぶ科目群「データ科学」（専門基礎科目及び専門応用科目）に加え、デザイン工

学や感性工学を基盤として、製品のデザインを進めるためのデザイン思考などを学ぶ

科目群「ユーザーエクスペリエンスデザイン」（専門基礎科目及び専門応用科目）、経営

科学や社会工学を基盤として、Society 5.0などのデジタル社会の設計を目指したサー

ビス工学などを学ぶ科目群「ソーシャルシステムデザイン」（専門基礎科目及び専門応

用科目）と、各科目区分の共通知識となる科目群「グローバル教養系」（教養科目）を

学び、データ科学に関する確かなスキルと「もの」と「こと」に関する構想・設計・構

築、すなわち、デザインできる力を活かしつつ、新しい体験や社会を創出するために活

躍できる人材を養成することで、社会が求める人材需要に応えることができるものと

考えた。 

以上のような社会からの要請に応えるために、デザイン・データ科学部を新設し、大

学全体の収容定員を増員させることとした。 
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３．学則変更（収容定員変更）に伴う教育課程等の変更内容 

(ｱ) 教育課程の変更内容

デザイン・データ科学部では、数学や情報学を重視した理工学におけるデータサイエ

ンス教育だけでなく、その背景知識である人文学や社会科学で構成されている教養科

目も重視する。特に、グローバルに活躍できる知識や能力を身に付けることができる

「グローバル教養系」の科目群を設け、さらには、本学部の基盤となる「データ科学」

の科目群においては、定量的データだけでなく定性的データも扱い、データサイエンス

における専門的な分析能力を習得できる教育課程を編成している。また、社会や人間に

役立つ「もの」や「こと」を作り出せる実践的な能力を身に付けるために、「ユーザー

エクスペリエンスデザイン」及び「ソーシャルシステムデザイン」の科目群においては、

演習を重視した教育課程を編成している。 

教育課程は、教養科目（「人文学系」「社会科学系」「人間科学系」「自然・情報科学系」

「グローバル教養系」「その他」）、外国語科目（「英語科目」）、専門基礎科目（「データ

科学」「ユーザーエクスペリエンスデザイン」「ソーシャルシステムデザイン」「その他」）、

専門応用科目（「データ科学」「ユーザーエクスペリエンスデザイン」「ソーシャルシス

テムデザイン」「その他」）から構成され、特に、専門基礎科目及び専門応用科目の科目

区分は、本学部での教育における 3つの柱である「データ科学」「ユーザーエクスペリ

エンスデザイン」「ソーシャルシステムデザイン」の科目群によって主に構成されてい

る。学部教育の集大成として、必修科目「キャップストーンプロジェクト」を配置して

いる。 

本学部の設置により、教養科目のうち科目群「人文学系」「社会科学系」「人間科学系」

「自然・情報科学系」の各科目は、他学部との共通科目であることから、他学部に影響

を及ぼす可能性がある。しかし、デザイン・データ科学部の学生がこれらの科目を履修

する可能性がある単位数は 0～14単位であるところ、33科目 52単位と十分な科目を準

備していること、また、想定履修者数に応じた教室配当を適切に行うことで、他学部の

教育課程に影響を与えないように配慮し、従来と同等の内容を担保することにしてい

る。 

(ｲ) 教育方法及び履修指導方法の変更内容

①教育方法

デザイン・データ科学部の授業方法は、教養科目のうち科目群「人文学系」「社会

科学系」等の各科目は、対象とする専門領域の意味や内容を理解することを目的とす

るため、主として講義形式の授業形態を採用する一方、メディア教材の活用や、グル

ープ・ディスカッションやグループ・ワーク、プレゼンテーションに基づくディベー

ト等のアクティブラーニングも積極的に取り入れ、能動的な学修を促進する。外国語

科目や専門基礎科目、専門応用科目においては、より実践的に活用できる能力の習得

が重要であることから、授業形態として講義形式に加え、演習形式も採用する。授業
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内容に応じた学生数の設定は、設備や演習における指導体制を考慮した人数設定と

する。授業の実施方法においては、能動的な学修を促進するために、グループ・ディ

スカッションやグループ・ワーク、プレゼンテーションに基づくディベートを積極的

に取り入れ、また、企業や外部講師との連携も重視することで、実践的な問題発見能

力・解決能力を高める学習方式を導入する。 

各授業科目の配当年次は、基礎から応用へと体系的な学修が可能となるように配

置し、特定の学年や学期に偏ることのない履修ができるよう配当している。さらに、

学生の学びたい意欲や得意な分野をさらに伸ばすことを重視し、必修科目の配置は

14科目 21単位（1年次 11科目 15単位、2年次 1科目 1単位、3年次 1科目 1単位、

4年次 1科目 4単位）とすることにより、学生個人の前向きな学びを実現できる教育

課程を編成している。また、単位の実質化の観点から、教室における学習と教室外学

習を効果的に組み合わせた授業を実施し、教育効果をさらに高めるために 1 年間の

履修上限単位数を 40単位（半期で 20単位）と定めている。さらに、卒業時における

学生の質の担保の観点から、シラバスにおいて各授業科目における学習目標や達成

目標、授業の方法や計画を明示し、成績評価基準や卒業認定基準に基づいた評価を厳

格に行う。 

このように、本学部では、教育方法を整備し充実させるとともに、今後の状況に応

じて、授業方法を継続的に改善していくことに努める。 

なお、本学部の設置により、他学部の教育方法に影響を及ぼすことはなく、他学部

の教育方法も従来と同等の内容が担保されている。 

②履修指導方法

東京都市大学クラス担任規程（資料２）に基づき、各学年にクラス担任教員を配置

することで、各学年の学生に対して履修相談が可能な教員を明確に示し、個別で、か

つきめ細やかな履修指導体制を整えることにしている。各学期初には履修関係のガ

イダンスやクラス担任教員との面談を実施することで、各学年・学期における履修モ

デルの説明、学生の適性や能力、卒業後の進路等に応じた履修科目の選択に関する助

言・アドバイスを行う。また、学生が適切な授業科目を履修するために、科目区分間

の関連性、さらには、専門基礎科目及び専門応用科目における 3つの科目群（「デー

タ科学」「ユーザーエクスペリエンスデザイン」「ソーシャルシステムデザイン」）の

構成に応じて、学生それぞれが持つべき学習目標や学生が目指す人材像に対応した

履修モデルも提示する。 

このように、デザイン・データ科学部では、卒業時における学生の質保証を確立す

るため、個別の学生に対する履修指導体制を整えることにしている。 

なお、本学部の設置により、他学部の履修指導方法に影響を及ぼすことはなく、他

学部の履修指導方法も従来と同等の内容が担保されている。 
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(ｳ) 教員組織の変更内容

デザイン・データ科学部の専任教員数は 16名（うち、教授 10名）である。これは、

大学設置基準別表第一イ（1）に定める必要専任教員数〔学部の種類：工学関係、収容

定員：400名〕14名（うち、教授 7名）を上回っている。 

本学部の設置により、他学部等から教員の移籍が生じる。これに応じて、他学部では

新たに教員を採用することで、他学部の教育の質は従来と同等のものを担保する。 

(ｴ) 大学全体の施設・設備の変更内容

デザイン・データ科学部を設置する横浜キャンパスは、専任教員の研究室を除き、環

境学部及びメディア情報学部並びに大学院環境情報学研究科環境情報学専攻が共用し

ている。同キャンパスは、講義・研究棟、図書館・情報基盤センター棟、食堂棟、体育

館・部室棟及び本館棟から構成されており、主に学生が授業を履修する講義・研究棟及

び図書館・情報基盤センター棟には、収容人数 200名～300名教室が 4室（約 192㎡～

320㎡）、100名～150名教室が 8室（約 134㎡～217㎡）、60名～90名教室が 8室（約

70㎡～163㎡））、20名～50名教室が 15室（約 30㎡～108㎡）ある。 

また、各種イベント等の開催も可能な大教室（収容人数（教室を連接して最大）500

名）を設置している。体育施設については、体育館アリーナ（約 1,008㎡）、フットサ

ルコート（約 1,144㎡：1面）、テニスコート（2,272㎡：3面）、プレーコート（1,348

㎡：バスケットコート 2面）を設置している。前述の通り、講義・研究棟、図書館・情

報基盤センター棟は、本学部以外に環境学部及びメディア情報学部並びに大学院環境

情報学研究科環境情報学専攻の学生も一緒に学ぶ。完成年度（令和 8年度）を想定した

使用教室数のシミュレーションを行った結果、教室稼働率の平均は 40.4％（資料３）

であった。この結果から、十分な教室数を確保できており、現状のまま使用しても何ら

支障はないことを確認した。また、講義・研究棟、図書館・情報基盤センター棟及び体

育館・部室棟には、専任教員全員の研究室が確保されている他、共通教育部の専任教員

の研究室 4室も確保されている。研究室以外の施設・設備としては、環境実験・演習室

1室（約 163㎡）、フィールド演習室 1室（約 98㎡）、会議室 2室（約 96㎡～233㎡）、

就職資料室 1 室（32 ㎡）、就職面談室 1 室（約 40 ㎡）、学生相談室 1 室（約 21 ㎡）が

ある。 

以上から、デザイン・データ科学部の新設に伴う収容定員の増員後においても、現在

の横浜キャンパスの施設・設備のキャパシティ内で教育・研究を行えるため、他学部の

教育研究環境に何ら支障はない。すなわち、定員変更前の施設・設備と比較して、他学

部では同等の内容が担保されている。 
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 別記様式第２号（その２の１）

（用紙　日本産業規格Ａ４縦型）

必

修

選

択

自

由

講

義

演

習

実
験
・
実
習

教

授

准
教
授

講

師

助

教

助

手

倫理学(1) 1前 2 ○ 兼1

倫理学(2) 1後 2 ○ 兼1

倫理学(a) 1後 1 ○ 兼1

倫理学(b) 1後 1 ○ 兼1

視覚芸術史(1) 1前 2 ○ 兼1

視覚芸術史(2) 1後 2 ○ 兼1

デザイン概論(1) 2前 2 ○ 兼1 ※演習

デザイン概論(2) 2後 2 ○ 兼1 ※演習

日本史(1) 1前 2 ○ 兼1

日本史(2) 1後 2 ○ 兼1

西洋史(1) 1前 2 ○ 兼1

西洋史(2) 1後 2 ○ 兼1

社会学入門(a) 1前 1 ○ 兼1

社会学入門(b) 1前 1 ○ 兼1

日本経済論(a) 3前 1 ○ 兼1

日本経済論(b) 3前 1 ○ 兼1

西洋経済史 1前･後 2 ○ 兼1

日本の政治(a) 2前 1 ○ 兼1

日本の政治(b) 2前 1 ○ 兼1

日本国憲法 1前･後 2 ○ 兼1

法学 1前 2 ○ 兼1

民法 1後 2 ○ 兼1

心理学入門 1前 2 ○ 兼1

社会とジェンダー(a) 1後 1 ○ 兼1

社会とジェンダー(b) 1後 1 ○ 兼1

日本文化の伝承(a) 1後 1 ○ 兼1

日本文化の伝承(b) 1後 1 ○ 兼1

スポーツ・健康論 1前･後 2 ○ 兼1

データサイエンスリテラシー(1) 1前･後 1 ○ 1

データサイエンスリテラシー(2) 1前･後 1 ○ 1

環境問題と社会 1前 2 ○ 兼1

情報編集入門 1後 2 ○ 1

Japan Studies 2前･後 2 ○ 兼1

Global Studies(1) 2前･後 2 ○ 1

Global Studies(2) 2前･後 2 ○ 1

Global Studies(3) 2前･後 2 ○ 兼1

Global Studies(4) 2前･後 2 ○ 兼1

Intercultural Understanding(1) 2前･後 2 ○ 1

Intercultural Understanding(2) 2前･後 2 ○ 1

教養特別講義 1前･後 2 ○ 1

ボランティア(1) 1･2･3･4 1 ○ 1

ボランティア(2) 1･2･3･4 1 ○ 1

インターンシップ(1) 1･2･3･4 1 ○ 1

インターンシップ(2) 1･2･3･4 1 ○ 1

教
養
科
目

人
文
学
系

社
会
科
学
系

グ
ロ
ー

バ
ル
教
養
系

自
然
・

情
報
科
学
系

人
間
科
学
系

そ
の
他

授業形態単位数 専任教員等の配置

授業科目の名称

教 育 課 程 等 の 概 要

科目
区分

（デザイン・データ科学部 デザイン・データ科学科）

配当年次 備考

資料１ 
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教
授
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師

助
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助

手

授業形態単位数 専任教員等の配置

授業科目の名称

教 育 課 程 等 の 概 要

科目
区分

（デザイン・データ科学部 デザイン・データ科学科）

配当年次 備考

English I-A 1前 1 ○ 兼4

English I-B 1前 1 ○ 兼4

English II-A 1前･後 1 ○ 1 兼3

English II-B 1前･後 1 ○ 1 兼3

English III-A 1前･後 1 ○ 1 兼3

English III-B 1前･後 1 ○ 1 兼3

Reading Comprehension 1後･2前 2 ○ 兼1

Debate & Discussion 1後･2前 2 ○ 兼1

Presentation Strategies 1後･2前 2 ○ 兼1

English Test Preparation 1後･2前 2 ○ 1

Writing Strategies 1後･2前 2 ○ 兼1

Academic Reading 1後･2前 2 ○ 1

Academic Discussion 1後･2前 2 ○ 1

Academic Presentation 1後･2前 2 ○ 1

1後･2前 2 ○ 1

Academic Research & Writing 1後･2前 2 ○ 1

データサイエンス概論 1前 2 ○ 1

コンピュータ基礎演習 1前 2 ○ 1

プログラミング基礎演習 1後 2 ○ 1

データサイエンス数学 1前 2 ○ 1

統計学基礎 2前 2 ○ 1

統計データ解析演習 2後 2 ○ 1

情報学理論 1前 2 ○ 1

アルゴリズムとデータ構造 1後 2 ○ 1

機械学習論 2前 2 ○ 1

データマイニング 2後 2 ○ 1

データベース 2後 2 ○ 1

データ社会論 1後 2 ○ 1

量的ユーザー調査 1後 2 ○ 1

質的ユーザー調査 1後 2 ○ 1

経営分析論 2前 2 ○ 1

業務プロセス分析 2前 2 ○ 1

ユーザーエクスペリエンスデザイン入門 1前 2 ○ 2 1 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

デザインプレゼンテーション 2前 2 ○ 1

デザインプロトタイピング(1) 2前 2 ○ 1

ウェブプログラミング 2後 2 ○ 1

情報デザイン 2後 2 ○ 1

デザインリサーチ 3前 2 ○ 1 1 共同

ソーシャルシステムデザイン入門 1後 2 ○ 3 1 ｵﾑﾆﾊﾞｽ,共同

金融・市場システム論 2後 2 ○ 1

サービスイノベーション 2前 2 ○ 1

経営戦略概論 2前 2 ○ 1

総合的品質管理 2後 2 ○ 1

オペレーションマネジメント 2後 2 ○ 1

プロジェクトマネジメント 3前 2 ○ 1

英
語
科
目

デ
ー

タ
科
学

ユ
ー

ザ
ー

エ
ク
ス
ペ
リ
エ
ン
ス

デ
ザ
イ
ン

English Test Preparation for Academic Purposes

ソ
ー

シ
ャ

ル
シ
ス
テ
ム

デ
ザ
イ
ン

外
国
語
科
目

専
門
基
礎
科
目
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授業形態単位数 専任教員等の配置

授業科目の名称

教 育 課 程 等 の 概 要

科目
区分

（デザイン・データ科学部 デザイン・データ科学科）

配当年次 備考

SD PBL(1) 1前 1 ○ 4 2 共同

SD PBL(2) 2前 1 ○ 1

SD PBL(3) 3後 1 ○ 1

小計（32科目） － 11 50 0 － 10 3 1 0 0 0

プログラミング応用演習 2前 2 ○ 1

機械学習演習 2後 2 ○ 1

ビッグデータ解析演習 3前 2 ○ 1

ベイズ統計学 3前 2 ○ 1

ニューラルネットワーク 3前 2 ○ 1

画像・音声処理 3後 2 ○ 1

自然言語処理 3後 2 ○ 1

ウェブデータ処理 3後 2 ○ 1

企業経営分析ケーススタディ 3前 2 ○ 1

デザインプロトタイピング(2) 3前 2 ○ 1

ブランドコンセプトデザイン 3後 2 ○ 1

インタフェースデザイン 3前 2 ○ 1

感性デザイン演習 3前 2 ○ 1

デザインプロダクション演習 3後 2 ○ 1

インタラクションデザイン演習 3後 2 ○ 1

ビヘイビアル・ファイナンス 3前 2 ○ 1

リスク＆クライシスマネジメント 3後 2 ○ 1

未来創造デザインプロジェクト 3後 2 ○ 1

サービスシステムデザイン演習 3前 2 ○ 1

サプライチェーンデザイン演習 3後 2 ○ 1

ビジネスシステムデザイン演習 3後 2 ○ 1

特別講義 1前･後 2 ○ 1

海外インターンシップ 2･3･4 2 ○ 1

COOPプログラム 4前 4 ○ 1

キャップストーンプロジェクト 4後･前 4 ○ 10 3 1 共同

－ 4 50 0 － 10 4 1 0 0 0

－ 21 190 0 10 5 1 0 0 兼19

小計（25科目）

１学年の学期区分

１時限の授業時間

１学期の授業期間

２学期

１４週

１００分

そ
の
他

デ
ー

タ
科
学

ユ
ー

ザ
ー

エ
ク
ス
ペ
リ
エ
ン
ス

デ
ザ
イ
ン

そ
の
他

ソ
ー

シ
ャ

ル
シ
ス
テ
ム

デ
ザ
イ
ン

－

学位又は学科の分野

専
門
応
用
科
目

教養科目12単位以上（うち選択必修（Japan Studies, Global Studies
(1)-(4), Intercultural Understanding(1)(2)）から6単位以上を含
む），外国語科目14単位以上（うち必修6単位，選択必修（Academic
Reading, Academic Discussion, Academic Presentation, English
Test Preparation for Academic Purposes, Academic Research &
Writing）から4単位以上を含む），専門基礎科目50単位以上（うち必修
11単位，選択必修（プログラミング基礎演習, データサイエンス数学,
統計学基礎, 統計データ解析演習, 情報学理論, アルゴリズムとデータ
構造, 機械学習論, データマイニング, データベース, データ社会論,
量的ユーザー調査, 質的ユーザー調査）から20単位以上を含む），専門
応用科目40単位以上（うち必修4単位，選択必修（感性デザイン演習,
デザインプロダクション演習, インタラクションデザイン演習, サービ
スシステムデザイン演習, サプライチェーンデザイン演習, ビジネスシ
ステムデザイン演習）から2単位以上を含む）を修得し，合計124単位以
上を修得すること。

（履修科目の登録の上限：20単位（半期））

授業期間等

学位又は称号 学士（学術）

合計（117科目）

工学関係

卒 業 要 件 及 び 履 修 方 法
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資料２ 

○東京都市大学クラス担任規程

(目的) 

第１条 東京都市大学は、学生の健全な修学及び学生生活を補助・促進し、その向上を図

るために、各学科の全ての学年にクラス担任教員を置く。 

(職務) 

第２条 クラス担任教員は、前条の目的を達成するため、その担任するクラスの学生に必

要な助言指導を行う。 

(選任) 

第３条 各学科は、年度ごとにクラス担任別のクラスを適切に編成するとともに、クラス

担任教員を各学科の専任教員のうちから学部長に推薦する。 

２ 事例研究及び卒業研究配属学生については、研究指導教員をクラス担任職務者として

学部長に推薦することができる。 

(任命) 

第４条 学部長は、前条の推薦に基づきクラス担任を任命する。 

２ 任期途中において、任務遂行を全うできないと認められた場合には、学部長はクラス

担任の職を解くことができる。 

(任期) 

第５条 クラス担任教員の任期は、1年とする。ただし、再任を妨げない。

(欠員の補充) 

第６条 クラス担任の任期中欠員が生じた場合は、直ちに第 3条及び第 4条の規定により

前任者の残任期間の任命手続きを行う。 

(規程の改廃) 

第７条 この規程の改廃は、大学協議会の議を経て、学長が行う。 

－設置等の趣旨（資料）－5－



資料３ 

完成年度（令和 8年度）を想定した使用教室数のシミュレーション結果 

曜日 学期 教室数 使用教室数 使用率(％) 

月 
前期 175 107 61.1 

後期 175 91 52.0 

火 
前期 175 92 52.6 

後期 175 82 46.9 

水 
前期 175 45 25.7 

後期 175 42 24.0 

木 
前期 175 110 62.9 

後期 175 91 52.0 

金 
前期 175 98 56.0 

後期 175 87 49.7 

土 
前期 175 1 0.6 

後期 175 2 1.1 

全体 2,100 848 40.4 
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学生の確保の見通し等を記載した書類 

目次 

（１）学生の確保の見通し及び申請者としての取組状況 
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②上記①が社会的，地域的な人材需要の動向等を踏まえたものであることの客観的な根拠

・・・ｐ． ９
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（１）学生の確保の見通し及び申請者としての取組状況

①学生の確保の見通し

ア．定員充足の見込み

本学は、「学則の変更の趣旨等を記載した書類」で前述のとおり、建学の精神である「公正、

自由、自治」の下、実践的な専門性を重視した教育理念を掲げ、社会からの要請に応えるべ

く教育・研究の改革を継続的に実行してきた。その結果、本学の教育・研究が、高校生やそ

の保護者、高校の進路指導担当教員等の様々なステークホルダーから十分に認知、評価され、

本学の過去 5年間の入試動向を見てみると、平均志願者数は 27,153.8名、平均志願倍率（志

願者数÷入学定員）は 16.70倍と高倍率であった（資料 1）。また、東洋経済 ONLINE（2021年

5月 29日）『「最新！志願者数が多い大学」ランキングトップ 50』によると、2021年志願者数

ランキングは全国で 28位と上位に位置付けられた（資料 2）。より一層、社会からの要請に応

えるべく、この度、デザイン・データ科学部を新設するため、収容定員の増員を行う。以下、

デザイン・データ科学部における定員充足の見込みを述べる。 

入学定員充足の見込みを説明するにあたり、ⅰ)本学における類似学部の過去の入試実績、

ⅱ)同分野を有する近隣大学の入学志願動向、ⅲ)Society 5.0、第 4次産業革命が目指す社会

と必要とされる人材については、中央教育審議会の答申「2040年に向けた高等教育のグラン

ドデザイン」（平成 30年 11月）に基づいて述べる。ⅰ)、ⅱ)より短期的に定員充足に問題が

ないこと、そして、ⅲ)より中長期的にも志願者数の確保が安定的に見込まれること、これら

を合わせて、入学定員の設定の妥当性を説明する。 

ⅰ)本学における類似学部の過去の入試実績 

この度新設するデザイン・データ科学部の本学における類似学部として、情報工学部及び

メディア情報学部があげられる。両学部における平成 29年度から令和 3年度までの過去 5年

間の入試動向を見てみると、情報工学部の志願者数は、平成 29年度の 2,425名に対し、令和

3 年度は 4,782 名と約 2 倍となっていることが分かる。メディア情報学部の志願者数は、平

成 29年度の 1,779名に対し、令和 3年度は 3,113名と約 1.7倍となっており、両学部共に大

幅な増加傾向にあることがわかる（資料 3）。 

これらは、本学におけるグローバル教育の中核を担うオーストラリア・留学プログラムの

展開、全学における数理・データサイエンス教育の推進・充実と、これに基づく文部科学省

｢数理・データサイエンス・AI教育プログラム（リテラシーレベル）｣の認定、さらには、近

年のデジタル人材の必要性に関する興味・関心の高さによるものであると考えられる。 

このように、過去 5 年間の入試動向から、本学における類似学部の志願者数は増加傾向に

あり、平均志願倍率では情報工学部が 23.62 倍、メディア情報学部が 15.76 倍、また、直近

の令和 3 年度の志願倍率についても情報工学部が 26.57 倍、メディア情報学部が 16.38 倍と

高倍率である。当然に入学者についても安定して確保できているため、今後の学生確保の見

通しに全く問題はないものと考える。 
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ⅱ)同分野を有する近隣大学の入学志願動向 

本学では、志願者のうち、東京都、神奈川県、埼玉県、千葉県（以下、「首都圏 1都 3

県」とする。）の在住者が、８割前後を占めている（資料 4）。首都圏 1 都 3県に所在し、学

科名からデータサイエンスを学ぶことが分かる、中央大学理工学部ビジネスデータサイエン

ス学科（東京都文京区）、武蔵野大学データサイエンス学部データサイエンス学科（東京都

江東区）を競合校として想定した。 

両校の令和 3年度入試の一般選抜における入試結果は、中央大学理工学部ビジネスデータ

サイエンス学科の志願倍率が 16.90倍、武蔵野大学データサイエンス学部データサイエンス

学科の志願倍率 25.21 倍といずれも高倍率であった。また、令和 3年度の入学定員超過率

は、中央大学理工学部ビジネスデータサイエンス学科が 0.91倍、武蔵野大学データサイエ

ンス学部データサイエンス学科が 1.04倍と入学者数の観点でも、申し分ない状況であった

（資料 5）。これらより、安定的に入学者数を確保することができるものと考えている。 

ⅲ)Society 5.0、第 4 次産業革命が目指す社会と必要とされる人材 

高度デジタル人材の養成に向けた数理・データサイエンス教育への関心の高まりは、政府

が進めている Society 5.0、第 4 次産業革命が目指す社会が影響していると考えられる。中

央教育審議会の答申「2040 年に向けた高等教育のグランドデザイン」（平成 30 年 11 月）に

は 2040年頃の社会変化の方向として「Society 5.0、第 4次産業革命が目指す社会」が次の

ように示されている。 

Society 5.0、第 4次産業革命が目指す社会に必要とされる人材は、予測不可能な時代を生

第４次産業革命とも言われる、AI、ビッグデータ、Internet of Things（IoT）、ロボティクス

等の先端技術が高度化してあらゆる産業や社会生活に取り入れられることで、日本の強みとリ

ソースを最大限活用して、誰もが活躍でき、様々な社会課題を解決できる、日本ならではの持

続可能でインクルーシブな経済社会システムである Society 5.0（超スマート社会）の実現に

向けた取組が加速している。また、同時に、資源や物ではなく、知識を共有、集約することで、

様々な社会課題を解決し、新たな価値が生み出される社会である知識集約型社会の到来が予想

されている。また、AIが人間の能力をはるかに超えていく（シンギュラリティ（技術特異点)）

のではないかという意見もある。他方、一部の企業や国がデータの囲い込みや独占を図る「デ

ータ覇権主義」、寡占化により、経済社会システムの健全な発展が阻害される懸念も指摘されて

いる。既に様々な分野で、AI や IoT、ロボットといった共通基盤技術と、産業コア技術、関連

データの多様な組合せにより、革新的な製品・サービスが生まれてきており、今後も急速に技

術開発が進んでいくと考えられる。これらの技術革新は、AIやロボットによる職業代替可能性

を格段に高め、仕事の仕方や身に付けておくべきスキルや能力を現在想定されているものから

大きく変化させていくことが予想される。資本集約型・労働集約型経済から、知識集約型経済

へと移行する中で、現時点では想像もつかない仕事に従事していくことも予想され、幅広い知

識を基に、新しいアイデアや構想を生み出せる力が強みとなる。 
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きぬくことができる人材である。その人材像は、普遍的な知識・理解と汎用的技能を文理横

断的に身に付けていくことができ、時代の変化に合わせて積極的に社会を支え、論理的思考

力を持って社会を改善していく資質を有する人材である。デザイン・データ科学部では、人

材の養成及び教育研究上の目的を「定量・定性の両方のデータ科学に関する知識と技術に裏

付けられた批判的思考力と論理的思考力、そしてグローバルリテラシーの涵養により、世界

のあらゆる「もの」と「こと」を読み解く能力を修得させる。その上で、実社会における多種

多様な課題を解決するために、新たな「もの」と「こと」を具体的に、構想・設計・構築、す

なわち、デザインできる実践的な専門力を持つ人材の養成を目的とする。」と規定している。

Society 5.0、第 4次産業革命が目指す社会に必要とされる人材には、数理・データサイエン

スに関する能力だけなく、実社会における社会課題を対象に、新しい「もの」と「こと」をデ

ザインする知識と技術や、グローバルに活躍できる高度な教養も身に付ける必要があり、プ

ロジェクトワーク等を通じて実践的な能力を修得させる必要があると考える。 

 

以上、ⅰ)、ⅱ)及びⅲ）の考察から、デザイン・データ科学部は、短期的に定員充足に問題

がないだけでなく、中長期的にも志願者数の確保が安定的に見込まれ、定員を充足し続ける

見込みである。 

また、「学則の変更の趣旨等を記載した書類」で前述のとおり、実験・実習や演習の授業形

態を取り入れ、学生の主体性を引き出すアクティブ・ラーニングを積極的に進める。現在、

本学が一丸となって取り組んでいる教育改革では、講義に演習を取り入れて、学生の主体性

を引き出すアクティブ・ラーニングを進めること、さらに、持続可能な社会の発展に資する

人材育成という本学の教育目標のためのオリジナルな授業科目である SD PBL（Sustainable 

Development Project organized Problem Based Learning）を 1年次から 3年次までの必修

科目として導入しており、学生の積極的な学びの姿勢を引き出すことを目指している。 

具体的には、全学で実施する 3年次の SD PBL(3)に至る学科毎の 1～2年次の SD PBL(1)(2)

について、本学部ではまず、シナリオなどによって提示される問題状況の中から解決すべき

課題を見出し，その解決に取り組む。解決においては、発想法のひとつであるデザインシン

キングの手法を、具体的なテーマを元に、製品マッピング、ユーザー調査、KJ法分析を使い、

解決の過程で知識を獲得し対話により思考を深化させる体験を通して、専門分野に対する興

味・関心を喚起させ（1年次）、現実に存在するような問題状況の中から解決すべき課題を見

出し、データサイエンスやデザイン技術やデザイン思考の専門的な立場から課題解決に挑む

基本的なツールやスキルを学ぶ。特に、クリティカルシンキング（批判的思考）を対象とし、

情報の内容を的確に読み取り、それについて批判的に吟味することで、何を信じるべきか、

すべきかについて決定することに集中する合理的、反省的思考を学ぶ（2年次）。演習形式を

取り入れた講義は、100名以下の中規模教室での実施が望ましい。SD PBL(1)(2)(3)について

は、少人数のグループに分け、チームで取り組むことで他者と学び合う姿勢やスキル修得の

機会を作りながらグループワークを行うことが必要である。 

以上の教育手法に加えて、教員数と教室数を考慮すると、33～34 名×3 クラス＝100 名程

度が適正な定員数と考えられる。 
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イ．定員充足の根拠となる客観的なデータの概要 

この度、新設するデザイン・データ科学部は、本学横浜キャンパス（神奈川県横浜市）に

設置する。リクルート進学総研による首都圏 1 都 3 県の 18 歳人口の予測を見ると、2020 年

を 100とした時に微減し続け、2032年には 94.5であるものの、日本全体では 2032年に 87.7

とさらに減少していることから、相対的に良好な環境にあるといえる（資料 6）。 

また、令和 3年度学校基本調査によれば大学等進学率は、東京都が全国 2位で 69.0％、神

奈川県が 5位で 63.1％、埼玉県が 8位で 60.7％、千葉県が 12位で 58.2％と、いずれの都県

も全国平均の 57.4％よりも高く、これらも入学定員充足の観点で地域的に良好な環境である

ことを示している（資料 7）。 

日本私立学校振興・共済事業団『令和３（2021）年度 私立大学・短期大学等入学志願動向』

によると、本学部を設置する神奈川県に所在する学部の志願倍率（志願者数÷入学定員）は、

過去 5 年間で 7 倍以上と高倍率であるとともに、入学定員充足率も 100％程度であった。同

様に東京都に所在する学部の志願倍率は 9 倍以上、入学定員充足率は 100％程度、埼玉県に

所在する学部の志願倍率は 6 倍以上、入学定員充足率は 100％前後、千葉県に所在する学部

の志願倍率は 7 倍以上、入学定員充足率は 100％程度であった（資料 8）。また、学部系統別

の入学志願動向では、「データサイエンス」が学部名に含まれている学部を包含する理・工学

系学部の志願倍率は 11倍以上であり、入学定員充足率も 100％程度であった（資料 9）。これ

らの観点からも志願者数を安定的に確保して、定員を充足することが可能であると考えてい

る。 

以下、定員充足の根拠となる客観的なデータについて、詳述する。 

 

ⅰ)本学における類似学部の過去の入試実績等（留学生入試を含む） 

本学全体における平成 29年度から令和 3年度までの過去 5年間の入試動向から、志願者数

が増加傾向にあることがわかる（資料 1）。特にデザイン・データ科学部の本学における類似

学部・学科の 1 つであり、かつ、本学横浜キャンパスに位置するメディア情報学部情報シス

テム学科の志願者数は、平成 29年度の 1,011名から増加傾向にあり、令和 3年度には 1,816

名にまで増えている。平成 29 年度から令和 3 年度までの 5 年間の平均志願倍率は 17.51 倍、

令和 3 年度の志願倍率は 18.16 倍であった（資料 10）。このように類似学部・学科における

高い志願倍率から、デザイン・データ科学部は志願者を多く集めることができると考えてい

る。 

本学部においても、本学の他学部と同様に外国人留学生を入学者として、受け入れる計画

である。本学の他学部では、外国人留学生特別選抜の募集人員を、近年は概ね若干名として

おり、過去 5年間の入試動向を見ると、志願者数が倍増している。具体的には、平成 29年度

に志願者数が 55名であったのが、令和 3年度においては 113名までに増えている。入学者数

についても、平成 29年度の 29名から令和 3年度は 41名と増加しており、外国人留学生を安

定的に受け入れてきた（資料 11）。 

本学では、高校生や保護者向けに、「オープンキャンパス」を開催している。令和 3年度は、

新型コロナウイルス感染拡大防止に配慮して、オンラインでの開催を主軸としつつも、対面

でも実施した。特に対面でのオープンキャンパスについては、短時間で予約が満員となるほ
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どの人気であったため、別日に追加して開催した。保護者等を除く参加者数は、のべ 4,926名

であった（資料 12）。 

これらの本学の好調な入試実績等から、デザイン・データ科学部の入学定員 100 名を安定

的に充足することが可能であると判断した。 

 

ⅱ)同分野を有する近隣大学の入学志願動向等 

中央大学理工学部ビジネスデータサイエンス学科（東京都文京区、入学定員 115名）、武蔵

野大学データサイエンス学部データサイエンス学科（東京都江東区、入学定員 90名）を競合

校として想定した。 

両校の令和 3 年度入試の一般選抜における入試結果は、中央大学理工学部ビジネスデータ

サイエンス学科が、募集人員 93名に対して、志願者数 1,572名、志願倍率 16.90倍、武蔵野

大学データサイエンス学部データサイエンス学科が、募集人員 61名に対して、志願者数 1,538

名、志願倍率 25.21 倍といずれも高倍率であった。また、令和 3 年度の入学者数と入学定員

超過率は、中央大学理工学部ビジネスデータサイエンス学科が 105名で、0.91倍、武蔵野大

学データサイエンス学部データサイエンス学科が 94 名で、1.04 倍と申し分のない状況であ

った（資料 5）。 

東進ハイスクールや東進衛星予備校を運営する株式会社ナガセが 2021 年 5 月 26 日に報道

発表した『4月「共通テスト本番レベル模試」受験者の志望動向を分析―続く理高文低、理系

人気は工学系が牽引 医歯薬系：医学部人気高も看護系は減少傾向』によると、2021年 4月

に実施した模試の受験者の志望動向について過去 3 カ年のデータと比較したところ、全体と

して理系人気の高まりと文系の低下という近年の傾向は変わらず、工学系は、2018年度と比

べて 1.8ポイント増加しており好調に推移していることを示した。要因として、「特にデータ

サイエンス分野の人気が影響しています。」と分析している（資料 13）。 

また、AERA dot.（2021年 11月 19日）『卒業後は有名企業から引く手あまた？―全国の大

学で「データサイエンス学部」が増加している理由』において、株式会社大学通信の常務取

締役・安田賢治 氏は、「データサイエンスなどの情報系の学部は、就職に強く、受験生から

の人気は高い」、「国の政策で小学校からプログラミングの授業が始まるなど、社会的に関心

が高い分野であることに加え、今回コロナ禍で、文系に人気の就職先だった旅行会社や航空

関係、百貨店業界では新卒採用を見送る企業が多くありました。その点、情報系は就職に強

いと言われているので今後も人気は続くのではないでしょうか」と指摘している。同記事の

著者は、「2018年の「情報・メディア系」の志願者数を 100とすると、21年は 112。全学部系

統の中でみてもその指数はトップだった。」と言及している（資料 14）。 

これらより、受験生の旺盛な進学需要に適合した本学部は、短期的にも中長期的にも、安

定的に定員を充足する見込みが十分にあるものと考えている。 

 

ⅲ)地域別の入学志願動向 

デザイン・データ科学部の本学における類似学部・学科の 1 つであり、かつ、本学横浜キ

ャンパスに位置するメディア情報学部情報システム学科の過去 5 年間の志願者数は、東京都

及び神奈川県在住者が約 70％前後で推移し、さらに首都圏 1都 3県の在住者では約 75％前後
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で推移している（資料 15）。前述のとおり、首都圏 1都 3県の 18歳人口は大幅な減少傾向に

はないとともに大学進学率が全国平均よりも高く、地域的に良好な環境であることから、デ

ザイン・データ科学部の志願者数も、中長期的に堅調に推移するものと考えられる。 

 

ⅳ)入学意向に関するアンケート調査の結果 

デザイン・データ科学部の新設にあたり、学生確保の見通しを把握するため、令和 3年 11

月から 12月にかけて、第三者機関（株式会社日本ドリコム）に依頼し、高等学校向けにアン

ケート調査「東京都市大学デザイン・データ科学部（仮称・設置構想中）に関するアンケー

ト」を実施した（資料 16）。 

本調査では、首都圏 1 都 3 県及び静岡県に所在する高等学校及び本学付属高等学校（東京

都 2校、長野県 1校）の 2年生を対象に入学意向に関するアンケートを実施し、101校 15,602

名より回答を得ることができた。調査方法は、定量調査（留め置き調査）とした。調査票は

全 9問で構成されており、全て選択肢式とした。 

高校卒業後の希望進路を問う設問（Q3、複数回答可）においては、13,278名が大学・専門

職大学を希望した。この 13,278名のうち、本学部のオープンキャンパス・入試説明会への参

加希望者数は 2,931名であった（Q7）。また、この 2,931名のうち、デザイン・データ科学部

を受験し、合格した場合に入学したいと回答したのは 308 名であり、入学定員 100 名を大き

く上回る結果となった（Q8）。そして、この 308名のうち、学部の特色について肯定的な回答、

すなわち「魅力的」または「どちらかといえば魅力を感じる」と回答したのは 287名であり、

これについても入学定員 100名を大きく上回る結果となった（Q6）。 

関心のある学びの分野を問う設問（Q4、複数回答可）においては、「経済・経営・商業系統」

が 17.8％と最も高く、「工学系統」が 13.2％、「文学・人文系統」が 12.8％、「理学系統」が

12.6％、「情報・メディア系統」が 11.4％と続く。「経済・経営・商業系統」、「工学系統」、「情

報・メディア系統」への関心が高いことから、デザイン・データ科学部の設置構想は、受験

生が関心のある学びの分野、すなわち受験生のニーズに合致していることもわかった。なお、

学部の特色について肯定的な回答した入学希望者 287 名について、関心のある学びの分野を

問う設問（Q4、複数回答可）とのクロス集計を本学では行った。その結果、本学部の学びの

分野である「工学系統」、「経済・経営・商業系統」、「情報・メディア系統」のいずれかを回答

した者は 153名であり、入学定員 100名を上回る結果となった（資料 17）。 

これらの調査結果から、入学定員 100名の学生確保の見通しを明確に得ることができた。 

 

以上により、デザイン・データ科学部の定員充足については、本学における類似学部・学

科の過去の入試実績、同分野を有する近隣大学の入学志願動向等、地域別の入学志願動向及

び入学意向アンケート調査の結果から長期的かつ安定的に学生の確保を図ることができる見

通しを得た。 

 

  

－学生確保（本文）－7－



②学生確保に向けた具体的な取組状況

本学では、以下の通り学生確保に向けた取り組みを行っている。 

■入試データの分析

本学と他大学の比較、入試制度の検証、入学後の成績状況、関係法令との整合性など、

入試周辺情報をデータとして収集して分析し、志願者確保のための施策の展開に役立て

ている。

■アドミッションオフィスとアドミッションオフィサーの設置

入試実務を行う事務局の「入試センター」とは別に、入学制度やデータを分析する全学

的な教学組織として教員・職員で構成する「入学センター」を設置している。また、最

新情報を活用した入試施策の検討や、高校との連携を研究するアドミッションオフィサ

ーを配置している。

■オープンキャンパス

高校生や保護者向けに、「オープンキャンパス」を開催している。コロナ感染予防のため

近年はオンライン主導で実施しているが、2021 年度の参加者数（保護者等は除く）は、

延べ 4,926名であった（資料 12）。

■見学フリーパス制度

前述のオープンキャンパスの他、毎日いつでも見学希望者の都合に合わせて、大学内を

見学できる制度で、興味のある施設や、研究室、クラブの部室などを気軽に探訪できる。

近年はコロナ感染予防に沿った対策を講じている。

■進学相談会

全国各地で開催する「進学相談会」に参加し、受験生や保護者からの、大学概要・学科

概要・入試・学生生活・就職のことなどの相談に対応している。コロナ禍以前は、例年

約 100件の進学相談会に参加していた。

■高校での進学説明会・出張授業

高等学校に出向いて、大学の説明や、学部系統別のガイダンスなどを行うもので、コロ

ナ禍以前は例年約 200 件、実施していた。また、教員の出張授業もコロナ禍以前は年間

100件を超えていた。 

■高校訪問

定期的に高校を訪問し、相互の最新情報を共有している。コロナ禍以前は、例年約 500校

に訪問していた。
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（２）人材需要の動向等社会の要請

①人材の養成に関する目的その他の教育研究上の目的（概要）

デザイン・データ科学部の人材の養成及び教育研究上の目的は、「定量・定性の両方のデー

タ科学に関する知識と技術に裏付けられた批判的思考力と論理的思考力、そしてグローバル

リテラシーの涵養により、世界のあらゆる「もの」と「こと」を読み解く能力を修得させる。

その上で、実社会における多種多様な課題を解決するために、新たな「もの」と「こと」を具

体的に、構想・設計・構築、すなわち、デザインできる実践的な専門力を持つ人材の養成を

目的とする。」と規定している。 

特に、2018年に中央教育審議会が取りまとめた「2040年に向けた高等教育のグランドデザ

イン（答申）」に記載されているように、AI、ビッグデータ、Internet of Things（IoT）等

の先端技術の高度化に伴い、あらゆる産業や社会生活に取り入れることで、誰もが活躍でき、

様々な社会課題を解決できる Society 5.0（超スマート社会）の実現に向けた取組が加速し

ている中で、その実現に寄与できるデジタル人材の養成を重視している。 

このような人材を養成するためには、従来の工学的要素技術の教育・研究だけでは不十分

であり、社会科学、グローバルなリテラシーや教養も含めた多面的で多様な知識を必要に応

じて取捨選択しながら活用できる能力が必要になってきている。そこで、デザイン・データ

科学部の人材養成の目的を達成するため、数学と情報工学を基盤とし、数値データや言語デ

ータなどのデータ情報処理などを学ぶ科目群「データ科学」（専門基礎科目及び専門応用科目）、

デザイン工学や感性工学を基盤として、製品のデザインを進めるためのデザイン思考などを

学ぶ科目群「ユーザーエクスペリエンスデザイン」（専門基礎科目及び専門応用科目）、経営

科学や社会工学を基盤として、Society 5.0 などのデジタル社会の設計を目指したサービス

工学などを学ぶ科目群「ソーシャルシステムデザイン」（専門基礎科目及び専門応用科目）と、

各科目区分の共通知識となる科目群「グローバル教養系」（教養科目）を基軸として、カリキ

ュラムを編成した。 

②上記①が社会的，地域的な人材需要の動向等を踏まえたものであることの客観的な根拠

本学は、建学の精神である「公正、自由、自治」の下、実践的な専門性を重視した教育理

念を掲げ、社会的、地域的な人材需要の動向を踏まえ、その要請に応えるべく教育・研究の

改革を継続的に実行してきた。 

その結果、サンデー毎日（2021年 8月 15日・22日合併号）『全国 250 大学 実就職率ラン

キング』に掲載された卒業者数 1000人以上の大学を対象とした実就職率ランキングにおい

て全国で 29位、全国の私立大学で 16位と就職に強い大学として上位に位置づけられた（資

料 18）。東洋経済 ONLINE（2021年 10月 2日）『最新!｢有名企業への就職に強い大学｣トップ

200校』の有名企業 400社への実就職率が高い大学ランキングでは、全国で 38位、全国の

私立大学で 15位と上位に位置づけられた（資料 19）。また、ITmedia ビジネスオンライン 3

分 Biz.（2020年 12月 3日）『社長の出身大学、日本大学が 10連覇 増収増益率 1位は？』

によれば、医科歯科系を除く社長出身大学の上位 100校における増益達成ランキングで、本

学は２位、私立大学で 1位にランクインした。同様に、増収増益達成ランキングでは、５

位、私立大学で３位にランクインした（資料 20）。これらは、本学が社会的、地域的な人材
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需要の動向を踏まえた人材を養成してきたことの証左であろう。 

デザイン・データ科学部の類似学部である情報工学部情報科学科・知能情報工学科とメデ

ィア情報学部社会メディア学科・情報システム学科を合わせた過去 5年間の就職率の平均

は、98.1％であった。また、各学科の過去５年間の求人件数の平均は、14,000件前後、求

人倍率の平均は 150倍以上であった（資料 21）。これらの数値から、類似学部においては、

就職希望者に対して十分な求人件数を確保できているとともに、高い就職率を維持し続けて

いる。デザイン・データ科学部においても、卒業後の進路を十分に確保できるものと考えて

いる。 

外国人留学生の人材需要の動向としては、デザイン・データ科学部の類似学部である情報

工学部情報科学科・知能情報工学科とメディア情報学部社会メディア学科・情報システム学

科卒業生の進路状況を見ると、令和元年度は就職希望者３名中３名が就職、令和２年度は就

職希望者４名中４名が就職し、他に１名は大学院に進学していることから、良好な就職実績

で推移しているものと考えられる。すなわち、外国人留学生の卒業生についても、社会的な

人材需要に応えているものと考えている。 

以下では、情報通信白書（総務省）、大学入学者選抜・教務関係事項連絡協議会の資料

（文部科学省）及び一般社団法人データサイエンティスト協会の調査結果に基づいて、

「ⅰ）社会的な人材需要の動向」を説明する。また、横浜市官民データ活用推進計画（横浜

市）に基づいて、「ⅱ）地域的な人材需要の動向」を説明する。加えて、それらを裏付ける

事実として、「ⅲ）採用意向アンケート調査の結果」を用いて説明する。 

ⅰ）社会的な人材需要の動向 

令和３年版情報通信白書（総務省）によると、「我が国の ICT人材は ICT企業に偏在して

おり、企業が DXを進める上で人材不足が大きな課題。」と指摘している。具体的には、ICT

人材は、2018年に約 22万人不足しており、中位シナリオで、2030年には約 45万人が不足

する見込みである。また、DXに取り組む日本企業が、米国企業並みに増加した場合の変化

は、製造業で約 23兆円、非製造業で約 45兆円の売上高の押し上げ効果があると推計してい

る（資料 22）。 

本学部では、データ科学に関する知識と技術を身に付けるにあたり、当然に ICTに関する

素養を身に付けていくこととなる。また、データ科学に関する知識と技術を学んだ上で、

人々の便利で豊かな暮らしに必要な「もの」を作り出すための「ユーザーエクスペリエンス

デザイン」と、付加価値と生産性の高い企業や社会の仕組みを作りだすための「ソーシャル

システムデザイン」を学ぶ本学部の学生は、企業が DX化を進める上で必要な人材となり得

るものと考えている。 

令和 3年度大学入学者選抜・教務関係事項連絡協議会の資料（文部科学省）において掲載

された『デザイン思考教育の推進について』によると、デザイン思考とは、「社会の課題や

ニーズを生活者や利用者の視点で見極めイノベーションを生み出す手法とされ、デザイン思

考を取り入れた教育は、前例のない問題や未知の課題を解決するための人材育成において有

益な側面があると考えられます。」とある（資料 23）。これは、まさに前述の「ユーザーエ
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クスペリエンスデザイン」と「ソーシャルシステムデザイン」の両分野を学ぶことで社会に

おける様々な課題解決に資する人材を養成する本学部の教育そのものであり、本学部が養成

する人材像は、社会的な動向を十分に踏まえているものと考えられる。 

一般社団法人データサイエンティスト協会 調査・研究委員会が公表した『データサイエ

ンティストの採用に関するアンケート調査結果』（2019年 11月）によると、データサイエ

ンティストを採用しようとした企業のうち、この１年間で「目標としていた人数を確保でき

なかった」企業が 58％であった（資料 24）。これは、データ科学に関する知識と技術を身に

付けた人材が不足していることを示しており、本学部が養成する人材は、この旺盛な人材需

要に応えることができるものと考えている。 

また、同調査において、今後３年間で増員したいデータサイエンティストの人材像も問う

ており、「ビジネス課題解決」「戦略検討」スキルを持つ人材が求められていると指摘してい

る（資料 25）。これらは、前述の「ソーシャルシステムデザイン」を通じて養成する人材そ

のものである。具体的に見てみると、最もあてはまるもの１つとしての回答で、データによ

るビジネス課題解決を得意とする人材が 41％、複数の分野を俯瞰的にみてデータ分析の活

用を戦略的に考えられる人材が 18％、データ分析のプロフェッショナルな人材が 10％等で

あった。あてはまるもの全てでの回答では、複数の分野を俯瞰的にみてデータ分析の活用を

戦略的に考えられる人材が 89％、データによるビジネス課題解決を得意とする人材が 88％

等であった。データ科学のみを学ぶのではなく、データ科学に関する確かなスキルを基盤と

して課題解決と新しい価値をデザインできる人材を養成する本学部は、社会的な人材需要の

動向を十分に踏まえたものと言える。 

 

ⅱ)地域的な人材需要の動向 

横浜市が策定した『横浜市官民データ活用推進計画』（平成 30年 5月）によると、「急速

に進んでいく情報流通社会において、データを適切に活用し、地域課題の解決や市内経済の

発展につなげていくためには、データ活用に係る知識や能力を持つ人材の育成が重要」とあ

る。また、「データの活用を通じて、社会的課題の解決、市民生活の利便性や質の向上を図

っていくためには、これまで以上に公民連携を促進するとともに、具体的なテーマや課題に

応じたデータ活用の方法や、どのような技術や手法を社会システムに導入することが有効で

あるかなど、調査研究を進めることが重要」と指摘している。本学は横浜市都筑区と連携協

定を締結しており、横浜キャンパスに既設の環境学部とメディア情報学部は、毎年開催して

いる地域連携調査研究発表会において同学部の学生が研究発表を行うなど、地域の課題解決

に貢献してきた。こうした実績を活かし、横浜市において、数理・データサイエンスに関す

る能力だけでなく、実社会における社会課題を対象に、新しい「もの」と「こと」をデザイ

ンする知識と技術や、グローバルに活躍できる高度な教養を身に付けさせるデザイン・デー

タ科学部を新設することで、人材養成を通じて当該計画の推進に貢献し、地域社会の発展に

寄与できるものと考えている。 

 

ⅲ)採用意向アンケート調査の結果 

デザイン・データ科学部の新設にあたり、社会的・地域的な人材需要の動向の把握を目的
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として令和 3年 11月から 12月にかけて、第三者機関（株式会社日本ドリコム）に依頼し、

アンケート調査「東京都市大学デザイン・データ科学部デザイン・データ科学科（仮称・設

置構想中）設置構想についての企業・団体様向けアンケート調査」を実施した（資料 26）。 

本調査は、デザイン・データ科学部の卒業生の就職先として想定される企業・団体 1,247

件を対象に、インターネット調査と FAX調査を併用して実施した。アンケート調査票は全

12問で構成されており、1問を記入式、11問を選択肢式とした。その結果、290件の企業・

団体より回答を得ることができた。回収率は 23.3％であった。 

デザイン・データ科学部が養成する人材の採用意向を問う設問（Q10）において、「採用し

たい」と回答した企業・団体が 91件であった。これらの企業・団体 91 件を対象として、採

用想定人数（Q11）を集計したところ 290名であった。入学定員 100名に対して 2.9倍とな

り、入学定員を大幅に上回る調査結果となった。これより、本学部の人材の養成に関する目

的その他の教育研究上の目的が、社会的な人材需要の動向等を十分に踏まえたものであるこ

とが裏付けられた。 

また、デザイン・データ科学部の魅力、社会的ニーズに関する設問（Q8及び Q9）の双方

において、肯定的な回答を行った企業・団体 249件を対象として、採用意向を問う設問

（Q10）で「採用したい」と回答した企業・団体は 89件、採用想定人数の合計は 288名であ

った。なお、当該企業・団体 89件には、今後の新卒採用の計画について問う設問（Q7）に

おいて、「採用は減らしたい」「採用しない」と否定的な回答をした企業・団体は含まれてい

なかった。さらに、当該企業・団体 89件のうち、本社や主たる事業所が首都圏 1都 3県に

所在する企業・団体は 76件、採用想定人数の合計は 253名であった。入学定員 100名に対

して 2.5倍以上となり、入学定員を大幅に上回る調査結果であった。これより、本学部の人

材の養成に関する目的その他の教育研究上の目的が、社会的のみならず、地域的な人材需要

の動向等を踏まえたものであることが裏付けられた。 

これらの調査結果から、デザイン・データ科学部の採用想定人数が入学定員に比しても十

分であり、社会的、地域的な人材需要の動向を踏まえているものと考えられ、デザイン・デ

ータ科学部が輩出する人材には十分な需要があるものと考えている。 
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資料 11 東京都市大学 平成 29年度～令和 3年度外国人留学生特別選抜動向（本学調べ） 

資料 12 令和 3年度東京都市大学オープンキャンパス参加者数（本学調べ） 

資料 13 株式会社ナガセ ４月「共通テスト本番レベル模試」受験者の志望動向を分析―続く理高文 

低、理系人気は工学系が牽引 医歯薬系：医学部人気高も看護系は減少傾向（2021年 5月 26日） 

資料 14 AERA dot.（2021 年 11月 19日）卒業後は有名企業から引く手あまた？全国の大学で「デー 

タサイエンス学部」が増加している理由

資料 15 東京都市大学メディア情報学部情報システム学科 平成 29年度～令和 3年度 1都 3県別志願 

者数（本学調べ） 

資料 16 東京都市大学デザイン・データ科学部デザイン・データ科学科（仮称） 

設置に関する受容性調査 結果報告書【高校生】（株式会社日本ドリコム） 

資料 17 特色に魅力を感じると回答した入学希望者 287名と関心がある学びの分野（複数回答可）に

関するクロス集計結果（本学集計） 

資料 18 サンデー毎日（2021 年 8 月 15日・22日合併号）全国 250大学 実就職率ランキング

資料 19 東洋経済 ONLINE（2021年 10月 2日）『最新!｢有名企業への就職に強い大学｣トップ 200校』 

有名企業 400社への実就職率が高い大学ランキング 

資料 20 ITmedia ビジネスオンライン 3分 Biz.（2020年 12月 3日）『社長の出身大学、日本大学が 

10 連覇 増収増益率 1位は？』社長出身大学上位 100校（医科歯科系を除く） 

資料 21 東京都市大学情報工学部・メディア情報学部 平成 28年度～令和 2年度就職状況（本学調べ） 

資料 22 総務省 情報通信白書 令和 3年版 概要 

第１章(2)企業活動におけるデジタル・トランスフォーメーションの現状と課題 

資料 23 文部科学省 令和 3年度大学入学者選抜・教務関係事項連絡協議会 

デザイン思考教育の推進について 

資料 24 一般社団法人 データサイエンティスト協会 調査・研究委員会（2019年 11月）『データサイ

エンティストの採用に関するアンケート調査結果』データサイエンティスト採用の充足度

資料 25 一般社団法人 データサイエンティスト協会 調査・研究委員会（2019年 11月）『データサイ

エンティストの採用に関するアンケート調査結果』今後３年間で増員したいデータサイエン

ティストの人材像

資料 26 東京都市大学デザイン・データ科学部デザイン・データ科学科（仮称） 

設置に関する受容性調査 結果報告書【企業】（株式会社日本ドリコム） 

－学生確保（資料）－1－



資料１ 

東京都市大学 平成 29年度～令和 3年度入試動向（本学調べ） 

平成 

29 年度 

平成 

30年度 

令和 

元年度 

令和 

2年度 

令和 

3年度 

過去 5年間 

の平均 

平均志願倍率 

(志願者/入学定員) 

志願者 17,548 26,553 31,378 31,819 28,471 27,153.8 

16.70 

受験者 17,092 25,910 30,483 31,002 27,437 26,384.8 

合格者 6,264 7,551 6,913 7,406 7,381 7,103.0 

入学者(A) 1,779 1,732 1,700 1,623 1,707 1,708.2 

入学定員(B) 1,620 1,620 1,620 1,620 1,650 1,626 

入学定員 

超過率(A/B) 
1.09 1.06 1.04 1.00 1.03 1.05 

－学生確保（資料）－2－



１．書類等の題名 

  資料２ 

  東洋経済ONLINE（2021 年 5 月 29 日） 

  最新！「志願者数が多い大学」ランキングトップ 50 

  コロナや新入試の影響で軒並み志願者数減らす 

 

２．出典 

  株式会社東洋経済新報社 

 

３．引用範囲 

  東洋経済ONLINE 

  最新!｢志願者数が多い大学｣ランキングトップ 50 

  コロナや新入試の影響で軒並み志願者数減らす 

  表『2021 年志願者数ランキング（26～50 位）』を引用 

  https://toyokeizai.net/articles/-/430806?page=6 

 

４．その他の説明 

  タイトル・資料番号・URL を記載 

  



資料３ 

東京都市大学情報工学部・メディア情報学部 平成 29年度～令和 3年度入試動向（本学調べ） 

平成 

29年度 

平成 

30年度 

令和 

元年度 

令和 

2年度 

令和 

3年度 

過去 5年間 

の平均 

平均志願倍率 

(志願者/入学定員) 

情
報
工
学
部

志願者 2,425 3,745 4,913 5,153 4,782 4,203.6 

23.62 

受験者 2,354 3,647 4,771 5,013 4,626 4,082.2 

合格者 811 863 660 759 767 772.0 

入学者(A) 207 218 182 180 192 195.8 

入学定員(B) 175 175 180 180 180 178.0 

入学定員 

超過率(A/B) 
1.18 1.24 1.01 1.00 1.06 1.10 

メ
デ
ィ
ア
情
報
学
部 

志願者 1,779 2,660 3,537 3,254 3,113 2,868.6 

15.76 

受験者 1,725 2,614 3,434 3,176 3,002 2,790.2 

合格者 513 577 542 505 479 523.2 

入学者(A) 200 191 213 176 215 199.0 

入学定員(B) 180 180 180 180 190 182.0 

入学定員 

超過率(A/B) 
1.11 1.06 1.06 0.97 1.13 1.09 

－学生確保（資料）－4－



資料４ 

東京都市大学 平成 29年度～令和 3年度 1都 3県別志願者数（本学調べ） 

都道府県 

志願者数 

平成 29年度 平成 30年度 令和元年度 令和 2年度 令和 3年度 

人数 ％ 人数 ％ 人数 ％ 人数 ％ 人数 ％ 

神奈川県 6,784 40.0 9,709 37.6 10,575 35.0 10,774 35.3 10,131 37.3 

東京都 5,000 29.6 8,471 32.9 10,255 33.9 10,119 33.2 9,020 33.3 

埼玉県 966 5.7 1,601 6.2 1,876 6.2 2,070 6.8 1,837 6.8 

千葉県 673 4.0 900 3.5 1,218 4.0 1,293 4.2 1,379 5.1 

その他 3,497 20.7 5,103 19.8 6,313 20.9 6,267 20.5 4,729 17.5 

合計 16,920 100 25,784 100 30,237 100 30,523 100 27,096 100 

－学生確保（資料）－5－



資料５ 

同分野を有する近隣大学の令和 3年度入学志願動向等 

中央大学理工学部ビジネスデータサイエンス学科 

入試種別 募集人員 志願者数 志願倍率 

一般入試 65 766 

16.90 

大学入学共通テスト 

単独方式 
13 508 

大学入学共通テスト 

併用方式 
15 298 

合計 93 1,572 

中央大学 2021年度入試データより 

https://www.chuo-u.ac.jp/uploads/2021/05/9114_nyushi_data.pdf 

武蔵野大学データサイエンス学部データサイエンス学科 

入試種別 募集人員 志願者数 志願倍率 

全学部統一選抜 13 196 

25.21 

一般選抜 A日程 

35 

402 

一般選抜 B日程 109 

一般選抜 C日程 105 

共通テスト併用型 80 

共通テスト利用前期選抜 

13 

582 

共通テスト利用中期選抜 43 

共通テスト利用後期選抜 21 

合計 61 1,538 

武蔵野大学 2021（令和 3）年度入試結果より 

https://www.musashino-u.ac.jp/admission/faculty/result.html 

令和 3年度 入学定員超過率 

大学・学部・学科 入学定員 入学者数 
入学定員 

超過率 

中央大学理工学部ビジネスデータサイエンス学科 115 105 0.91 

武蔵野大学データサイエンス学部データサイエンス学科 90 94 1.04 

中央大学 学部在籍学生数（令和 3年 5月 1日現在）より 

https://www.chuo-u.ac.jp/aboutus/overview/head_count/head_count01.html 

武蔵野大学 入学者数及び在学者数（令和 3年 5月 1 日現在）より 

https://www.musashino-u.ac.jp/guide/information/students.html 

－学生確保（資料）－6－



１．書類等の題名 

  資料６ 

  リクルート進学総研マーケットリポート vol.86 2021年 4 月号 

  18歳人口予測、大学・短期大学・専門学校進学率、地元残留率の動向 

南関東版―埼玉県・千葉県・東京都・神奈川県― 

 

２．出典 

  株式会社リクルートマーケティングパートナーズ リクルート進学総研 

 

３．引用範囲 

  リクルート進学総研マーケットリポート vol.86 2021年 4 月号 

  18歳人口予測、大学・短期大学・専門学校進学率、地元残留率の動向 

  南関東版―埼玉県・千葉県・東京都・神奈川県― P. 2 

  グラフ『18歳人口予測（全体：南関東：2020～2032 年)』を引用 

  http://souken.shingakunet.com/research/202104_minamikantou_souken_report.pdf 

 

４．その他の説明 

  タイトル・資料番号・URL を記載 

  



資料７ 

都道府県別大学・短期大学等への進学者数と大学等への進学率 

No. 都道府県名 
大学等進学者 

(男女計) 

大学等進学率 

(男女計)％ 

1 京都府 15,399 69.8 

2 東京都 68,292 69.0 

3 兵庫県 28,285 64.3 

4 大阪府 45,229 64.3 

5 神奈川県 41,218 63.1 

6 広島県 13,887 61.8 

7 奈良県 6,909 61.8 

8 埼玉県 33,440 60.7 

9 愛知県 37,186 59.8 

10 福井県 4,220 59.5 

11 山梨県 4,536 58.7 

12 千葉県 28,086 58.2 

13 石川県 5,711 57.9 

14 滋賀県 7,190 57.4 

全国 580,550 57.4 

文部科学省 令和 3年度 学校基本調査＞初等中等教育機関・専修学校・各種学校＞卒業後の状況調査＞

高等学校＞全日制・定時制＞281状況別卒業者数より抜粋 

－学生確保（資料）－8－



過去５ヵ年における地域別の学部数、志願倍率、入学定員充足率を下表に示した。

北海道 東北(宮城を除く)

年　　度 H29 H30 R元 R2 R3 年　　度 H29 H30 R元 R2 R3
学 部 数 60 61 61 61 60 学 部 数 42 42 42 43 43
志願倍率 3.31 3.49 3.47 3.96 3.40 志願倍率 3.24 3.24 3.19 3.40 3.08
充 足 率 99.13 99.13 100.96 105.82 100.37 充 足 率 96.81 95.47 94.88 97.05 93.98

宮城 関東(埼玉、千葉、東京、神奈川を除く)

年　　度 H29 H30 R元 R2 R3 年　　度 H29 H30 R元 R2 R3
学 部 数 28 28 31 32 33 学 部 数 50 54 55 55 57
志願倍率 3.90 3.68 3.87 3.91 3.76 志願倍率 3.77 3.92 4.62 4.70 4.08
充 足 率 104.43 103.98 105.46 104.51 100.98 充 足 率 100.80 104.17 108.25 108.30 103.85

埼玉 千葉

年　　度 H29 H30 R元 R2 R3 年　　度 H29 H30 R元 R2 R3
学 部 数 76 79 79 83 84 学 部 数 84 87 86 87 90
志願倍率 6.51 7.23 8.11 7.82 6.26 志願倍率 7.90 8.26 9.44 10.34 9.61
充 足 率 104.57 105.12 106.14 105.11 98.83 充 足 率 100.67 102.59 105.35 104.53 101.09
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資料８ 

日本私立学校振興・共済事業団 

令和３（2021）年度 私立大学・短期大学等入学志願動向

－学生確保（資料）－9－



東京 神奈川

年　　度 H29 H30 R元 R2 R3 年　　度 H29 H30 R元 R2 R3
学 部 数 382 387 394 405 409 学 部 数 106 108 110 111 109
志願倍率 10.32 10.88 11.14 10.50 9.25 志願倍率 8.06 8.34 9.02 8.94 7.44
充 足 率 107.65 103.81 101.90 101.21 100.85 充 足 率 107.01 104.22 102.77 103.23 101.01

甲信越 北陸

年　　度 H29 H30 R元 R2 R3 年　　度 H29 H30 R元 R2 R3
学 部 数 36 37 40 42 44 学 部 数 30 30 30 31 33
志願倍率 2.67 2.52 2.71 2.93 2.70 志願倍率 4.89 5.07 5.25 5.99 4.94
充 足 率 96.34 96.14 101.30 102.27 97.03 充 足 率 102.16 103.28 105.94 106.93 97.65

東海(愛知を除く) 愛知

年　　度 H29 H30 R元 R2 R3 年　　度 H29 H30 R元 R2 R3
学 部 数 57 58 59 60 63 学 部 数 151 153 155 156 157
志願倍率 4.67 4.72 5.04 5.69 4.90 志願倍率 8.44 8.96 9.63 9.62 8.03
充 足 率 99.60 101.88 105.98 105.18 97.10 充 足 率 105.67 103.92 103.56 103.60 100.86
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日本私立学校振興・共済事業団 

令和３（2021）年度 私立大学・短期大学等入学志願動向（P.26及び P.27より抜粋） 

地域別の動向過去５ヵ年の推移（大学・学部別） 

https://www.shigaku.go.jp/files/nyuugakusiganndoukoudaitan0928.pdf 

－学生確保（資料）－10－



過去５ヵ年における学部系統別の学部数、志願倍率、入学定員充足率を下表に示した。

医学 歯学

年　　度 H29 H30 R元 R2 R3 年　　度 H29 H30 R元 R2 R3
学 部 数 31 31 31 31 31 学 部 数 17 17 17 17 17
志願倍率 28.64 28.89 27.07 26.55 24.09 志願倍率 4.50 4.52 4.90 4.51 3.75
充 足 率 100.80 100.83 100.63 100.20 100.20 充 足 率 81.77 81.29 83.03 82.98 75.83

薬学 保健系

年　　度 H29 H30 R元 R2 R3 年　　度 H29 H30 R元 R2 R3
学 部 数 57 57 57 59 60 学 部 数 209 220 236 244 254
志願倍率 8.78 8.38 7.86 7.22 6.40 志願倍率 5.48 5.40 5.26 5.38 4.93
充 足 率 99.70 95.62 93.46 92.82 88.61 充 足 率 102.16 101.06 100.81 101.34 99.97

理・工学系 農学系

年　　度 H29 H30 R元 R2 R3 年　　度 H29 H30 R元 R2 R3
学 部 数 149 150 151 157 162 学 部 数 18 21 22 23 25
志願倍率 11.27 11.76 12.87 13.56 11.99 志願倍率 11.03 10.04 9.63 10.02 8.63
充 足 率 105.04 101.55 102.35 102.97 100.90 充 足 率 105.59 99.36 102.76 102.15 96.41
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資料９ 

日本私立学校振興・共済事業団 

令和３（2021）年度 私立大学・短期大学等入学志願動向 

日本私立学校振興・共済事業団 

令和３（2021）年度 私立大学・短期大学等入学志願動向（P.38より抜粋） 

学部系統別の動向過去５ヵ年の推移（大学） 

https://www.shigaku.go.jp/files/nyuugakusiganndoukoudaitan0928.pdf 
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資料 10 

東京都市大学メディア情報学部情報システム学科 平成 29年度～令和 3年度入試動向（本学調べ） 

平成 

29 年度 

平成 

30年度 

令和 

元年度 

令和 

2年度 

令和 

3年度 

過去 5年間 

の平均 

平均志願倍率 

(志願者/入学定員) 

志願者 1,011 1,315 2,088 1,826 1,816 1,611.2 

17.51 

受験者 976 1,283 2,025 1,768 1,746 1,559.6 

合格者 226 215 274 216 227 231.6 

入学者(A) 100 96 113 90 123 104.4 

入学定員(B) 90 90 90 90 100 92.0 

入学定員 

超過率(A/B) 
1.11 1.07 1.26 1.00 1.23 1.13 
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資料 11 

東京都市大学 平成 29年度～令和 3年度外国人留学生特別選抜動向（本学調べ） 

平成 

29 年度 

平成 

30年度 

令和 

元年度 

令和 

2年度 

令和 

3年度 

過去 5年間 

の平均 

志願者 55 51 101 167 113 97.4 

合格者 42 36 45 72 51 49.2 

入学者 29 22 30 56 41 35.6 

募集人員 ※1 ※1 ※2 ※3 ※3 － 

※1 環境学部環境創生学科 3名、環境学部環境マネジメント学科 3名、

メディア情報学部社会メディア学科 5 名、メディア情報学部情報システム学科 5名、

その他の学科 若干名 

※2 人間科学部を除く全学科 若干名

※3 人間科学部を除く全学科 若干名（人間科学部は他の入試制度と併せて 16名）

－学生確保（資料）－13－



資料 12 

令和 3年度東京都市大学オープンキャンパス参加者数（本学調べ） 

イベント 開催日 参加者数(保護者等除く) 

オンラインオープンキャンパス
6月 20日(日) 1,495名 

8月 22日(日) 2,975名 

一般選抜対策オープンキャンパス 
11月 13日(土) 171 名 

11月 14日(日) 285 名 
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１．書類等の題名 

  資料 13 

  株式会社ナガセ NEWS RELEASE（2021 年 5 月 26 日） 

４月「共通テスト本番レベル模試」受験者の志望動向を分析 

続く理高文低、理系人気は工学系が牽引 

医歯薬系：医学部人気高も看護系は減少傾向」 

 

２．出典 

  株式会社ナガセ 

 

３．引用範囲 

  株式会社ナガセ NEWS RELEASE（2021 年 5 月 26 日） 

４月「共通テスト本番レベル模試」受験者の志望動向を分析 

続く理高文低、理系人気は工学系が牽引 

医歯薬系：医学部人気高も看護系は減少傾向 P. 1 及び P. 2 を引用 

https://www.toshin.com/news_release/uploadFiles/NewsReleases/8267c4ed9b4be746

4d9a0dcb3b46175777070b4a80c110032e2373a5609092cf20210526212049.pdf 

 

４．その他の説明 

  タイトル・資料番号・URL を記載 

  



１．書類等の題名 

  資料 14 

  AERA dot.（2021 年 11月 19日） 

  卒業後は有名企業から引く手あまた？ 

全国の大学で「データサイエンス学部」が増加している理由 

 

２．出典 

  株式会社朝日新聞出版 

 

３．引用範囲 

  AERA dot.（2021 年 11月 19日） 

  卒業後は有名企業から引く手あまた？ 

全国の大学で「データサイエンス学部」が増加している理由 P. 4を引用 

  https://dot.asahi.com/dot/2021111700024.html?page=4 

 

４．その他の説明 

  タイトル・資料番号・URL を記載 

  



資料 15 

東京都市大学メディア情報学部情報システム学科 平成 29年度～令和 3年度 1都 3県別志願者数 

（本学調べ） 

都道府県 

志願者数 

平成 29年度 平成 30年度 令和元年度 令和 2年度 令和 3年度 

人数 ％ 人数 ％ 人数 ％ 人数 ％ 人数 ％ 

神奈川県 447 44.2 545 41.4 740 35.5 643 35.2 687 37.8 

東京都 266 26.3 381 29.0 650 31.1 573 31.4 595 32.8 

埼玉県 32 3.2 58 4.4 94 4.5 104 5.7 108 5.9 

千葉県 31 3.1 30 2.3 54 2.6 52 2.8 65 3.6 

その他 235 23.2 301 22.9 550 26.3 454 24.9 361 19.9 
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資料 16 
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。
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資料 17 

特色に魅力を感じると回答した入学希望者と 

関心がある学びの分野（複数回答可）に関するクロス集計結果（本学集計） 

『東京都市大学 デザイン・データ科学部 デザイン・データ科学科（仮称）設置に関する受容性調査 

結果報告書【高校生】』（株式会社日本ドリコム、令和 4 年 1月）におけるローデータを本学は同社より

入手し、さらなるクロス集計を行った。 

同報告書の「２．調査結果まとめ」Ⅳ(2)で示された特色に魅力を感じると回答した入学希望者 287 名

のうち、関心がある学びの分野（Q4）としてデザイン・データ科学部デザイン・データ科学科が適合す

る「工学系統」、「経済・経営・商業系統」、「情報・メディア系統」のいずれかと回答した者は、153 名

であった。なお、特色に魅力を感じると回答した入学希望者と関心がある学びの分野（複数回答可）に

関するクロス集計の結果は、下表のとおりであった。 

特色に魅力を感じると回答した入学希望者と 

関心がある学びの分野（複数回答可）に関するクロス集計 

N=287 

関心がある学びの分野 入学希望者数（名） 割合（％） 

情報・メディア系統 77 26.8 

経済・経営・商業系統 62 21.6 

理学系統 61 21.3 

文学・人文系統 58 20.2 

工学系統 55 19.2 

美術・デザイン・芸術系統 39 13.6 

※10％以下の学びの分野は、省略

－学生確保（資料）－50－



１．書類等の題名 

  資料 18 

  サンデー毎日（2021 年 8月 15日・22日合併号） 

  『全国 250 大学 実就職率ランキング』卒業者数 1000 人以上 より抜粋 

 

２．出典 

  毎日新聞出版株式会社 

 

３．引用範囲 

  サンデー毎日（2021 年 8月 15日・22日合併号） 

  『全国 250 大学 実就職率ランキング』卒業者数 1000 人以上 P. 62 を引用 

 

４．その他の説明 

  タイトル・資料番号を記載 

  



１．書類等の題名 

  資料 19 

  東洋経済ONLINE（2021年 10月 2 日） 

  最新!｢有名企業への就職に強い大学｣トップ 200 校 

  4 年ぶりに一橋大学が首位､2位東工大､3位慶應 

 

２．出典 

  株式会社東洋経済新報社 

 

３．引用範囲 

  東洋経済ONLINE（2021 年 10月 2 日） 

  最新!｢有名企業への就職に強い大学｣トップ 200 校 

  4 年ぶりに一橋大学が首位､2位東工大､3位慶應 

  表『有名企業 400 社への実就職率が高い大学（21 年卒、26～50位）』を引用 

  https://toyokeizai.net/articles/photo/459513?pn=3 

 

４．その他の説明 

  タイトル・資料番号・URL を記載 

  



１．書類等の題名 

  資料 20 

  ITmedia ビジネスオンライン 3 分 Biz.（2020 年 12月 3日） 

  社長の出身大学、日本大学が 10連覇 増収増益率 1 位は？ 

 

２．出典 

  アイティメディア株式会社 

 

３．引用範囲 

  ITmedia ビジネスオンライン 3 分 Biz.（2020 年 12月 3日） 

  社長の出身大学、日本大学が 10連覇 増収増益率 1 位は？ 

  表『社長出身大学上位 100 校（医科歯科系を除く）』を引用 

  https://www.itmedia.co.jp/business/articles/2012/03/news129_2.html 

 

４．その他の説明 

  タイトル・資料番号・URL を記載 

  



資料 21 

東京都市大学情報工学部・メディア情報学部 平成 28年度～令和 2年度就職状況（本学調べ） 

平成 28年度 平成 29年度 平成 30 年度 令和元年度 令和 2年度 平均 

卒業生数 387 378 334 352 369 364 

就職希望者 332 328 296 294 273 304.6 

就職者 330 325 293 287 261 299.2 

就職率 99.4% 99.1% 99.0% 97.6% 95.6% 98.1% 

※学生募集停止中の学科を除いて集計した。すなわち、情報工学部情報科学部・知能情報工学科とメ

ディア情報学部社会メディア学科・情報システム学科を集計対象とした。

求人数の推移 

平成 28年度 平成 29年度 平成 30年度 令和元年度 令和 2年度 平均 

情報科学科 13,441 14,152 14,668 14,375 13,285 13,984 

知能情報工学科 13,307 14,010 14,516 14,230 13,158 13,844 

社会メディア学科 13,209 13,890 14,697 16,136 15,163 14,619 

情報システム学科 13,348 14,007 14,571 14,268 13,175 13,874 

求人倍率の推移 

平成 28年度 平成 29年度 平成 30年度 令和元年度 令和 2年度 平均 

情報科学科 186.7 191.2 225.7 231.9 237.2 214.5 

知能情報工学科 198.6 191.9 198.8 290.4 219.3 219.8 

社会メディア学科 155.4 151.0 198.6 175.4 199.5 176.0 

情報システム学科 123.6 157.4 173.5 156.8 162.7 154.8 
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資料 22 

総務省 情報通信白書 令和 3年版 概要 

総務省 情報通信白書 令和 3年版 概要（P.4を抜粋） 

https://www.soumu.go.jp/johotsusintokei/whitepaper/ja/r03/summary/summary01.pdf 

－学生確保（資料）－55－



資料 23 

文部科学省 令和 3年度大学入学者選抜・教務関係事項連絡協議会 

文部科学省 令和 3年度大学入学者選抜・教務関係事項連絡協議会の資料 

○教務関係 大学教育改革について（P.19を抜粋）

https://www.mext.go.jp/content/211020_mxt_daigakuc02_000018531-126.pdf 

－学生確保（資料）－56－



１．書類等の題名 

  資料 24 

  一般社団法人 データサイエンティスト協会 調査・研究委員会（2019 年 11月） 

  データサインティストの採用に関するアンケート調査結果 

 

２．出典 

  一般社団法人 データサイエンティスト協会 調査・研究委員会 

 

３．引用範囲 

  データサイエンティストの採用に関するアンケート調査結果 P. 6 を引用 

  https://www.datascientist.or.jp/common/docs/c-research_2019.pdf 

 

４．その他の説明 

  タイトル・資料番号・URL を記載 

  



１．書類等の題名 

  資料 25 

  一般社団法人 データサイエンティスト協会 調査・研究委員会（2019 年 11月） 

  データサインティストの採用に関するアンケート調査結果 

 

２．出典 

  一般社団法人 データサイエンティスト協会 調査・研究委員会 

 

３．引用範囲 

  データサイエンティストの採用に関するアンケート調査結果 P. 12 を引用 

  https://www.datascientist.or.jp/common/docs/c-research_2019.pdf 

 

４．その他の説明 

  タイトル・資料番号・URL を記載 
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中
）

TE
L
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想
定
さ
れ
る
就
職
先

大
学
院
へ
の
進
学
を
は
じ
め
、情
報
通
信
、情
報
サ
ー
ビ
ス
、デ
ザ
イ
ン
、コ
ン
サ
ル
テ
ィ

ン
グ
な
ど
を
中
心
と
し
た
一
般
企
業
、官
公
庁
・
自
治
体
、N
PO
・
N
G
O
団
体
な
ど
多

種
多
様
な
場
へ
の
就
職
だ
け
で
な
く
、
自
ら
事
業
を
起
こ
す
起
業
家
・
社
会
起
業
家
も

含
め
輩
出
す
る
こ
と
を
想
定
し
て
い
ま
す
。

デ
ザ
イ
ン・
デ
ー
タ
科
学
部
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

グ
ロ
ー
バ
ル
で
幅
広
い
教
養
と
総
合
的
な
学
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用
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タ
科
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イ
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ペ
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目
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G
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)

G
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)

G
lo
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G
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l S
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ing
(1
)
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l U
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グ
ロ
ー
バ
ル
教
養
科
目

東
京
都
市
大
学
「
デ
ザ
イ
ン
・
デ
ー
タ
科
学
部
　
デ
ザ
イ
ン
・
デ
ー
タ
科
学
科
」
設
置
構
想
の
概
要

設
置
年
月
 
20
23
 年
4 
月

 入
学
定
員
 
10
0 
名

設
置
場
所
 
東
京
都
市
大
学
横
浜
キ
ャ
ン
パ
ス
／
神
奈
川
県
横
浜
市
都
筑
区
牛
久
保
西
3-
3-
1　
（
横
浜
市
営
地
下
鉄
ブ
ル
ー
ラ
イ
ン
「
中
川
駅
」
徒
歩
5 
分
）

 学
　
費
 
入
学
時
納
入
金
：
1,
55
0,
00
0 
円
（
入
学
金
：
20
0,
00
0
円
  授
業
料
：
1,
29
0,
00
0
円
  後
援
会
費
等
：
60
,0
00
円
 ）

【
 新
設
学
部
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
先
 】
東
京
都
市
大
学
 デ
ザ
イ
ン
・
デ
ー
タ
科
学
部
設
置
準
備
室
　
TE
L: 
04
5-
91
0-
01
04
（
代
）

※
構
想
内
容
に
つ
い
て
は
予
定
で
あ
り
、
今
後
変
更
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

デ
ー
タ
分
析
力
に
基
づ
く
実
践
的
な
能
力

　
既
成
パ
ラ
ダ
イ
ム
か
ら
脱
し
、
新
た
な
体
験
を
プ
ロ
ダ
クト
や

メ
デ
ィ
ア
、
空
間
と
い
っ
た「
も
の
」の
デ
ザ
イ
ン
、
あ
る
い
は
新

た
な
サ
ー
ビ
ス
や
、
社
会
経
済
シ
ス
テ
ム
、ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
と

い
っ
た「
こ
と
」の
デ
ザ
イ
ン
に
よ
っ
て
、イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
起
こ

し
て
い
く
こ
と
が
現
在
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。こ
れ
を
実
現
す
る

に
は
、
最
適
解
に
た
ど
り
つ
く
デ
ー
タ
科
学
に
関
す
る
知
識
と
技

術
を
修
得
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。そ
の
上
で
、
実
社
会
に
お
け

る
社
会
課
題
を
対
象
に
、
新
し
い「
も
の
」と
「
こ
と
」を
デ
ザ
イ
ン

す
る
知
識
と
技
術
に
つ
い
て
、
理
論
的
な
背
景
や
思
考
の
枠
組

み
を
体
系
的
に
学
修
し
た
上
で
、
プ
ロ
ジ
ェ
クト
ワ
ー
ク
等
を
通

じ
て
実
践
的
な
能
力
を
修
得
し
ま
す
。

本
学
部
が
求
め
る
人
材
像

修
学
に
必
要
な
英
語
力
を
有
し
、海
外
留
学

で
幅
広
い
教
養
を
修
得
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
力
向
上
に
努
力
を
惜
し
ま
な
い
人
。

数
学
・
社
会
科
学
に
対
し
て
興
味
と
探
究
心

を
持
ち
、こ
れ
を
基
に
し
た
思
考
力
を
合
わ

せ
持
つ
人
。

修
得
し
た
知
識
と
技
術
を
活
用
し
、国
籍
、文

化
、専
門
等
が
異
な
る
人
々
と
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る
主
体
的
協
働
作
業
を
志

向
す
る
人
。

あ
ら
ゆ
る
デ
ー
タ
の
利
活
用
と
、人
と
社
会

に
役
立
つ「
も
の
」「
こ
と
」の
デ
ザ
イ
ン
を
志

向
す
る
人
。

１ 2 ３ ４

語
学
力・
デ
ー
タ
科
学
基
礎
力
を
身
に
つ
け
る

デ
ー
タ
科
学
応
用
力
、国
際
力
、デ
ザ
イ
ン
力
を
身
に
つ
け
る

国
際
力
の
実
践

デ
ー
タ
科
学
に
基
づ
く
デ
ザ
イ
ン
の
実
践

世
界
+実
社
会
で

デ
ザ
イ
ン
実
践

学
び
の
総
括

海
外
留
学

（
前
期
ま
た
は
後
期
）

Ｃ Ｏ Ｏ Ｐ プ ロ ジ ェ ク ト

キ ャ ッ プ ス ト ー ン プ ロ ジ ェ ク ト

（ 卒 業 プ ロ ジ ェ ク ト ）

海 外 イ ン タ ー ン シ ッ プ

前
 期

後
 期

前
 期

後
 期

前
 期

後
 期

前
 期

後
 期

2
年
次

1
年
次

4
年
次

3
年
次

情
報
通
信

起
業
家

情
報
サ
ー
ビ
ス

デ
ザ
イ
ン

コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ

官
公
庁
・
自
治
体

N
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・
N
G
O
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2022 年 3 月 14 日 

東京都市大学 御中 

株式会社日本ドリコム 

東京都市大学 デザイン・データ科学部 デザイン・データ科学科（仮称） 

設置に関する受容性調査 結果報告書【企業】「２．調査結果まとめ」の補足 

標記について、下記のとおり補足いたします。 

記 

Q8，Q9 の双方において肯定的な回答を行い、且つ Q10 において「採用したい」と回答し

た企業・団体 89 件には、Q7.今後の新卒採用の計画を問う設問において「採用は減らした

い」「採用しない」と否定的な回答をした企業・団体は含まれていません。また、採用想定

人数 288 名とのクロス集計の結果は、下表のとおりとなります。 

今後の採用計画と採用想定人数に関するクロス集計 

以上 

N=288 

回 答 採用想定人数（名）

1. 積極的に採用を増やしたい 163 

2. 若干は採用を増やしたい 45 

3. 現状のまま 78 

4. 採用は減らしたい 0 

5. 採用しない 0 

6. 未定 2 

－学生確保（資料）－100－



フリガナ

氏名
＜就任（予定）年月＞

－ 学長
ミキ　チトシ
三木　千壽

＜平成27年1月＞
工学博士

東京都市大学 学長
（平成27.1～令和5.12）

（注）　高等専門学校にあっては校長について記入すること。

（用紙　日本産業規格Ａ４縦型）

別記様式第３号（その１）
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学 長 の 氏 名 等

保有
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（千円）

－教員名簿－1－
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